
は
じ
め
に

北
海
道
の
北
、
宗
谷
海
峡
を
挟
み
四
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
、
南
北

約
九
四
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
細
長
い
島
、
サ
ハ
リ
ン
島
。
ロ
シ
ア
の
文
豪
・
チ

ェ
ー
ホ
フ
の
作
品
の
舞
台
に
も
な
っ
た
こ
の
島
は
、
近
代
以
降
、
日
露
（
ソ
）
間

で
何
度
も
国
境
線
の
変
更
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。

サ
ハ
リ
ン
島
は
、
日
露
和
親
条
約
（
一
八
五
五
年
）
に
よ
り
日
露
の
「
雑
居

地
」
と
さ
れ
た
後
、
七
五
年
の
樺
太
千
島
交
換
条
約
に
よ
っ
て
全
島
が
ロ
シ
ア
領

と
な
っ
た
。
し
か
し
一
九
〇
五
年
、
日
露
戦
争
後
の
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
に
よ
り
、

北
緯
五
十
度
線
以
南
の
サ
ハ
リ
ン
島
南
半
部
が
日
本
に
割
譲
さ
れ
た
。
以
後
日
本

は
、
四
五
年
八
月
の
ソ
連
対
日
参
戦
と
そ
れ
に
続
く
赤
軍
の
侵
攻
ま
で
、
同
地
を

「
樺
太
」
と
し
て
約
四
十
年
間
領
有
し
た
。

こ
の
植
民
地
「
樺
太
」
に
つ
い
て
の
研
究
は
、「「
居
住
植
民
地
と
投
資
植
民
地

の
中
間
形
態
」
を
特
徴
と
す
る
日
本
の
植
民
地
支
配
の
な
か
で
、
樺
太
は
居
住

（＝

移
住
）
植
民
地
の
性
格
を
強
く
有
し
た
植
民
地
で
あ
っ
た
た
め
に
、
帝
国
主

義
史
的
視
点
か
ら
も
、
か
つ
て
の
投
資
植
民
地
の
戦
後
の
経
済
発
展
を
背
景
と
し

た
開
発
論
的
視
点
か
ら
も
漏
れ
落
ち
た
（
１
）」
た
め
に
、
台
湾
、
朝
鮮
や
「
満
洲
国
」

な
ど
他
の
大
日
本
帝
国
植
民
地
研
究
に
比
べ
、
そ
の
研
究
蓄
積
は
圧
倒
的
に
薄
弱

で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
一
九
九
〇
年
代
を
境
に
、
経
済
史
や
農
業
史
、

在
樺
コ
リ
ア
ン
問
題
や
北
方
先
住
民
族
問
題
（
ア
イ
ヌ
、
ウ
ィ
ル
タ
、
ニ
ヴ
フ
な

ど
）
と
い
っ
た
領
域
に
お
い
て
飛
躍
的
に
進
展
し
た
と
は
い
え
（
２
）、
政
治
史
な
ど
、

そ
れ
以
外
の
領
域
に
お
け
る
研
究
は
未
だ
活
発
と
は
い
え
な
い
（
３
）。

と
こ
ろ
で
近
代
日
本
に
お
い
て
、「
樺
太
」
が
存
在
し
た
約
四
十
年
間
に
わ
た

り
、
サ
ハ
リ
ン
島
を
南
北
に
画
し
た
北
緯
五
十
度
線
の
「
国
境
」
は
、「
陸
接
国

境
」
と
い
う
点
で
は
朝
鮮
国
境
と
の
二
例
の
み
で
あ
り
、
人
為
的
国
境
と
い
う
点

で
は
唯
一
の
存
在
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
国
境
は
、
大
日
本
帝
国
が
「
仮
想
敵

国
」
の
一
つ
と
み
な
し
て
時
に
干
戈
を
交
え
、
ま
た
「
国
体
ヲ
変
革
シ
又
ハ
私
有

財
産
制
度
ヲ
否
認
ス
ル
」（
治
安
維
持
法
第
一
条
）
共
産
主
義
を
標
榜
す
る
ソ
ビ

エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
（
ソ
連
）
と
「
接
壌
」
す
る
日
ソ
国
境
の
一
つ
で
も

樺
太
北
緯
五
十
度
線
「
陸
接
国
境
」
警
備
―
一
九
二
五
〜
一
九
三
九
―

齋

藤

太

一

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
二
十
二
号

二
〇
一
八
年
三
月
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あ
っ
た
。

一
九
三
〇
年
代
に
は
、
朝
鮮
に
お
け
る
張
鼓
峰
事
件
や
、
満
州
に
お
け
る
乾
岔

子
島
事
件
、
そ
し
て
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
に
代
表
さ
れ
る
所
謂
「
日
ソ
国
境
紛
争
」

が
頻
発
し
て
い
た
。
し
か
し
同
じ
日
ソ
国
境
で
あ
る
は
ず
の
樺
太
国
境
で
は
、
大

陸
の
よ
う
な
大
規
模
武
力
衝
突
が
発
生
す
る
こ
と
も
な
く
、
な
ぜ
か
比
較
的
平
穏

が
保
た
れ
て
い
た
。
ま
た
朝
鮮
に
は
朝
鮮
軍
が
、
満
州
に
は
関
東
軍
が
駐
屯
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
防
衛
警
備
に
あ
た
っ
て
い
た
が
、
樺
太
に
は
三
九
年
ま
で
軍
の
実
戦

部
隊
は
駐
屯
せ
ず
、
樺
太
と
そ
の
国
境
の
警
備
は
、
あ
く
ま
で
も
警
察
組
織
で
あ

る
樺
太
庁
警
察
部
の
み
が
担
当
し
て
い
た
。

大
陸
に
お
け
る
日
ソ
国
境
紛
争
に
関
す
る
研
究
は
、
日
ソ
外
交
研
究
や
満
州
・

朝
鮮
研
究
と
関
連
し
て
非
常
に
重
厚
な
研
究
蓄
積
を
成
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
視
界
か
ら
も
樺
太
国
境
は
完
全
に
抜
け
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
る
。
三
八
年
の
女

優
・
岡
田
嘉
子
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
演
劇
演
出
家
・
杉
本
良
吉
の
亡
命
事
件
や
、
四

五
年
八
月
の
「
対
ソ
防
衛
戦
」
に
関
連
し
た
、
一
地
方
史
と
し
て
の
「
北
海
道

史
」
上
の
文
脈
を
除
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

例
え
ば
、「
戦
史
叢
書
」
の
『
北
東
方
面
陸
軍
作
戦
〈
１
〉』
は
、
三
九
年
の
樺

太
混
成
旅
団
新
設
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
の
記
述
は
見
ら
れ
る
が
、
国
境
警
備
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
を
担
任
す
る
樺
太
庁
警
察
部
と
陸
軍
と
の
関
係
に
つ
い
て
若
干

の
回
想
が
あ
る
の
み
で
あ
る
（
４
）。

ま
た
、
樺
太
引
揚
者
の
団
体
で
あ
る
全
国
樺
太
連
盟
『
樺
太
終
戦
史
』
に
は
、

お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
（
５
）。
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
第
九
条
「
各
自
ノ
領
地

内
ニ
堡
塁
其
ノ
他
之
ニ
類
ス
ル
軍
事
上
工
作
物
ヲ
築
造
セ
サ
ル
コ
ト
」
に
よ
っ
て
、

国
境
警
備
は
軍
隊
で
は
な
く
警
察
が
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
日
ソ
は
互
い
に
相
手

を
刺
激
し
な
い
よ
う
配
慮
し
た
た
め
に
国
境
の
平
穏
は
保
た
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

岡
田
・
杉
本
の
越
境
事
件
が
国
境
警
備
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、「
国
境
取
締

法
」
の
制
定
や
樺
太
混
成
旅
団
の
新
設
に
つ
な
が
っ
た
。
だ
が
日
ソ
両
国
は
、
日

ソ
中
立
条
約
に
よ
っ
て
背
後
の
緊
張
を
解
消
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
に
、
旅
団

は
あ
く
ま
で
も
覆
面
旅
団
で
、
国
境
警
備
は
依
然
と
し
て
警
察
が
担
当
し
た
、
と
。

し
か
し
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
の
当
該
禁
止
条
項
は
、
あ
く
ま
で
も
「
堡
塁
」
な
ど

「
軍
事
上
工
作
物
」
の
築
造
禁
止
で
あ
っ
て
、
駐
兵
そ
れ
自
体
を
禁
止
し
て
い
る

と
す
ぐ
に
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
ソ
連
は
日
本
に
先
ん
じ
て
北
樺

太
駐
兵
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
日
本
が
ソ
連
に
、
当
該
条
項
を
根
拠
に

非
難
し
た
史
料
も
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
ず
、
ま
た
そ
の
逆
も
然
り
で
あ
る
。
加

え
て
、
岡
田
・
杉
本
の
越
境
事
件
の
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
か
つ
、
そ
の
過
大
評
価

に
も
疑
問
が
残
る
。
そ
し
て
な
に
よ
り
も
、
こ
の
文
献
の
記
述
に
は
脚
注
が
無
く
、

た
だ
著
者
の
独
断
と
偏
見
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
の
印
象
を
拭
え
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
こ
れ
に
歴
史
学
上
の
先
行
研
究
的
価
値
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
だ
ろ
う
。

近
年
の
研
究
で
あ
る
、
加
藤
絢
子
「
樺
太
庁
に
よ
る
国
境
警
備
と
サ
ハ
リ
ン
少

数
民
族
―
１
９
３
０
年
代
か
ら
４０
年
代
の
樺
太
庁
予
算
関
係
資
料
よ
り
―
（
６
）」
も
、

北
方
少
数
民
族
の
対
ソ
諜
報
へ
の
「
召
集
」
に
つ
い
て
論
ず
る
過
程
で
樺
太
国
境

警
備
に
触
れ
て
い
る
。
ま
た
、
竹
野
学
「
サ
ハ
リ
ン
住
民
と
日
本
・
ソ
連
の
軍

政
（
７
）」
に
お
い
て
も
、「
地
域
の
中
の
軍
隊
」
の
文
脈
で
樺
太
駐
兵
と
国
境
警
備
に

つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
内
容
は
い
ず
れ
も
、『
樺
太
終
戦

史
』
の
記
述
を
引
用
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

結
局
、
樺
太
国
境
警
備
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
科
学
的
・
歴
史
学
的
手
続

に
則
っ
た
先
行
研
究
が
存
在
し
な
い
ま
ま
、
最
近
の
関
連
論
文
や
新
聞
連
載
（
８
）に
お

い
て
も
『
樺
太
終
戦
史
』
の
記
述
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
と
概
括
で
き
る
。

し
か
し
樺
太
は
、
地
勢
上
外
事
警
察
が
重
視
さ
れ
、
い
ち
早
く
特
高
警
察
網
が

整
備
さ
れ
た
北
海
道
（
９
）の

更
に
北
方
に
位
置
し
、「
陸
接
国
境
」
や
海
路
を
通
じ
、
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樺太「陸接国境」警備関連年表

日露和親条約、サハリン島は日露両国民の「雑居地」

樺太千島交換条約、サハリン島全島が露領に

日露戦争勃発

７月 「樺太攻略戦」、日本軍サハリン島全島を占領、「樺太民政署」による軍政施行
９月 ポーツマス条約、日本が北緯５０度線以南のサハリン島南半部を「恢復」

樺太庁（初代長官兼樺太守備隊司令官楠瀬幸彦少将）設置、内務省所管に

第二代樺太庁長官床次竹二郎（兼内務省地方局長）就任

樺太守備隊撤兵、樺太庁長官兼樺太守備隊司令官制を廃止

「欧州大戦」勃発

ロシア十月革命、ボリシェヴィキ政権樹立、日露国交断絶

シベリア出兵

「臨時全ロシア政府」（オムスク政権・コルチャーク政権）崩壊、極東にもロシア革命の影
響伝播

３～５月 尼港事件
７月 サガレン（薩哈嗹）派遣軍が北樺太を「保障占領」、軍政を施行
南樺太にもサガレン派遣軍が分屯

日本軍、沿海州から撤退

樺太に戸籍法・徴兵令施行

１月 日ソ基本条約、日ソ国交回復
５月 サガレン派遣軍「保障占領」解除、サハリン島全島から撤退、ソ連北樺太統治回復

拓務省設置、樺太庁は同省所管に

満州事変勃発

旭川憲兵隊豊原分隊設置

７月 日中戦争勃発、防空法施行

岡田嘉子・杉本良吉の越境亡命事件

３月 国境取締法公布（施行は１０月）
５月 「樺太混成旅団」新設発令
５～９月 ノモンハン事件
９月 ポーランド侵攻

４月 日ソ中立条約
６月 独ソ戦勃発
１２月 対英米戦争勃発

樺太「内地」編入、再び内務省所管に

８月 ソ連対日参戦、「終戦」、樺太の戦い（１１～２５日）

SCAPIN（連合軍最高司令部訓令）―６７７、日本管轄権から樺太を除外

国家行政組織法、樺太庁廃止

１８５５（安政２）

１８７５（明治８）

１９０４（明治３７）

１９０５（明治３８）

１９０７（明治４０）

１９０８（明治４１）

１９１３（大正２）

１９１４（大正３）

１９１７（大正６）

１９１８（大正７）

１９１９（大正８）

１９２０（大正９）

１９２２（大正１１）

１９２４（大正１３）

１９２５（大正１４）

１９２９（昭和４）

１９３１（昭和６）

１９３４（昭和９）

１９３７（昭和１２）

１９３８（昭和１３）

１９３９（昭和１４）

１９４１（昭和１６）

１９４３（昭和１８）

１９４５（昭和２０）

１９４６（昭和２１）

１９４９（昭和２４）
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ま
た
「
北
洋
漁
業
」
や
北
樺
太
利
権
事
業
と
関
連
し
て
、
ソ
連
と
の
間
の
ヒ
ト
・

モ
ノ
の
動
き
が
非
常
に
多
か
っ
た
土
地
で
あ
る
。

こ
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
の
動
き
と
、
そ
れ
に
付
随
し
て
起
こ
る
事
象
を
当
時
の
樺
太

庁
、「
内
地
」
の
官
僚
、
政
治
家
、
軍
人
が
ど
う
捉
え
概
念
化
し
、
そ
れ
に
対
応

す
る
「
警
備
」「
防
衛
」
政
策
を
立
て
た
の
か
。
そ
し
て
、
国
内
情
勢
と
国
際
情

勢
と
い
う
「
変
数
」
の
変
化
に
伴
い
、
そ
れ
ら
の
政
策
を
ど
の
よ
う
に
転
換
し
た

の
か
。
こ
れ
ら
を
既
存
の
記
述
か
ら
離
れ
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
史
料
的
に
検
討
す
る

こ
と
、
こ
れ
が
本
稿
の
第
一
の
目
的
で
あ
る
。

加
え
て
、
こ
の
樺
太
国
境
警
備
と
い
う
テ
ー
マ
を
既
存
の
樺
太
研
究
や
「
北
海

道
史
」
と
い
う
地
方
史
の
領
域
を
超
え
、
よ
り
巨
視
的
な
「
日
本
近
代
史
」
の
中

に
位
置
付
け
、
大
日
本
帝
国
の
「
周
縁
」
た
る
樺
太
も
、
中
央
「
東
京
」
の
政
策

課
題
と
決
定
の
一
舞
台
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
こ
と
、
こ
れ
が
本
稿
の
第
二
の
目

的
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
国
内
に
ま
と
ま
っ
て
現
存
す
る
唯
一
の
樺
太
庁
公
文
書
史
料
群
で

あ
る
「
樺
太
庁
文
書
」（
北
海
道
立
文
書
館
所
蔵
（
１０
））
の
予
算
関
係
資
料
や
、「
外
務

省
茗
荷
谷
研
修
所
旧
蔵
記
録
（
１１
）」
の
「
本
邦
国
境
取
締
法
制
定
一
件
（
１２
）」
と
い
っ
た
未

利
用
に
近
い
史
料
群
を
用
い
つ
つ
、
ま
ず
、
日
ソ
国
交
正
常
化
（
一
九
二
五
年
）

前
後
に
「
樺
太
国
境
警
備
」
が
ど
の
よ
う
に
課
題
と
し
て
浮
上
し
、
そ
れ
に
樺
太

庁
警
察
部
が
い
か
に
対
応
し
た
か
を
論
じ
る
（
第
一
章
）。

次
に
そ
の
樺
太
国
境
警
備
体
制
が
、
い
か
な
る
内
的
・
外
的
要
因
に
よ
っ
て
変

化
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
ど
う
転
換
し
た
か
を
考
察
す
る
（
第
二
章
）。
ま
た
こ
の

第
一
章
と
第
二
章
に
お
い
て
は
、
樺
太
国
境
警
備
と
そ
れ
に
密
接
に
関
係
す
る
樺

太
の
「
防
衛
」
に
対
し
、
陸
軍
が
ど
の
よ
う
に
関
与
し
た
か
も
あ
わ
せ
て
論
じ
る
。

そ
し
て
最
後
に
、
日
本
に
お
い
て
唯
一
の
国
境
取
締
法
規
で
あ
る
「
国
境
取
締

法
」
の
立
法
過
程
と
そ
の
性
質
を
み
る
こ
と
で
、
当
該
法
律
そ
し
て
樺
太
国
境
が
、

総
力
戦
体
制
期
の
日
本
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
に
至
っ
た
か
を
考

察
す
る
（
第
三
章
）。

樺
太
北
緯
五
十
度
線
「
陸
接
国
境
」
と
は

一
九
〇
五
年
、
日
露
戦
争
の
講
和
条
約
で
あ
る
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
に
よ
り
、
サ

ハ
リ
ン
島
の
北
緯
五
十
度
以
南
が
日
本
に
割
譲
さ
れ
た
。
そ
し
て
翌
〇
六
年
か
ら

〇
八
年
に
か
け
、
日
露
両
国
の
国
境
画
定
委
員
に
よ
っ
て
、
天
文
測
量
に
よ
る
国

境
画
定
作
業
が
行
わ
れ
た
。

日
本
側
の
国
境
画
定
委
員
長
は
陸
軍
砲
兵
大
佐
大
島
健
一
（
１３
）、
ロ
シ
ア
側
委
員
長

は
参
謀
大
佐
リ
レ
ー
エ
フ
（
当
初
は
参
謀
中
佐
ウ
ォ
ス
ク
レ
セ
ン
ス
キ
ー
）
が
務

め
た
。
日
本
側
委
員
に
は
、
参
謀
本
部
陸
地
測
量
部
の
陸
地
測
量
師
、
矢
島
守
一

や
、
東
京
帝
国
大
学
理
科
大
学
助
教
授
の
平
山
清
次
（
１４
）も
そ
の
名
を
連
ね
た
（
１５
）。

国
境
画
定
作
業
の
結
果
、
東
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
側
か
ら
西
の
間
宮
海
峡
側
ま
で

の
約
一
三
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
間
に
、
四
基
の
天
測
境
界
標
が
建
て
ら
れ
た
ほ
か
、

十
七
の
中
間
標
石
、
多
数
の
標
木
が
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
国
境
全
線
に
わ
た
っ
て

幅
十
メ
ー
ト
ル
の
林
空
が
開
か
れ
た
（
１６
）が
、
両
国
を
画
す
る
柵
や
壁
が
築
か
れ
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
樺
太
北
緯
五
十
度
線
国
境
付
近
に
は
、
森
林
と
ツ
ン
ド
ラ
に
よ
っ
て
覆
わ

れ
た
土
地
が
広
が
り
、
国
境
線
は
樺
太
山
脈
・
東
北
山
脈
の
二
本
の
山
脈
を
横
断

し
て
い
た
。
ま
た
国
境
中
央
で
は
、
北
樺
太
を
水
源
と
す
る
幌
内
川
が
、
ロ
シ
ア

側
か
ら
国
境
線
を
越
え
南
流
し
て
い
た
。

気
候
風
土
の
面
で
は
、
十
月
中
旬
以
降
翌
年
五
月
上
旬
ま
で
積
雪
し
、
ま
た
一

月
の
最
高
平
均
気
温
が
零
下
十
度
前
後
、
最
低
平
均
気
温
が
零
下
二
十
度
前
後
、

時
に
は
零
下
四
十
度
に
も
達
す
る
と
い
う
、
非
常
に
厳
し
い
大
陸
的
気
候
で
あ
っ

た
（
１７
）。ま

た
国
境
付
近
の
村
落
と
し
て
は
、
西
海
岸
・
間
宮
海
峡
に
面
す
る
「
安
別
」
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（
二
五
年
当
時
の
戸
数
二
十
八
戸
、
人
口
一
四
一
人
）、
国
境
中
央
の
南
北
縦
断
軍

用
道
路
（
帝
政
ロ
シ
ア
時
代
に
建
設
）
に
沿
う
「
半
田
」（
同
一
戸
、
二
人
）、
そ

し
て
東
海
岸
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
面
す
る
「
浅
瀬
」（
同
三
戸
、
三
十
一
人
）
な

ど
、
小
村
落
が
点
在
し
て
い
る
の
み
で
あ
っ
た
（
１８
）。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
地
理
的
環
境
と
希
薄
な
人
口
、
そ
し
て
国
境
を
越
え
た
移

動
の
容
易
さ
か
ら
、
樺
太
国
境
で
は
永
ら
く
、
日
露
両
国
民
や
「
土
人
」（
詳
細

後
述
）
が
比
較
的
自
由
に
、
林
間
の
小
径
や
獣
道
を
使
っ
て
南
北
を
往
来
し
て
い

た
。し

か
し
年
月
が
経
る
に
つ
れ
、
国
境
を
明
示
し
て
い
た
林
空
も
樹
木
の
成
長
に

よ
っ
て
不
明
瞭
に
な
り
、
遅
く
と
も
昭
和
十
年
代
に
は
、
わ
ず
か
に
天
則
境
界
標

や
中
間
標
石
に
よ
っ
て
し
か
国
境
を
判
別
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
た
（
１９
）。
そ
し

て
、
こ
の
国
境
の
不
明
瞭
さ
に
起
因
す
る
「
国
境
事
件
」
も
時
折
発
生
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
（
後
述
）。

第
一
章

国
交
正
常
化
と
国
境
警
備
体
制
の
整
備

第
一
節

樺
太
に
お
け
る
治
安
攪
乱
要
因

一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ア
十
一
月
革
命
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
に
ソ
ビ
エ
ト
政
権
が
成

立
し
て
以
来
、
日
露
間
の
外
交
・
領
事
関
係
は
断
絶
し
て
い
た
。
し
か
し
二
五
年

一
月
二
十
日
、
日
ソ
基
本
条
約
が
調
印
さ
れ
た
こ
と
で
両
国
間
の
国
交
正
常
化
が

実
現
し
、
ソ
連
は
北
樺
太
石
油
・
石
炭
開
発
利
権
を
日
本
に
許
与
し
た
（
同
条
約

議
定
書
（
乙
））。

一
方
日
本
は
、
尼
港
事
件
（
二
〇
年
）
以
来
、
北
樺
太
を
「
保
障
占
領
」
し
て

い
た
サ
ガ
レ
ン
（
薩
哈
嗹
）
州
派
遣
軍
を
同
地
か
ら
撤
退
さ
せ
た
（
同
条
約
議
定

書
（
甲
））。
こ
の
時
、
同
派
遣
軍
隷
下
の
南
樺
太
分
屯
部
隊
（
豊
原
・
内
路
）
も

同
時
に
撤
退
し
た
こ
と
で
（
２０
）、
以
降
三
九
年
ま
で
、
樺
太
所
在
の
唯
一
の
実
力
組
織

は
、
樺
太
庁
管
内
に
お
い
て
警
察
行
政
を
所
掌
す
る
「
樺
太
庁
警
察
部
」
の
み
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
樺
太
庁
警
察
部
が
、
ソ
連
と
「
接
壌
」
す
る
樺
太
の
治
安

維
持
と
、
再
び
現
出
し
た
樺
太
北
緯
五
十
度
線
「
陸
接
国
境
」
の
警
備
を
担
任
し

た
の
で
あ
る
。

国
交
正
常
化
前
後
、
樺
太
庁
警
察
部
は
『
樺
太
庁
警
務
要
覧
』
に
お
い
て
、
樺

太
庁
管
内
の
治
安
に
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
要
因
を
次
の
よ
う
に
列
挙
し
て
い
る
（
２１
）。

北
樺
太
の
「
赤
化
」

ま
ず
、
北
樺
太
撤
兵
後
の
翌
二
六
年
一
月
当
時
の
北
樺
太
の
人
口
は
、
二
五
年

四
月
当
時
の
一
一
、
六
八
二
人
か
ら
一
〇
、
一
八
二
人
へ
と
減
少
し
て
い
る
が
、

こ
の
人
口
減
と
そ
れ
に
伴
う
税
収
減
を
補
う
た
め
、
ソ
連
は
大
陸
か
ら
の
「
赤
化

移
民
」
を
奨
励
し
て
彼
ら
を
定
着
さ
せ
て
い
る
と
す
る
。
こ
の
「
赤
化
移
民
」
へ

の
応
募
及
び
待
遇
の
条
件
に
つ
い
て
、
樺
太
庁
警
察
部
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

現
ニ
共
産
党
運
動
ニ
従
事
シ
三
年
以
上
極
東
ニ
居
住
、
東
洋
語
ヲ
解
ス
ル
者

ニ
限
リ
、
一
家
族
ノ
支
度
金
ト
シ
テ
三
百
チ
エ
ル
ウ
オ
ー
ネ
ツ
（
一
チ
エ
ル

ウ
オ
ー
ネ
ツ
ハ
邦
貨
ニ
換
算
シ
一
二
、
〇
〇
〇
）
ヲ
前
渡
シ
尚
旅
券
ヲ
給
シ
、

到
着
後
ハ
一
人
ニ
付
三
デ
シ
ヤ
チ
ン
（
一
デ
シ
ヤ
チ
ン
一
町
一
反
）
ノ
土
地

ヲ
与
フ

一
方
で
ソ
連
復
帰
前
か
ら
の
住
民
、
そ
し
て
日
本
人
を
は
じ
め
と
す
る
外
国
人

に
対
し
て
は
、「
主
義
宣
伝
」
に
努
力
し
て
い
る
と
い
う
。『
要
覧
』
は
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。

対
外
的
、
殊
ニ
我
国
ニ
対
ス
ル
方
策
ト
シ
テ
ハ
、
日
本
人
ニ
対
ス
ル
宣
伝
ハ

日
本
語
ヲ
以
テ
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
ト
シ
、
特
ニ
日
本
語
ニ
巧
ミ
ナ
ル
朝
鮮
人
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二
十
四
名
ヲ
昨
年
〔
二
五
年
〕
六
月
以
降
沿
海
州
ニ
於
テ
選
抜
シ
北
樺
太
ニ

送
リ
、
在
住
日
本
人
ハ
勿
論
朝
鮮
人
及
支
那
人
ニ
対
ス
ル
宣
伝
ニ
当
ラ
シ
メ
、

其
ノ
他
三
ヶ
月
間
教
養
シ
タ
ル
浦
塩
宣
伝
学
校
卒
業
生
（
大
正
十
四
年
ハ
百

名
ヲ
卒
業
セ
シ
メ
タ
リ
）
ヲ
北
樺
太
ニ
派
遣
シ
タ
ル
カ
如
キ
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト

連
邦
ノ
主
義
ト
目
的
貫
徹
ニ
努
力
ス
ル
其
ノ
用
意
、
実
ニ
周
到
ナ
ル
モ
ノ
ア

リ
。

加
え
て
亜
港
在
住
邦
人
の
大
部
分
が
、「
無
産
無
頼
ノ
徒
ニ
シ
テ
共
産
主
義
ニ

共
鳴
」
し
て
お
り
、「
資
本
主
義
的
日
本
帝
政
ヲ
破
壊
ス
ヘ
シ
」
と
の
演
説
や
、

皇
太
子
裕
仁
の
写
真
の
損
壊
を
そ
の
実
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

南
樺
太
へ
の
人
口
流
入

つ
ぎ
に
『
要
覧
』
は
、
南
北
樺
太
の
交
通
に
つ
い
て
、

目
下
彼
我
ノ
交
通
ハ
、
西
ハ
亜
港
ニ
通
ス
ル
定
期
船
ア
リ
。
沿
岸
各
地
ニ
寄

港
シ
東
ハ
「
オ
ハ
」
方
面
ヨ
リ
来
□
□
大
泊
ニ
入
港
ス
ル
船
舶
ア
ル
ア
リ
。

又
陸
路
ハ
西
海
岸
安
別
ピ
レ
オ
間
、
中
央
部
ハ
半
田
、
オ
ノ
ー
ル
間
及
幌
内

川
ニ
沿
フ
交
通
路
ア
リ
。
大
正
十
三
年
以
来
彼
此
ノ
交
通
者
左
ノ
如
シ
。

〔
表
略
〕

之
等
入
国
ノ
経
路
ハ
、
国
境
陸
路
ニ
依
ル
モ
ノ
ト
海
路
、
汽
船
、
発
動
機
船
、

其
他
川
崎
船
等
ノ
漁
船
ニ
便
乗
シ
沿
岸
随
所
ニ
上
陸
ス
ル
ヲ
以
テ
、
現
時
警

察
官
吏
ノ
定
員
不
足
ノ
折
柄
、
一
層
之
カ
取
締
ニ
困
難
ヲ
感
シ
ツ
ツ
ア
リ
。

と
指
摘
し
、
南
樺
太
の
地
理
的
環
境
と
警
察
官
の
不
足
の
た
め
に
、
ど
れ
だ
け
の

人
間
が
陸
路
・
海
路
で
樺
太
庁
管
内
に
流
入
し
て
い
る
か
さ
え
、
正
確
に
把
握
で

き
て
い
な
い
現
状
を
問
題
視
し
て
い
る
。

そ
し
て
『
要
覧
』
は
、
右
の
よ
う
に
朝
鮮
人
の
動
向
を
特
に
強
調
す
る
。

〔
往
〕

特
ニ
管
下
既
住
十
年
間
ニ
於
ケ
ル
朝
鮮
人
増
加
ノ
趨
勢
ヲ
見
ル
ニ
、
右
ノ

如
ク
北
樺
太
撤
兵
後
著
シ
ク
増
加
シ
、
之
等
ハ
何
レ
モ
浦
塩
、
沿
海
州
ヱ
ン

ペ
ラ
ス
キ
ー
、
キ
ジ
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
キ
ー

及
北
樺
太
亜
港
方
面
ノ
散
在
労
働
者
其
ノ
他
ノ
者
陸

路
及
海
路
潜
入
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
数
ヶ
月
間
山

林
奥
地
ニ
潜
ミ
貂
其
ノ
他
ノ
密
漁
ヲ
為
シ
、
機
会
ヲ

観
テ
下
山
各
所
ニ
散
在
転
々
シ
、
之
カ
調
査
ニ
多
大

ノ
困
難
ヲ
感
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
最
近
ノ
情
報
ニ
依

レ
ハ
沿
海
州
ノ
人
口
露
人
三
十
三
万
、
朝
鮮
人
約
九

万
人
ヲ
算
シ
、
生
産
業
ノ
発
達
之
ニ
伴
ハ
サ
ル
為
生

活
難
ニ
陥
リ
、
続
々
管
下
ニ
転
入
セ
ム
ト
ス
ル
モ
ノ

ノ
如
ク
、
此
際
一
層
警
備
ノ
不
安
ヲ
痛
感
ス
ル
モ
ノ

ナ
リ
。

南
樺
太
の
人
口
は
、
二
五
年
六
月
末
に
一
七
一
、
七
九

八
人
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
そ
の
年
末
に
は
一
八
九
、
〇

三
六
人
、
二
六
年
末
に
は
二
〇
三
、
五
七
三
人
と
、
北
樺

太
撤
兵
前
後
に
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
が
（
２２
）、
朝
鮮
人
人
口

は
そ
の
中
で
も
顕
著
な
増
加
を
見
せ
て
い
る
。
戦
前
日
本

に
お
け
る
出
入
国
行
政
の
主
体
は
警
察
で
あ
っ
た
が
（
２３
）、
ど

う
し
て
樺
太
庁
警
察
部
は
、
南
樺
太
へ
の
こ
の
よ
う
な
朝

鮮
人
人
口
の
急
激
な
流
入
を
特
に
強
調
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
一
旦
、
三
木
理
史
の
研
究
を
要
約
・
引
用
し
つ
つ
、

樺
太
産
業
と
樺
太
に
お
け
る
朝
鮮
人
社
会
に
つ
い
て
触
れ

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

樺
太
の
産
業
と
朝
鮮
人
移
民

ま
ず
樺
太
産
業
に
つ
い
て
、
そ
の
中
心
を
担
っ
た
の
は
製
紙
・
パ
ル
プ
工
業
で

あ
っ
た
。
当
初
の
そ
の
分
布
の
中
心
は
樺
太
南
部
で
あ
っ
た
が
、
欧
州
大
戦
勃
発

樺太庁管下朝鮮人人口表

１９２６年
（～６月末）

３８０５
出典：『樺太庁警務要覧』

１９２５年

３２０６

１９２４年

１３６９

１９２３年

１３９８

１９２２年

６２５

１９２１年

４６２

１９２０年

５１０

１９１９年

３５５

１９１８年

３４４

１９１７年

２１４

248



（千人）（千人）
（凡　例）

日本人

朝鮮人
樺太人
中国人
ロシア人
その他

300

200

100

0

9

5

0
1910 20 30

日　
　
　

本　
　
　

人

日　

本　

人　

以　

外

に
伴
う
欧
州
産
パ
ル
プ
の
輸
入
激
減
に
よ
っ
て
樺
太
産
パ
ル
プ
の
需
要
が
増
加

す
る
と
、
製
紙
資
本
各
社
は
樺
太
に
第
二
、
第
三
の
工
場
建
設
を
進
め
た
。
先

発
か
つ
大
資
本
の
王
子
製
紙
に
対
し
、
後
発
の
富
士
製
紙
や
樺
太
工
業
は
、
原

料
を
得
る
森
林
の
払
下
域
の
関
係
も
あ
っ
て
、
知
取
や
恵
須
取
と
い
っ
た
、
樺

太
北
部
の
未
開
の
寒
村
へ
進
出
し
た
。

こ
れ
ら
の
村
々
で
は
工
場
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
工
程
上
必
要
な
電
力
を
石
炭

火
力
発
電
で
賄
う
た
め
の
炭
鉱
開
発
や
、
原
料
・
製
品
の
運
搬
及
び
労
働
者
の

移
動
の
た
め
の
道
路
・
鉄
道
建
設
な
ど
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
付
随
し
て
行
わ
れ

た
。
結
果
と
し
て
工
場
労
働
者
や
、
パ
ル
プ
生
産
に
供
す
る
材
木
を
伐
採
す
る

杣
夫
だ
け
で
な
く
、
炭
鉱
で
働
く
鉱
夫
や
イ
ン
フ
ラ
建
設
に
関
わ
る
土
木
労
働

者
な
ど
、
多
数
の
労
働
者
が
こ
れ
ら
地
域
で
働
き
、
村
々
は
大
規
模
な
鉱
工
業

都
市
へ
と
成
長
し
た
。

つ
ぎ
に
、
樺
太
に
お
け
る
朝
鮮
人
に
つ
い
て
で
あ
る
。
一
八
六
〇
年
代
の
朝

鮮
の
飢
饉
、
一
九
一
〇
年
の
日
韓
併
合
、
一
九
年
の
三
・
一
独
立
運
動
な
ど
を

契
機
に
、
朝
鮮
半
島
か
ら
沿
海
州
へ
向
か
う
朝
鮮
人
移
民
が
発
生
し
た
。
こ
れ

ら
移
民
の
中
に
は
、
ロ
シ
ア
革
命
が
極
東
に
及
ぶ
に
つ
れ
、
沿
海
州
か
ら
更
に

北
樺
太
、
そ
し
て
日
本
の
北
樺
太
保
障
占
領
解
除
後
に
は
、
南
樺
太
へ
移
住
す

る
者
も
相
当
数
存
在
し
た
。
つ
ま
り
南
樺
太
は
、
朝
鮮
人
移
民
の
移
動
の
終
着

地
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
移
民
の
プ
ル
要
因
と
、
プ
ッ
シ
ュ
要
因
が
揃
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
前

述
の
樺
太
北
部
の
知
取
、
恵
須
取
、
そ
し
て
敷
香
が
樺
太
朝
鮮
人
の
三
大
居
住

地
域
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
樺
太
の
南
部
か
ら
北
部
へ
移
動
す
る
朝
鮮
人
も
み
ら

れ
た
こ
と
で
、
樺
太
に
お
け
る
朝
鮮
人
の
分
布
も
、
当
初
の
南
部
中
心
か
ら
北

部
中
心
へ
と
変
化
し
た
。
二
五
年
末
に
は
知
取
人
口
の
約
八
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、

恵
須
取
人
口
の
約
十
三
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
敷
香
人
口
の
約
七
・
三
パ
ー
セ
ン

樺太における民族別在住人口の変化（１９１０～３０年）

注：１９１０～２５年は各年末、１９３０年は１０月時点の数値。
樺太人とは、アイヌ、ウイルタ、ニヴフ等の北方民族を指す。

出所：１９１０～２５年は樺太庁編『樺太庁治一班』（各回）、１９３０年は樺太庁『昭和五年国勢調査
結果表』によって著者作成。

出典：三木『移住型植民地樺太の形成』２７１頁。
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ト
を
、
杣
夫
や
土
木
・
鉱
山
労
働
に
従
事
す
る
朝
鮮
人
が
占
め
、
樺
太
全
体
の
朝

鮮
人
人
口
は
一
九
一
〇
年
か
ら
一
九
三
〇
年
の
間
で
、
約
二
五
〇
倍
強
に
ま
で
急

増
し
た
の
で
あ
る
（
２４
）。

『
要
覧
』
は
、
こ
の
樺
太
朝
鮮
人
社
会
の
情
勢
、
そ
し
て
「
各
地
ニ
散
在
シ
其

ノ
境
遇
ハ
乗
セ
ラ
レ
易
キ
徒
輩
ナ
ル
」
樺
太
庁
在
住
外
国
人
や
、
内
地
よ
り
渡
来

す
る
「
社
会
主
義
又
ハ
共
産
主
義
的
思
想
ヲ
抱
持
ス
ル
者
」
の
存
在
、
樺
太
庁
管

下
に
お
け
る
要
視
察
人
の
「
逐
年
増
加
ノ
趨
勢
」
を
指
摘
す
る
。

つ
ま
り
、
北
樺
太
が
「
赤
化
」
し
、
現
地
の
邦
人
や
朝
鮮
人
な
ど
に
も
そ
の
影

響
が
広
が
っ
て
い
る
一
方
で
、
そ
の
北
樺
太
や
沿
海
州
か
ら
の
朝
鮮
人
移
民
な
ど

人
口
流
入
を
把
握
し
き
れ
て
い
な
い
現
状
に
、
樺
太
庁
警
察
部
は
危
機
感
を
覚
え

て
い
た
。
そ
し
て
と
も
す
れ
ば
、
朝
鮮
人
住
民
・
移

民
が
ソ
連
の
対
日
赤
化
宣
伝
に
関
与
し
、
樺
太
や
内

地
に
浸
透
す
る
こ
と
さ
え
、
想
定
・
警
戒
し
て
い
た

の
で
は
な
い
か
。

「
土
人
」
と
「
ゲ
ペ
ウ
」

こ
れ
に
加
え
て
樺
太
庁
警
察
部
は
、
南
北
樺
太
国

境
地
帯
に
居
住
す
る
「
土
人
（
２５
）」
と
、
ソ
連
領
北
樺
太

の
国
境
警
備
を
担
当
す
る
「
ゲ
ペ
ウ
」
の
存
在
を
も

治
安
攪
乱
要
因
と
し
て
捉
え
て
い
た
。

当
時
の
サ
ハ
リ
ン
島
、
特
に
南
北
国
境
地
帯
に
は
、

ア
イ
ヌ
、「
オ
ロ
ッ
コ
」（
ウ
ィ
ル
タ
）、「
ニ
ク
ヴ

ン
」（
ニ
ヴ
フ
）、「
キ
ー
リ
ン
」、「
サ
ン
ダ
ー
」、

「
ヤ
ー
ク
ト
」
と
い
っ
た
北
方
先
住
民
族
が
居
住
し

て
い
た
。
彼
ら
は
、
近
代
的
国
家
概
念
に
囚
わ
れ
な

い
原
始
的
な
狩
猟
採
集
生
活
を
営
み
、
日
露
が
設
定

し
た
北
緯
五
十
度
線
国
境
を
超
え
南
北
樺
太
を
自
由
に
往
来
し
て
い
た
。
樺
太
庁

警
察
部
は
こ
れ
ら
「
矇
昧
ノ
土
人
」
が
、「
誘
惑
ニ
乗
シ
易
キ
ヲ
以
テ
何
時
邦
領

ニ
侵
入
、
凶
暴
ヲ
逞
フ
ス
ル
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
境
付
近
住
民
の
民
心
・
生
業

の
安
定
と
拓
殖
の
進
展
に
支
障
を
来
す
と
の
危
惧
を
露
わ
に
し
て
い
る
（
２６
）。

加
え
て
同
時
期
、「
北
樺
太
土
人
ツ
ン
グ
ー
ス
酋
長
」
で
あ
る
「
ウ
ィ
ノ
ク
ロ

フ
（
２７
）」
な
ど
、「
土
人
」
の
北
樺
太
か
ら
の
越
境
入
国
事
案
が
続
発
し
て
い
た
。
警

察
部
は
、
北
樺
太
保
障
占
領
当
時
の
薩
哈
嗹
憲
兵
隊
記
録
を
陸
軍
省
に
照
会
し
、

彼
ら
の
性
行
経
歴
上
の
「
思
想
上
容
疑
ノ
点
」
の
有
無
を
調
査
す
る
よ
う
依
頼
す

る
な
ど
（
２８
）、
彼
ら
「
土
人
」
を
、
住
民
に
危
害
を
加
え
る
存
在
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、

ソ
連
の
対
日
赤
化
宣
伝
に
加
担
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
存
在
と
し
て
も
み
な
し
て
い

日本の北方地域の概観と在樺朝鮮人人口

出所：bの朝鮮人人口は樺太庁警察部『昭和二年十月 第三
輯 樺太在留朝鮮人一班』６９～７０頁から著者作成。

出典：三木『移住型植民地樺太の形成』２７６頁。
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た
。そ

し
て
、「
ゲ
ペ
ウ
」
国
境
警
備
員
に
よ
る
ソ
連
領
北
樺
太
の
国
境
警
備
体
制

は
、
樺
太
庁
警
察
部
に
よ
る
そ
れ
（
後
述
）
に
比
べ
、「
極
メ
テ
周
密
」
で
あ
っ

た
（
２９
）。
時
に
ゲ
ペ
ウ
は
、
日
本
領
南
樺
太
へ
の
侵
入
や
日
本
側
漁
船
・
住
民
へ
の
発

砲
、
北
緯
五
十
度
線
国
境
上
に
位
置
す
る
天
測
境
界
標
へ
の
「
赤
旗
」
掲
揚
な
ど
、

「
威
嚇
的
態
度
」
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
二
五
年
八
月
に
は
日
本
側
住
民
が
狩
猟

中
、
国
境
付
近
で
ゲ
ペ
ウ
に
拉
致
・
拘
禁
さ
れ
る
事
件
も
発
生
し
て
い
る
（
３０
）。

警
察
部
は
こ
れ
ら
ゲ
ペ
ウ
の
威
嚇
的
行
動
を
受
け
、「
撤
兵
後
ノ
警
備
力
不
足

ノ
為
、
管
内
殊
ニ
国
境
ニ
近
キ
住
民
ハ
一
般
ニ
不
安
ヲ
感
シ
居
ル
状
況
ナ
リ
」
（
３１
）と

分
析
し
、
彼
ら
住
民
が
「
揣
摩
憶
測
シ
、
種
〃
流
言
蜚
語
ヲ
生
シ
」
（
３２
）て
い
る
こ
と
、

ま
た
現
実
に
彼
ら
の
生
命
・
財
産
の
保
護
に
支
障
を
来
し
て
い
る
現
状
を
問
題
視

し
て
い
た
。

最
後
に
同
時
期
に
は
、
日
ソ
基
本
条
約
に
よ
っ
て
日
本
が
獲
得
し
た
北
樺
太
石

油
・
石
炭
利
権
に
基
づ
き
、
国
策
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
た
北
樺
太
石
油
株
式
会

社
・
北
樺
太
鉱
業
株
式
会
社
が
、
オ
ハ
を
中
心
と
す
る
北
樺
太
東
海
岸
に
お
い
て

利
権
事
業
を
開
始
せ
ん
と
し
て
い
た
。
こ
の
利
権
事
業
に
も
、
前
述
の
よ
う
な
朝

鮮
人
、
中
国
人
や
日
本
人
な
ど
多
く
の
肉
体
労
働
者
が
従
事
す
る
た
め
、
警
察
部

は
彼
ら
の
陸
接
国
境
を
越
え
た
移
動
が
頻
繁
に
な
る
こ
と
も
予
想
し
て
い
た
（
３３
）。

第
二
節

国
境
警
備
体
制
の
整
備

第
一
節
で
述
べ
た
樺
太
に
お
け
る
治
安
攪
乱
要
因
と
警
察
力
の
不
足
に
対
し
、

樺
太
庁
警
察
部
は
、

若
シ
警
察
取
締
ノ
欠
陥
ニ
乗
シ
不
逞
不
軌
ヲ
図
ラ
ム
乎
、
啻
ニ
本
島
民
ヲ

惑
乱
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
帝
国
ノ
治
安
ニ
影
響
ス
ル
コ
ト
蓋
シ
甚
シ
キ
モ
ノ

ト
謂
ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。

ソヴェイト〔ソヴィエト〕連邦国境警備員配置表

備考

国境安別ヨリ約２６里〔１０１.４km〕

〃約２里〔７.８km〕

半田駅逓ヨリ約２０里〔７８km〕（亜港ヨリ１６里〔６２.４km〕）

亜港よりヨリ里〔８９.７km〕東海岸ニ近シ

半田駅逓ヨリ約６里〔２３.４km〕（国境ヨリ４里〔１５.６km〕）

国境ヨリチヤイオ油田ニハ７２里〔２８０.８km〕、オハ油田ニハ１１２里
〔４３６.８km〕アリ

外ニ相当ノ軍隊ト保安部、赤化宣伝員アルモノノ如キモ正確ナル
員数不詳

備考 大正十五年六月情報ヲ掲ケタルモノナリ
出典：『樺太庁警務要覧』

員数

１８０

１２

２２

２

４

１２

約４０

２７０

駐在地名

亜港〔アレキサンドロフスク〕

ピレオ

ルイコフ

アダツイム

ウオスクレセンスコヱ

オノル

西海岸漁村沿岸及オハ油田地方

計
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と
、
強
い
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
（
３４
）。

よ
っ
て
警
察
部
は
日
ソ
国
交
回
復
直
後
の
二
五
年
五
月
、
陸
接
国
境
中
央
・
半

田
に
「
偵
察
機
関
ト
シ
テ
」
巡
査
部
長
派
出
所
を
設
置
し
、
北
樺
太
や
沿
海
州
と

の
交
通
の
要
衝
で
あ
る
西
海
岸
・
安
別
巡
査
部
長
派
出
所
（
一
三
年
設
置
（
３５
））
と
と

も
に
、
国
境
出
入
者
の
動
静
の
査
察
・
検
問
と
住
民
保
護
を
開
始
し
た
（
３６
）。

だ
が
予
算
と
人
員
の
不
足
の
た
め
に
、
こ
れ
ら
任
務
に
従
事
す
る
警
察
官
は
、

他
の
一
般
警
察
事
務
と
の
兼
務
者
や
臨
時
配
置
者
で
あ
り
、
依
然
と
し
て
「
内
外

各
種
ノ
状
況
ニ
鑑
ミ
警
備
ノ
薄
弱
ヲ
痛
切
ニ
感
ス
」
状
態
で
あ
っ
た
（
３７
）。

し
か
し
翌
二
六
年
、
樺
太
庁
は
大
正
十
五
年
度
予
算
及
び
同
年
の
樺
太
庁
官
制

改
正
に
、
国
境
警
備
充
実
に
要
す
る
経
費
と
人
員
増
を
盛
り
込
ん
だ
（
３８
）。
警
察
部
は

安
別
・
半
田
の
両
巡
査
部
長
派
出
所
を
警
部
補
派
出
所
に
昇
格
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ

に
派
出
所
長
た
る
警
部
補
一
名
と
、
巡
査
部
長
以
下
十
五
名
を
「
国
境
警
備
警
察

官
」
と
し
て
配
置
し
た
。
ま
た
東
海
岸
・
浅
瀬
を
は
じ
め
、
五
カ
所
（
浅
瀬
、
西

柵
丹
、
名
好
、
保
恵
、
敷
香
川
）
に
巡
査
部
長
派
出
所
を
新
設
し
、
各
々
に
巡
査

部
長
以
下
二
な
い
し
五
名
の
国
境
警
備
警
察
官
を
配
置
し
た
。

こ
れ
に
加
え
警
察
部
は
、「
赤
化
宣
伝
並
危
険
人
物
ノ
潜
入
及
内
地
ト
ノ
交
通

取
締
ニ
任
セ
シ
ム
ル
ノ
必
要
」
か
ら
、
間
宮
海
峡
に
面
す
る
恵
須
取
、
泊
居
、
真

岡
、
本
斗
と
、
樺
太
の
玄
関
港
で
あ
る
大
泊
に
「
赤
化
宣
伝
取
締
警
察
官
」
を
配

置
し
た
。
そ
し
て
前
述
の
国
境
警
備
警
察
官
と
、
こ
の
赤
化
宣
伝
取
締
警
察
官
を

あ
わ
せ
、「
警
備
及
赤
化
宣
伝
取
締
警
察
官
」（
以
下
、「
国
境
警
備
警
察
官
」）
と

総
称
し
、
彼
ら
を
し
て
樺
太
の
国
境
警
備
任
務
・
赤
化
宣
伝
取
締
任
務
に
専
従
せ

し
め
た
。

そ
し
て
警
察
部
は
、
次
の
よ
う
な
「
国
境
警
備
計
画
（
３９
）」
を
作
成
し
、
樺
太
国
境

警
備
の
目
的
を
明
示
し
た
。

第
一
、
国
境
其
ノ
他
外
部
ヨ
リ
ノ
侵
入
取
締

�
普
通
外
国
人
（
露
国
人
、
波
蘭
人
等
）

ソ
ビ
エ
ト
政
府
ノ
迫
害
ヲ
怖
レ
テ
南
下
ス
ル
者
其
ノ
他
ノ
取
締

�
支
那
人
（
主
ト
シ
テ
労
働
者
）

西
比
利
亜
方
面
並
ニ
北
樺
太
ヲ
流
浪
シ
来
リ
テ
旅
券
ナ
ク
シ
テ
侵
入
セ

ム
ト
ス
ル
者
ノ
取
締

�
朝
鮮
人
（
主
ト
シ
テ
労
働
者
）

西
比
利
亜
方
面
並
北
樺
太
ヲ
転
々
流
浪
シ
テ
素
質
ノ
悪
化
シ
タ
ル
労
働

者
ノ
南
下
防
止

�
邦
人

前
同
断

第
二
、
赤
化
宣
伝
取
締
並
危
険
人
物
ノ
侵
入
防
止

南
樺
太
ニ
対
ス
ル
宣
伝
並
侵
入
及
内
地
ニ
対
ス
ル
宣
伝
、
内
地
ニ
侵
入
ノ

経
路
ト
シ
テ
ノ
取
締
ノ
要
ア
リ

第
三
、
国
境
ヲ
超
エ
テ
北
上
ス
ル
者
ノ
取
締

邦
人
鮮
人
其
ノ
他
外
国
人
ノ
北
上
ス
ル
者
ノ
取
締
ヲ
厳
ニ
シ
テ
国
際
問
題

ノ
発
生
ヲ
防
止
ス
ル
コ
ト

第
四
、
密
貿
易
取
締

国
境
警
備
力
ノ
不
足
ニ
乗
ジ
テ
南
北
住
民
ノ
密
貿
易
及
北
樺
太
経
由
沿
海

州
、
満
州
方
面
ト
内
地
ト
ノ
間
ニ
行
ハ
ル
ル
国
境
附
近
ノ
密
貿
易
（
主
ト

シ
テ
貴
重
品
）
ノ
取
締

第
五
、
国
境
東
部
ノ
取
締

普
通
人
ノ
交
通
ノ
取
締
ノ
外
北
樺
太
土
人
ノ
南
下
並
ニ
其
ノ
狩
猟
ニ
伴
フ

森
林
火
災
ノ
取
締

こ
こ
で
は
、
樺
太
国
境
警
備
の
必
要
性
と
し
て
「
内
地
ニ
対
ス
ル
宣
伝
、
内
地
ニ

侵
入
ノ
経
路
ト
シ
テ
ノ
取
締
」、
そ
し
て
、
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殊
ニ
日
露
協
約
〔
日
ソ
基
本
条
約
〕
成
立
ノ
結
果
、
北
樺
太
ニ
於
ケ
ル
炭
鉱

並
ニ
油
田
ノ
開
発
セ
ラ
ル
ル
ト
共
ニ
、
同
協
約
ノ
規
定
第
六
条
ニ
依
リ
北
樺

太
ハ
勿
論
、
沿
海
州
方
面
ノ
天
然
資
源
ノ
開
発
セ
ラ
ル
ル
モ
ノ
夛
キ
ヲ
加
ウ

ヘ
ク
為
ニ
、
同
方
面
ト
ノ
交
通
頻
繁
ト
ナ
ル
ヘ
キ
ヲ
以
テ
、
左
ノ
目
的
ノ
為

ニ
警
備
力
ヲ
充
実
ス
ル
コ
ト
緊
切
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ

と
、
北
樺
太
利
権
事
業
の
開
始
に
伴
っ
て
必
要
な
取
締
で
あ
る
、
と
い
う
論
理
を

提
示
す
る
こ
と
で
、「
内
地
」
に
も
通
用
す
る
説
得
力
を
持
た
せ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
み
る
と
、
日
ソ
国
交
正
常
化
前
後
に
お
け
る
樺
太
庁
警
察
部

の
樺
太
国
境
警
備
は
、
�
陸
海
路
で
樺
太
に
流
入
す
る
人
間
の
動
静
を
把
握
し
、

そ
の
出
入
境
管
理
及
び
取
締
の
徹
底
、
�
（
特
別
）
高
等
警
察
（
４０
）業
務
の
最
た
る
も

の
で
あ
る
「
赤
化
思
想
」
の
樺
太
、
そ
し
て
内
地
へ
の
伝
播
阻
止
・
排
除
、
�
国

境
付
近
居
住
日
本
側
住
民
の
保
護
、
こ
の
三
つ
の
性
格
を
有
し
て
い
た
と
い
え
る
。

以
上
、
二
六
年
の
国
境
警
備
警
察
官
増
員
と
警
備
派
出
所
整
備
に
よ
っ
て
、
樺

太
国
境
警
備
体
制
は
一
応
の
確
立
を
見
た
。
し
か
し
、
こ
の
樺
太
の
国
境
と
海
岸

線
を
、
た
っ
た
五
十
二
名
の
警
察
官
で
警
備
を
す
る
こ
と
の
困
難
さ
は
容
易
に
想

像
で
き
る
。
警
察
官
増
員
後
も
な
お
、
警
察
部
は
、

国
境
線
一
里
ニ
対
シ
僅
カ
巡
査
一
人
六
分
弱
ニ
当
リ
、
未
タ
充
分
ナ
リ
ト
謂

フ
ヲ
得
ス
。
殊
ニ
漁
船
其
ノ
他
ノ
船
舶
ニ
依
リ
沿
岸
随
所
ニ
上
陸
シ
得
ラ
ル

ル
ト
、
更
ニ
最
近
ニ
於
ケ
ル
北
樺
太
ノ
情
勢
ニ
因
リ
後
方
連
絡
ノ
為
、
相
当

ノ
警
察
官
吏
ヲ
増
員
ス
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
如
上
取
締
ノ
実
績
ヲ
挙
ク
ル
コ
ト

至
難
ノ
実
況
ニ
ア
リ
（
４１
）

と
、
依
然
と
し
て
警
備
力
の
不
足
を
懸
念
し
て
い
た
。

国境警備及赤化宣伝取締警察官現在配置定員ト改正定員比較表

計
１５
２
２
１
１５
２
２
５
１
２
１
２
５０

備考
一、恵須取警察分署直轄及泊居、真岡、本斗、大泊各警察署ノ分ハ赤化宣伝取締ノ為、他ハ国境警備ノ為
配置ヲ要スルモノナリ。

二、国境警備現在定員ハ全部臨時配置又ハ兼務の者ニテ改正定員数ニハ含マサルモノナリ。
出典：「警察部増員理由」

改正配置定員数
巡査
巡査
１４
１
１
１
１４
１
１
４
１
１
１
１
４１

巡査部長
１
１
１

１
１
１
１

１

１
９

警部補

１

１

２

計
２

３
３

８

現在配置定員数
巡査
巡査

１

２
２

５

巡査部長
１

１
１

３

警部補

安別警部補派出所
西柵丹巡査部長派出所
名好巡査部長派出所
直轄
半田警部補派出所
保恵巡査部長派出所
敷香川巡査部長派出所
浅瀬巡査部長派出所

泊居警察署
真岡警察署
本斗警察署
大泊警察署

計

恵須取警察
分署

敷香警察署
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第
三
節

樺
太
駐
兵
問
題

樺
太
住
民
の
不
安

南
北
樺
太
情
勢
と
樺
太
の
治
安
維
持
へ
の
不
安
感
は
、
樺
太
庁
の
み
な
ら
ず
樺

太
住
民
に
も
共
有
さ
れ
て
い
た
。
北
樺
太
撤
兵
直
前
の
二
五
年
三
月
、
七
十
七
名

の
樺
太
住
民
が
、
陸
軍
部
隊
の
樺
太
へ
の
恒
久
的
駐
屯
を
希
望
す
る
請
願
（
４２
）及
び
建

議
（
４３
）案
を
第
五
十
回
帝
国
議
会
（
二
四
年
十
二
月
二
六
日‐

二
五
年
三
月
三
十
日
）

に
提
出
し
た
。
こ
の
帝
国
議
会
は
、
普
通
選
挙
法
と
治
安
維
持
法
が
協
賛
を
受
け
、

日
ソ
基
本
条
約
が
批
准
さ
れ
た
議
会
で
あ
っ
た
。

こ
の
樺
太
駐
兵
問
題
に
つ
い
て
、
同
議
会
の
衆
議
院
建
議
委
員
会
に
お
け
る
議

論
が
残
っ
て
い
る
（
４４
）。
委
員
会
の
出
席
議
員
は
、
議
長
の
西
英
太
郎
（
憲
政
会
（
４５
））、

蟻
川
五
郎
作
（
同
（
４６
））、
黒
住
成
章
（
政
友
会
、
北
海
道
で
弁
護
士
（
４７
））、
内
野
辰
次
郎

（
同
、
元
第
七
師
団
長
（
４８
））、
石
坂
豊
一
（
同
、
元
樺
太
庁
事
務
官
（
４９
））
の
五
名
で
あ
っ

た
。
一
方
の
出
席
政
府
委
員
は
、
樺
太
庁
長
官
昌
谷
彰
、
陸
軍
省
軍
務
局
長
畑
英

太
郎
（
中
将
、
畑
俊
六
の
兄
）
で
あ
っ
た
。

出
席
議
員
ら
は
、

政
府
ニ
於
カ
レ
マ
シ
テ
ハ
、
或
ハ
国
防
上
、
其
他
島
内
ノ
秩
序
安
寧
維
持
ノ

上
カ
ラ
見
ラ
レ
マ
シ
テ
、
余
リ
其
〔
樺
太
駐
兵
の
〕
要
ヲ
認
メ
ナ
イ
ト
云
フ

御
意
見
モ
中
ニ
ア
ル
ヤ
ウ
ニ
モ
考
ヘ
ラ
レ
マ
ス
ガ
、
吾
〃
彼
地
ニ
多
年
在
住

シ
テ
居
リ
マ
シ
タ
者
ニ
取
リ
マ
シ
テ
ハ
、
全
ク
其
感
ヲ
異
ニ
ス
ル
ノ
デ
ア
リ

マ
ス
（
石
坂
）

と
、
樺
太
の
特
殊
性
を
強
調
し
た
議
論
を
展
開
し
て
い
く
。

ま
ず
彼
ら
が
主
張
し
た
の
は
、
沿
海
州
方
面
の
「
所
謂
無
政
府
主
義
、
又
ハ
共

産
主
義
ヲ
持
ッ
テ
居
リ
マ
ス
ル
所
ノ
不
逞
ノ
徒
、
其
他
支
那
及
朝
鮮
方
面
ヨ
リ
入

込
ン
デ
居
リ
マ
ス
、
不
逞
ノ
者
共
ガ
、
一
朝
饑
寒
ニ
遭
ヒ
マ
ス
ト
立
所
ロ
ニ
食
ヲ

求
メ
ル
為
ニ
、
南
樺
太
ニ
襲
来
ス
ル
虞
ガ
ア
ル
」（
石
坂
）、「
所
謂
露
西
亜
人
ガ

勝
手
ニ
北
樺
太
ニ
詰
掛
ケ
テ
来
ル
、
樺
太
ノ
露
西
亜
人
ハ
極
悪
残
忍
ト
言
ウ
テ
モ

宜
イ
、
解
放
サ
レ
タ
ル
監
獄
ノ
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
デ
ア
ル
、
又
彼
地
ニ
働
イ
テ
居
ル
朝

鮮
人
支
那
人
等
ハ
、
金
デ
モ
持
ッ
テ
来
レ
バ
直
ニ
動
ク
ノ
デ
ア
ル
」（
内
野
）
と

い
う
、「
内
地
」
か
ら
は
想
像
し
難
い
現
状
認
識
と
危
機
的
予
想
で
あ
る
。

そ
し
て
、

労
働
者
等
ニ
於
キ
マ
シ
テ
ハ
支
那
人
、
朝
鮮
人
等
モ
多
数
這
入
ッ
テ
居
ル
ノ

デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
是
等
ハ
内
地
府
県
ニ
於
テ
推
察
ノ
出
来
ナ
イ
位
ノ
状
態
ニ

ナ
ッ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
（
石
坂
）

樺
太
ニ
参
リ
マ
ス
職
工
ハ
、
北
海
道
ノ
職
工
以
上
ニ
冒
険
的
性
質
ノ
者
ガ
出

掛
ケ
ル
ノ
デ
、
露
骨
ニ
言
ヘ
バ
性
質
ノ
悪
イ
者
ガ
出
掛
ケ
ル
、
ソ
レ
デ
ア
ル

カ
ラ
平
常
デ
モ
若
シ
職
工
ガ
同
盟
罷
業
ヲ
始
メ
タ
ラ
ド
ウ
シ
ヤ
ウ
カ
ト
、
住

民
ガ
非
常
ニ
怖
レ
テ
居
ル
（
内
野
）

と
い
う
樺
太
産
業
の
特
殊
事
情
と
、「
内
地
ノ
六
府
県
モ
ア
ル
ヤ
ウ
ナ
大
キ
ナ
面

積
ノ
処
ニ
、
漸
ク
警
察
官
ト
致
シ
マ
ス
レ
バ
内
地
ノ
一
警
察
署
ノ
人
員
程
シ
カ
居

ナ
イ
」（
石
坂
）
と
い
う
、
樺
太
の
貧
弱
な
警
備
力
へ
の
不
安
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
議
員
ら
は
、

一
朝
千
山
隔
絶
セ
ル
所
ノ
彼
ノ
絶
島
ニ
於
キ
マ
シ
テ
一
兵
モ
留
メ
ヌ
ト
云
フ

コ
ト
ニ
ナ
レ
バ
、
其
間
ニ
於
テ
如
何
ナ
ル
事
変
ヲ
見
ナ
イ
ト
モ
限
ラ
ヌ
コ

ト
ヽ
考
ヘ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
是
等
ノ
事
ハ
主
ト
シ
テ
彼
地
ニ
在
住
ス
ル
者

ノ
身
ニ
取
ッ
テ
考
ヘ
テ
ヤ
ラ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
事
ト
考
ヘ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、

希
ク
ハ
当
局
ニ
於
カ
レ
マ
シ
テ
モ
、
ド
ウ
カ
今
日
マ
デ
北
辺
未
開
ノ
地
ニ
進

出
シ
、
厳
寒
積
雪
ト
闘
ッ
テ
国
家
ノ
為
ニ
無
人
ノ
境
ヲ
拓
イ
テ
居
ル
所
ノ
彼

ノ
地
ノ
住
民
ノ
精
神
ヲ
酌
取
リ
マ
シ
テ
、勤
勉
努
力
産
ヲ
治
メ
、国
家
ノ
為
ニ

尽
ス
コ
ト
ニ
専
心
一
意
ナ
ラ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
希
フ
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
、
…
…
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彼
地
カ
ラ
撤
兵
シ
マ
ス
結
果
ハ
、
ド
ウ
モ
樺
太
ノ
事
ニ
余
リ
重
キ
ヲ
置
カ
ヌ

ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
気
心
ヲ
与
ヘ
ル
ヤ
ウ
ナ
嫌
ア
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
（
石
坂
）

と
、
樺
太
住
民
の
精
神
的
安
定
へ
の
担
保
と
北
方
開
拓
の
苦
難
へ
の
報
労
を
主
張

す
る
と
と
も
に
、

北
方
ヲ
開
発
シ
テ
過
剰
人
口
ノ
問
題
ヲ
解
決
シ
、
産
業
ノ
発
展
ヲ
図
ル
為
ニ

ハ
此
方
面
ヲ
開
イ
テ
行
カ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
方
針
ガ
段
々
向

イ
テ
居
ル
、
是
ガ
…
…
経
済
会
議
（
５０
）ト
云
フ
モ
ノ
ヲ
拵
ヘ
テ
衆
智
ヲ
集
メ
テ
ノ

結
果
デ
ア
リ
マ
ス
、
之
ニ
対
シ
テ
内
務
当
局
ガ
樺
太
ノ
統
治
ノ
第
一
線
ニ

立
ッ
テ
働
イ
テ
居
ル
、
島
民
ニ
対
シ
又
サ
ウ
シ
テ
益
〃
移
民
ヲ
招
来
ス
ル
、

必
要
ノ
ア
ル
所
ノ
治
安
維
持
、
之
ニ
考
慮
ヲ
払
ハ
レ
ヌ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
頗
ル

私
共
意
外
ニ
思
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
…
…
（
黒
住
）

と
、
内
地
の
過
剰
人
口
問
題
と
食
糧
問
題
の
解
決
を
目
的
と
し
た
、
政
府
に
よ
る

北
海
道
や
樺
太
な
ど
北
方
へ
の
移
民
奨
励
政
策
と
の
矛
盾
を
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、
政
府
委
員
と
し
て
出
席
し
た
昌
谷
彰
樺
太
庁
長
官
も
、
出
席
議
員
ら
の

主
張
に
つ
い
て
、

私
共
モ
全
ク
同
感
ニ
存
ジ
マ
ス
、
是
非
軍
部
ニ
ハ
御
都
合
ガ
付
ク
ナ
ラ
バ
之

ヲ
深
ク
希
望
致
シ
マ
ス
、
私
モ
亦
相
当
主
務
大
臣
〔
陸
軍
大
臣
〕
ノ
側
ニ
ハ

私
ノ
意
見
ハ
申
立
ッ
テ
居
リ
マ
ス
、
併
シ
是
ガ
十
分
ニ
行
ハ
レ
ナ
イ
ノ
ハ
甚

ダ
遺
憾
ト
シ
テ
居
ル
場
合
デ
ア
リ
マ
ス
…
…

〔
陸
軍
大
臣
の
意
見
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
黒
住
議
員
の
質
問
に

対
し
〕

…
…
事
柄
ニ
ハ
御
異
存
ハ
ナ
イ
ヤ
ウ
ニ
思
ヒ
マ
ス
、
唯
�
矢
張
多
少
ナ
リ
ト

モ
費
用
ヲ
要
ス
ル
関
係
ガ
ア
リ
マ
ス
ノ
デ
、
此
点
ヲ
能
ク
考
ヘ
ナ
ケ
レ
バ
イ

カ
ヌ
ト
云
フ
コ
ト
デ
、
通
俗
ノ
言
葉
デ
言
フ
ト
煮
エ
ヌ
ト
云
フ
形
デ
ア
ッ
タ

ノ
デ
ア
リ
マ
ス

と
賛
成
の
意
を
表
明
し
、
樺
太
庁
と
し
て
も
陸
軍
省
に
樺
太
駐
兵
の
実
現
を
働
き

か
け
て
い
る
旨
を
説
明
し
て
い
る
。

陸
軍
の
論
理

こ
の
樺
太
官
民
の
働
き
か
け
に
対
し
陸
軍
は
、
樺
太
駐
兵
を
肯
定
し
う
る
合
理

性
と
し
て
�
軍
事
上
国
防
上
の
合
理
性
、
�
統
治
上
治
安
維
持
上
の
合
理
性
の
二

点
を
挙
げ
る
。
し
か
し
、

露
西
亜
ト
国
交
断
絶
シ
テ
、
尼
港
事
件
ガ
ア
ッ
テ
西
比
利
亜
ニ
出
兵
シ
タ
時

モ
兵
ヲ
置
カ
ナ
カ
ッ
タ
、
今
日
ト
ナ
リ
マ
シ
テ
日
露
国
交
ガ
回
復
シ
テ
、
尚

更
彼
所
ニ
兵
ヲ
置
ク
コ
ト
ハ
ド
ウ
カ
ト
考
ヘ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
（
畑
）

と
、
�
の
合
理
性
を
否
定
す
る
。
仮
に
、
連
隊
単
位
で
の
恒
久
的
な
駐
屯
で
は
な

く
、
歩
兵
一
個
中
隊
と
憲
兵
一
個
分
隊
を
旭
川
か
ら
樺
太
に
分
屯
さ
せ
る
と
し
て

も
、
給
与
費
や
輸
送
費
と
し
て
年
約
十
二
万
円
が
更
に
必
要
と
な
る
ば
か
り
で
な

く
、
連
隊
の
統
治
や
兵
士
の
教
育
な
ど
「
総
テ
ノ
点
ニ
於
テ
不
便
ヲ
感
ズ
ル
」
と

い
う
。

そ
し
て
、

軍
事
上
国
防
上
カ
ラ
云
ヘ
バ
彼
所
ニ
兵
ヲ
置
ク
必
要
ハ
無
イ
ガ
、
統
治
上
治

安
維
持
上
カ
ラ
云
ヘ
バ
大
ニ
考
慮
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
、
彼
所
ノ
統
治
上
必

要
ト
ス
ル
ナ
ラ
バ
、
軍
事
上
必
要
デ
ナ
ク
テ
モ
置
カ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
、
併

シ
統
治
上
治
安
維
持
上
カ
ラ
云
ッ
テ
モ
心
配
ハ
無
イ
万
一
ノ
事
ガ
ア
ッ
タ
ラ

困
ル
カ
ラ
軍
隊
ヲ
置
カ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
コ
ト
デ
ア
ル
ナ
ラ
バ
、
是

亦
大
ニ
考
慮
ヲ
要
ス
ル
ト
思
イ
マ
ス
（
畑
）

と
し
て
、
婉
曲
的
な
が
ら
も
、
�
の
合
理
性
を
十
分
に
認
め
ら
れ
な
い
限
り
、
樺

太
駐
兵
は
肯
定
で
き
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
樺
太
住
民
に
よ
る
駐
兵
問
題
の
提
起
と
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ

る
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
二
五
年
八
月
十
七
日
か
ら
九
月
六
日
に
か
け
、
当
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時
参
謀
本
部
作
戦
班
長
の
鈴
木
重
康
陸
軍
中
佐
（
５１
）が
、「
北
樺
太
撤
兵
後
ニ
於
ケ
ル

南
樺
太
一
般
状
況
ヲ
視
察
シ
、
且
ツ
事
変
ニ
当
リ
軍
部
ノ
採
ル
ヘ
キ
処
置
ニ
関
シ

研
究
調
査
ノ
必
要
ヲ
認
メ
（
５２
）」
樺
太
に
赴
き
、「
南
樺
太
視
察
報
告
」
を
残
し
て
い

る
。鈴

木
中
佐
は
樺
太
滞
在
中
、
同
地
に
お
け
る
将
来
の
軍
隊
の
戦
闘
行
動
を
視
野

に
、「
地
勢
、
地
質
及
戸
口
」「
交
通
通
信
」「
港
湾
」「
林
業
、
水
産
業
、
農
業
並

鉱
業
」「
警
察
」「
島
民
一
般
ノ
状
況
」「
国
境
ノ
警
備
」「
軍
事
」「
樺
太
ニ
於
テ

軍
部
ニ
関
係
ス
ル
諸
問
題
」
と
い
っ
た
分
野
の
調
査
研
究
結
果
を
残
し
て
い
る
。

彼
は
、
樺
太
庁
警
察
部
長
ら
樺
太
庁
関
係
者
と
の
会
談
記
録
の
中
で
、

交
通
機
関
ノ
普
及
未
タ
全
カ
ラ
サ
ル
、
住
民
ノ
悉
ク
移
民
ナ
ル
点
等
ニ
於
テ

職
務
執
行
上
相
当
ノ
困
難
ヲ
感
シ
ア
リ
。
而
シ
テ
普
通
警
察
事
務
ノ
外
、
国

境
警
備
、
関
税
事
務
等
ニ
モ
関
与
シ
ア
リ
。

猶
警
察
部
長
ノ
談
ニ
依
レ
ハ
、
非
常
事
変
ニ
当
リ
巡
査
ヲ
集
団
シ
テ
使
用
シ

得
ル
最
大
限
ノ
人
数
ハ
五
十
名
ニ
達
シ
難
カ
ル
ヘ
ク
、
此
際
ハ
地
方
警
備
ニ

就
テ
ハ
全
ク
無
警
察
状
態
ヲ
呈
ス
ル
ノ
止
ム
ナ
キ
ニ
到
ル
へ
シ
、
ト
（
５３
）。

要
ス
ル
ニ
国
境
ノ
現
状
ハ
鎮
静
ニ
シ
テ
密
輸
入
等
モ
随
意
ニ
行
ハ
ル
ヽ
状
態

ニ
ア
リ
。
…
…
現
時
南
下
シ
来
ル
露
人
尠
シ
、
寧
ロ
北
樺
太
ニ
在
リ
シ
失
業

日
鮮
人
ノ
南
下
ヲ
見
ル
ノ
ミ
ナ
リ
（
５４
）。

と
、
脆
弱
な
警
備
力
や
国
境
方
面
の
情
勢
を
指
摘
し
て
い
る
。

そ
し
て
樺
太
駐
兵
に
つ
い
て
鈴
木
は
、「
対
米
作
戦
ニ
当
リ
地
方
資
源
ヲ
確
保

ス
ル
為
メ
」「
他
方
北
樺
太
ヲ
監
視
シ
、
必
要
ニ
当
リ
速
ニ
同
地
方
ノ
資
源
ヲ
押

収
ス
ル
見
地
ヨ
リ
ス
レ
ハ
」
そ
の
必
要
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
（
５５
）。
し

か
し
、南

樺
太
ノ
人
口
ヨ
リ
見
ル
ト
キ
ハ
採
用
壮
丁
ハ
三
百
名
ヲ
□
□
出
デ
サ
ル
ヲ

以
テ
、
人
口
上
ヨ
リ
ス
ル
軍
隊
駐
屯
ハ
無
意
味
ト
ナ
リ
。
又
作
戦
上
ノ
見
地

北
樺
太
ノ
状
況
ヨ
リ
見
ル
ト
キ
ハ
平
時
各
種
ノ
不
便
ヲ
忍
ヒ
テ
モ
軍
隊
駐
屯

ノ
必
要
ヲ
見
サ
ル
ヘ
ク
、
事
変
ニ
際
シ
テ
ハ
必
要
ニ
応
シ
北
海
道
ヨ
リ
輸
送

セ
ハ
足
ル
（
旭
川
ヨ
リ
大
泊
ニ
約
十
八
時
間
ヲ
要
ス
）
ト
ナ
ス
コ
ト
ニ
皈
着

ス
ヘ
シ
（
５６
）。

と
、
樺
太
駐
兵
に
は
平
時
に
お
け
る
予
算
上
・
部
隊
管
理
上
の
諸
問
題
を
甘
受
し

て
ま
で
の
必
要
性
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
結
論
し
、

要
ス
ル
ニ
樺
太
駐
兵
ハ
現
在
ノ
露
国
ノ
状
態
ヨ
リ
又
国
防
上
ヨ
リ
見
テ
目
下

其
ノ
必
要
ヲ
認
メ
サ
ル
ヘ
キ
モ
、
樺
太
官
民
ハ
精
神
的
安
閑
及
地
方
経
済
上

ノ
見
地
〔「
民
心
ノ
安
定
ニ
伴
フ
殖
民
ノ
勧
告
ニ
利
用
ス
ル
」
こ
と
を
指

す
（
５７
）〕
ヨ
リ
再
度
守
備
隊
ノ
撤
廃
ヲ
遺
憾
ト
シ
、
数
次
ノ
運
動
ヲ
怠
ラ
ス
。
□

□
議
会
開
会
ト
共
ニ
更
ニ
此
種
運
動
ノ
惹
起
セ
ラ
ル
ヽ
虞
ア
リ
ト
案
セ
ラ
ル

□
ア
リ
。
此
問
題
ハ
予
メ
顧
慮
シ
置
ク
ヲ
要
ス
（
５８
）。

と
し
て
、
今
後
も
樺
太
官
民
に
よ
っ
て
樺
太
駐
兵
問
題
が
提
起
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

こ
と
を
注
意
喚
起
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
国
交
正
常
化
前
後
に
お
い
て
樺
太
官
民
は
、
樺
太
庁
単
独
に
よ

る
治
安
維
持
と
国
境
警
備
に
不
安
を
感
じ
、
樺
太
駐
兵
問
題
を
提
起
し
た
。
し
か

し
陸
軍
は
、
軍
事
的
合
理
性
の
欠
如
か
ら
駐
兵
を
見
送
っ
た
。
樺
太
に
軍
の
機
関

が
設
置
さ
れ
る
の
は
三
四
年
四
月
の
旭
川
憲
兵
隊
豊
原
憲
兵
分
隊
の
設
置
を
、
そ

し
て
実
戦
部
隊
の
駐
屯
は
、
三
九
年
の
「
樺
太
混
成
旅
団
」
新
設
を
俟
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
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第
二
章

国
境
警
備
体
制
改
編
へ
の
模
索
と
樺
太
駐
兵
の
実
現

第
一
節

日
ソ
関
係
の
複
雑
化
と
「
国
境
事
件
」

ソ
連
国
力
の
充
実
と
「
対
日
圧
迫
」

大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
の
間
、
ソ
連
は
国
内
の
基
礎
確
立
に
追
わ
れ
、
ま
た

日
本
も
蒋
介
石
の
北
伐
に
よ
る
中
国
統
一
へ
の
対
応
に
忙
殺
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、

日
ソ
関
係
は
表
面
的
に
は
平
静
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
陸
軍
に
お
い
て
は
対
ソ

関
心
が
決
し
て
強
か
っ
た
と
は
い
え
ず
、
参
謀
本
部
に
お
い
て
も
、
ソ
連
が
近
い

将
来
強
大
化
す
る
と
み
る
向
き
は
あ
ま
り
多
く
な
く
、
ソ
連
が
果
た
し
て
社
会
主

義
国
家
と
し
て
ど
れ
だ
け
存
続
す
る
か
に
関
心
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た

と
い
う
（
５９
）。

し
か
し
ソ
連
は
、
三
〇
年
代
前
半
か
ら
、
そ
の
外
交
的
・
軍
事
的
立
場
を
改
善

し
つ
つ
あ
っ
た
。
外
交
的
立
場
の
強
化
と
し
て
は
、
三
三
年
十
一
月
の
対
米
国
交

回
復
と
、
翌
三
四
年
九
月
の
国
際
連
盟
加
入
を
そ
の
具
体
例
と
し
て
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
特
に
日
独
防
共
協
定
の
締
結
（
三
六
年
）
後
に
は
、
ソ
連
は
日
本
に

対
し
直
接
的
脅
威
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
対
日
態
度
を
著
し
く
硬
化
さ
せ

た
（
６０
）。北

樺
太
石
油
・
石
炭
利
権
に
お
い
て
も
、
利
権
会
社
へ
の
ソ
連
当
局
に
よ
る
締

め
付
け
が
厳
し
く
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
ゲ
ペ
ウ
に
よ
る
利
権
会
社
社
員
の
逮

捕
・
投
獄
や
、
国
内
法
規
適
用
の
厳
格
化
と
罰
金
・
賠
償
金
の
支
払
、
日
本
人
労

働
者
の
雇
入
れ
問
題
、
物
資
輸
入
問
題
及
び
船
舶
寄
港
禁
止
問
題
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
圧
迫
に
よ
り
、
利
権
会
社
を
と
り
ま
く
経
営
環
境
は
悪
化
し
た
。
特

に
北
樺
太
鉱
業
株
式
会
社
は
採
算
上
操
業
が
困
難
に
陥
り
、
三
七
年
十
月
、
採
掘

作
業
を
全
部
中
止
し
ド
ゥ
エ
炭
坑
を
除
く
全
坑
を
閉
鎖
し
た
。
ま
た
経
営
が
好
調

だ
っ
た
北
樺
太
石
油
会
社
も
、
三
八
年
度
に
は
赤
字
経
営
に
転
落
し
た
（
６１
）。
外
務
省

は
、
上
北
樺
太
利
権
へ
の
圧
迫
と
、
在
ソ
日
本
領
事
館
閉
鎖
問
題
、
ソ
連
近
海
で

操
業
中
の
日
本
漁
船
の
拿
捕
及
び
日
ソ
漁
業
条
約
の
改
訂
交
渉
な
ど
一
連
の
紛
争

を
、
ソ
連
に
よ
る
「
対
日
圧
迫
」
の
一
環
と
し
て
捉
え
て
い
た
（
６２
）。

ま
た
軍
事
的
に
も
ソ
連
は
、
満
州
事
変
以
後
の
関
東
軍
の
北
満
進
出
に
促
さ
れ
、

そ
の
極
東
軍
備
を
大
き
く
拡
充
し
た
。
参
謀
本
部
の
推
定
に
よ
れ
ば
、
満
州
事
変

勃
発
時
の
在
極
東
赤
軍
兵
力
は
、
狙
撃
師
団
（
歩
兵
師
団
）
六
、
騎
兵
師
団
二
で

あ
っ
た
が
、
三
五
年
末
に
は
狙
撃
師
団
一
四
、
騎
兵
師
団
三
、
戦
車
八
五
〇
両
、

航
空
機
九
五
〇
機
へ
急
速
な
増
強
を
見
せ
た
（
６３
）。

こ
れ
は
日
本
陸
軍
の
総
兵
力
に
等
し
く
、
大
陸
で
の
有
事
に
即
応
可
能
な
在
満

鮮
兵
力
の
三
倍
を
上
回
り
、
し
か
も
そ
の
格
差
は
ま
す
ま
す
広
が
り
つ
つ
あ
っ
た
（
６４
）。

特
に
「Т

Б

〈T
B

〉
五
」
型
（
６５
）を
主
体
と
す
る
「
超
重
爆
撃
機
」
の
中
南
部
沿
海
州

へ
の
配
備
・
増
強
は
、
参
謀
本
部
を
し
て
「
同
方
面
ヲ
中
心
ト
シ
、
内
地
及
満
鮮

各
要
地
ニ
対
ス
ル
放
射
線
状
爆
撃
ヲ
企
図
ス
ル
航
空
攻
勢
ノ
準
備
ヲ
強
化
シ
ツ
ヽ

ア
ル
」
と
警
戒
せ
し
め
た
（
６６
）。

そ
の
う
え
ソ
連
は
、
三
三
年
初
夏
か
ら
満
ソ
国
境
全
線
に
わ
た
り
、
大
規
模
な

築
城
工
事
を
進
め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
野
戦
築
城
、
道
路
、
橋
梁
及
び
飛
行
場

な
ど
の
軍
事
イ
ン
フ
ラ
施
設
を
充
実
さ
せ
た
と
と
も
に
、
ア
ム
ー
ル
鉄
道
の
複
線

化
に
着
手
し
、
そ
の
完
成
後
に
は
輸
送
能
力
は
二
倍
に
な
る
と
予
想
さ
れ
た
（
６７
）。

こ
の
外
交
・
軍
事
両
面
に
お
け
る
緊
張
に
よ
り
、
日
（
満
）
ソ
国
境
に
お
い
て

い
わ
ゆ
る
、「
日
ソ
国
境
紛
争
」
が
頻
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
周
知
の
通
り

で
あ
る
。
そ
の
件
数
は
三
二
年
か
ら
三
四
年
ま
で
の
三
年
間
に
は
一
五
二
件
だ
っ

た
が
、
三
五
年
と
三
六
年
の
二
年
間
だ
け
で
三
二
八
件
に
急
増
し
て
お
り
、
ま
た

小
規
模
の
紛
争
だ
け
で
な
く
、
や
や
大
規
模
の
武
力
衝
突
の
回
数
も
増
加
す
る
な
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ど
、
そ
の
規
模
も
拡
大
し
て
い
た
（
６８
）。

た
だ
し
、
こ
う
い
っ
た
日
本
の
対
ソ
警
戒
感
・
不
信
感
と
同
様
、
ソ
連
も
ま
た

日
本
に
対
し
、
か
な
り
の
不
信
感
と
関
心
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
補
足
す
る
必
要

が
あ
ろ
う
。
極
東
の
ソ
連
軍
人
や
ス
タ
ー
リ
ン
を
は
じ
め
ソ
連
政
治
指
導
部
は
、

満
州
事
変
を
契
機
と
し
た
日
本
に
よ
る
脅
威
の
増
大
に
対
し
、
戦
略
的
決
断
と
対

外
政
策
方
針
を
策
定
す
る
た
め
、
ゲ
ペ
ウ
の
報
告
書
な
ど
か
ら
日
本
に
関
す
る
十

分
な
情
報
を
得
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
、「
強
力
な
、
未
知
の
ラ
イ
バ
ル
」

か
ら
の
攻
撃
を
撃
退
す
る
の
に
十
分
な
軍
事
力
の
増
強
、
対
日
戦
に
備
え
た
戦
略

的
備
蓄
の
確
保
、
及
び
日
ソ
不
可
侵
条
約
の
締
結
実
現
を
主
要
課
題
と
し
て
捉
え

て
い
た
と
い
う
（
６９
）。

樺
太
で
も
頻
発
す
る
「
国
境
事
件
」

こ
の
日
ソ
関
係
の
緊
迫
化
は
、
南
北
樺
太
国
境
に
お
い
て
も
顕
在
化
し
は
じ
め

て
い
た
。
満
州
事
変
頃
、
ゲ
ペ
ウ
警
備
員
の
数
は
北
樺
太
全
体
で
四
七
〇
名
前
後

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
三
二
年
に
は
一
躍
二
千
名
に
激
増
し
、
そ
の
翌
年
三
三
年

に
は
約
三
千
名
の
規
模
に
達
し
た
。

日
本
側
は
、
こ
れ
ら
が
小
銃
、
機
関
銃
の
み
な
ら
ず
高
射
砲
、
重
砲
、
野
砲
や

山
砲
を
装
備
し
、
国
境
地
帯
に
お
い
て
活
発
に
演
習
を
実
施
し
て
い
る
と
と
も
に
、

道
路
網
や
鉄
条
網
な
ど
の
防
御
施
設
、
無
電
・
有
線
通
信
網
の
充
実
を
図
っ
て
い

る
と
推
測
し
て
い
た
（
７０
）。
三
八
年
頃
に
は
、
国
境
付
近
配
置
の
ゲ
ペ
ウ
だ
け
で
兵
三

一
八
名
・
将
校
十
名
と
、
日
本
側
国
境
警
備
警
察
官
の
六
倍
以
上
を
数
え
る
と
し

て
い
る
（
７１
）。

さ
ら
に
赤
軍
も
、
お
よ
そ
狙
撃
歩
兵
一
個
連
隊
、
砲
兵
一
個
大
隊
、
航
空
機
五

‐

六
機
を
基
幹
と
す
る
部
隊
を
北
樺
太
に
駐
屯
さ
せ
た
の
み
な
ら
ず
、
間
宮
海
峡

を
挟
ん
だ
北
部
沿
海
州
・
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
（
尼
港
）
と
デ
カ
ス
ト
リ
（
泥
港
）

に
も
、
各
一
個
混
成
旅
団
の
駐
屯
を
開
始
し
た
と
第
七
師
団
は
推
定
し
て
い
る
（
７２
）。

こ
れ
に
よ
り
、
大
陸
だ
け
で
な
く
サ
ハ
リ
ン
島
周
辺
に
お
い
て
も
、
日
ソ
の
軍
事

バ
ラ
ン
ス
は
ソ
連
側
に
有
利
に
な
っ
て
い
た
。

そ
し
て
大
陸
の
日
（
満
）
ソ
国
境
だ
け
で
な
く
樺
太
国
境
に
お
い
て
も
、
ゲ
ペ

ウ
に
よ
る
不
法
射
撃
・
国
境
侵
犯
・
邦
人
拉
致
事
件
、
日
ソ
両
国
人
の
密
出
入
国

事
件
及
び
ソ
連
飛
行
機
の
越
境
飛
来
事
件
な
ど
、
国
境
及
び
領
海
侵
犯
事
件
（
以

下
「
国
境
事
件
」）
が
頻
発
し
つ
つ
あ
り
、
樺
太
庁
警
察
部
は
こ
れ
を
「
満
州
事

変
後
、
蘇
国
政
府
〔
ノ
〕
我
国
ニ
対
ス
ル
猜
疑
心
ハ
著
シ
ク
過
敏
」
に
な
っ
た
結

果
で
あ
る
と
捉
え
て
い
た
（
７３
）。

三
四
年
か
ら
三
八
年
の
間
に
発
生
し
た
国
境
事
件
は
計
五
十
四
件
を
数
え
、
そ

の
う
ち
入
ソ
に
係
る
も
の
が
二
十
六
件
、
邦
領
侵
入
に
係
る
も
の
が
二
十
八
件
で

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
国
境
事
件
に
つ
い
て
は
、〔
樺
太
庁
警
察
部
〕
高
等
警
察
課

「
昭
和
九
年
以
降
国
境
附
近
ニ
於
テ
発
生
セ
ル
主
要
事
件
概
況
（
７４
）」、「
樺
太
国
境
及

領
海
侵
犯
事
件
調
（
７５
）」
に
詳
し
い
。

特
筆
す
べ
き
事
件
と
し
て
は
、
ま
ず
三
八
年
八
月
、
国
境
中
央
・
半
田
に
お
い

て
国
境
警
備
警
察
官
三
名
が
、
国
境
視
察
中
の
手
代
木
隆
吉
（
７６
）衆
議
院
議
員
一
行
の

護
衛
中
、
ソ
連
領
内
か
ら
ゲ
ペ
ウ
の
射
撃
を
受
け
、
一
名
が
腹
部
貫
通
銃
創
を
、

一
名
が
頭
部
及
び
左
脚
に
擦
過
傷
を
負
う
事
件
が
発
生
し
て
い
る
（
７７
）。
樺
太
庁
警
察

部
は
こ
の
よ
う
な
「
不
法
射
撃
」
事
件
の
ほ
か
、
ゲ
ペ
ウ
が
国
境
侵
犯
や
日
本
側

国
境
警
備
警
察
官
の
行
動
監
視
な
ど
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
し
、「
常
ニ
対
敵
気

勢
ヲ
示
ス
ノ
態
度
ニ
出
ツ
ル
（
７８
）」
と
神
経
を
尖
ら
せ
て
い
た
。

ま
た
そ
れ
ば
か
り
か
、
ゲ
ペ
ウ
に
よ
る
日
本
側
住
民
の
拉
致
・
逮
捕
事
件
も
相

次
ぎ
（
７９
）、
三
八
年
十
月
と
十
一
月
に
は
、
計
三
名
の
住
民
が
拉
致
・
射
殺
さ
れ
る
事

件
が
発
生
し
て
い
る
（
８０
）。
樺
太
庁
の
外
務
省
を
通
じ
た
厳
重
抗
議
に
対
し
、
ソ
連
政

府
は
「
武
装
し
居
り
た
る
を
も
つ
て
射
殺
し
た
る
上
埋
葬
せ
る
も
の
な
り
」
と
回

答
し
た
の
み
で
あ
っ
た
（
８１
）。

こ
れ
を
受
け
樺
太
庁
は
、
以
下
の
強
い
非
難
声
明
を
発
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表
し
て
い
る
。

国
境
線
よ
り
二
十
メ
ー
ト
ル
も
邦
領
に
あ
り
た
る
に

拘
ら
ず
こ
れ
を
拉
致
し
去
る
こ
と
は
不
都
合
な
る
の

み
な
ら
ず
、
所
持
し
て
ゐ
た
狩
猟
銃
は
狩
猟
す
る
た

め
な
る
は
一
目
瞭
然
た
る
に
武
装
せ
り
と
称
し
射
殺

し
た
り
と
は
、
ソ
官
憲
が
如
何
に
狼
狽
せ
り
と
雖
も
、

狩
猟
者
二
名
位
の
も
の
が
彼
等
に
対
し
害
意
あ
り
と

見
ま
が
ふ
は
ず
な
く
、
右
は
畢
竟
ソ
官
憲
の
非
人
道

的
行
為
を
粉
飾
す
る
辞
柄
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
と
認
む

べ
く
、
最
近
の
ソ
連
国
境
守
備
隊
員
の
屡
次
の
血
迷

い
た
る
挙
措
は
言
語
道
断
と
云
ふ
の
外
は
な
し
（
８２
）。

加
え
て
三
四
年
か
ら
三
八
年
に
か
け
、
ソ
連
機
に
よ
る

領
空
侵
犯
事
件
が
四
件
発
生
し
て
い
る
（
８３
）。
三
九
年
一
月
六

日
に
は
、
西
海
岸
・
安
別
上
空
か
ら
ソ
連
機
一
機
が
飛
来
、

凍
結
し
た
湖
に
着
陸
し
付
近
を
「
偵
察
」
後
、
住
民
に
発

見
さ
れ
急
遽
離
陸
し
た
と
い
う
事
件
（
８４
）が
発
生
、
ま
た
同
年

三
月
十
六
日
に
は
、
国
境
中
央
・
半
田
か
ら
約
六
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
地
点
ま
で
ソ
連
機
が
領
空
侵
犯
し
、
国
境
警

備
警
察
が
こ
れ
を
軽
機
関
銃
で
射
撃
す
る
と
い
う
事
件
が

発
生
し
て
い
る
（
８５
）。

以
上
の
よ
う
な
国
境
の
情
勢
を
受
け
樺
太
庁
警
察
部
は
、

「
万
一
我
警
備
ニ
間
隙
ヲ
生
セ
ン
カ
、
彼
等
ハ
如
何
ナ
ル

暴
挙
ヲ
敢
行
ス
ル
ヤ
モ
図
リ
知
レ
サ
ル
状
況
ニ
ア
リ
。
今

後
一
層
警
戒
ノ
要
ア
ル
ヲ
認
メ
ラ
ル
（
８６
）」
と
警
戒
心
を
露
わ

に
し
て
い
る
。

蘇国ニ於ケル国境警備員配置並施設調 昭和十二年八月

通信機関

無電・有線

有線
有線

無電・有線

各地（国境以外）ニ於ケル兵備ノ状況

通信施設

無電・有線 放送局

有線
有線
有線

有線

無電・有線

出典：樺太庁「予算資料 昭和十三年度」（北海道立文書館：A９／３１―０）

飛行機

水上機ヲ有ス

飛行機

水上、陸上飛行機
パラシュート訓練隊

水上、陸上飛行機

装備

重機関銃ヲ有ス

重機関銃及山砲ヲ有ス
〃

重機関銃及警備船ヲ有ス

装備

将校数

６
１
３
１０

将校数

１５

二ヶ大隊所要員
１
２
４
１
１
３
５
６

一ヶ中隊所要員

１
一ヶ大隊所要員

３９
四ヶ大隊ト一中隊所要員

兵士員数

５０
５０
３５
３５
１００
２５
２３
３１８

兵士員数

５０

７５０
２０
１３
３０
６
５
１９
３１
３１
１８０
７７
７

８００

２０２６

地名

ピリンガノ
ランゲリ
グコデコフ
ハンダサ
オノール
逢見兵舎
ピリウオ
計

地名

亜港

亜港警備隊
ドエ

オクチヤプリスーキ
ナイナイ

第一アルコフ
ムガチ
ホエ

ポゴビー
ダムレオ
オハ

ノーグリフ
ルイコフ

デルピンズコエ

計
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こ
の
ほ
か
に
も
「
ウ
ィ
ン
ペ
ル
号
」
事
件
や
、
か
の
有
名
な
岡
田
嘉
子
と
杉
本

良
吉
の
亡
命
事
件
な
ど
、
陸
上
・
海
上
に
お
け
る
日
ソ
両
国
人
の
越
境
事
件
が
多

数
発
生
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
国
境
取
締
法
と
の
関
係
か
ら
、
第
三

章
で
詳
述
し
た
い
。

第
二
節

樺
太
国
境
警
備
・
防
空
・
防
衛
体
制
の
統
合

国
境
警
備
体
制
の
充
実

ソ
連
側
の
国
境
警
備
体
制
・
軍
備
の
充
実
と
国
境
事
件
の
頻
発
を
受
け
、
樺
太

庁
警
察
部
も
国
境
警
備
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。
二
六
年
の
国
境
警
備
警
察

官
配
置
当
時
、
国
境
警
備
警
察
官
の
装
備
は
、
警
察
官
各
自
が
許
可
を
得
て
携
帯

す
る
拳
銃
の
他
、
陸
軍
省
か
ら
払
下
を
受
け
た
五
十
挺
の
騎
兵
銃
の
み
で
あ
っ
た
（
８７
）。

し
か
し
満
州
事
変
勃
発
後
の
三
二
年
、
警
察
部
は
「
今
日
ノ
我
カ
警
備
状
況
ヲ

以
テ
シ
テ
ハ
実
ニ
寒
心
ニ
堪
ヘ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
故
ニ
現
下
ノ
非
常
時
ニ
備
フ
ル

ト
共
ニ
、
三
十
万
島
民
ノ
安
住
ヲ
保
証
ス
ル
ノ
目
的
ヲ
以
テ
」、
重
機
関
銃
九
挺

の
貸
付
を
受
け
た
（
８８
）。
更
に
翌
三
三
年
に
は
、「
警
察
官
吏
ニ
常
時
兵
式
教
練
ヲ
施

シ
以
テ
治
安
ニ
任
シ
、
有
事
ノ
際
軍
隊
ノ
行
動
開
始
前
ニ
於
ケ
ル
警
備
ノ
完
璧
ヲ

期
ス
ル
」
た
め
、
小
銃
三
百
挺
の
払
下
を
受
け
（
８９
）、
そ
し
て
翌
三
四
年
の
巡
査
服
制

改
正
に
よ
り
、
樺
太
庁
警
察
部
の
巡
査
が
こ
れ
ら
の
小
銃
を
携
行
し
て
勤
務
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
（
９０
）。

こ
の
よ
う
に
警
察
部
は
、
小
銃
で
武
装
し
戦
闘
訓
練
を
積
ん
だ
国
境
警
備
警
察

官
に
よ
り
、
出
入
境
者
の
査
察
・
検
問
や
住
民
保
護
と
い
っ
た
従
来
の
国
境
警
備

業
務
を
強
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
樺
太
有
事
に
即
応
す
る
最
低
限
の
準
軍
事
組
織

的
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
企
図
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
三
七
年
七
月
七
日
の
盧
溝
橋
事
件
を
機
に
「
支
那
事
変
」
が
勃
発
す

る
と
、
樺
太
庁
は
「
一
朝
有
事
ニ
際
シ
、
北
樺
太
ニ
於
ケ
ル
蘇
国
ノ
軍
備
ト
本
島

樺太国境及領海侵犯事件調
１９３８年

６
８（鮮人２）

１
数名
７

８外数名
２
２
４
４
６
６
２
１５
２
６
１

数名
１８

３５外数名
出典：拓務省「国境取締法関係資料」１０９頁。

１９３７年
３
３

３
３
１
１
１
１
２
２
４
２２
４
３８
２

数名
１５

６５外数名

１９３６年
３
３

３
３

１
３
３

１０３

７
１０９

１９３５年

１
１

１
１

１
９
４

８２３

６
８３３

１９３４年
１
１

２
６
３
７

１
２
１
２
１
８
２

１０４
１

数名
８

１２１外数名

件数
人員
件数
人員
件数
人員
件数
人員
件数
人員
件数
人員
件数
人員
件数
人員
件数
人員
件数
人員
件数
人員

内地人

朝鮮人

土人

小計

ソ連人

ソ連邦土人

小計

本邦船ノ被拿捕

ソ連船本邦領海侵犯

ソ連飛行機本邦領空侵犯

合件

本邦ヨリ越境

ソ側ヨリ越境
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国
境
並
防
空
警
備
及
赤
化
宣
伝
取
締
警
察
官
配
置
表

計（
３）
（
１）
（
１）
（
１）

２２（
３）

７（
１）

３（
１）

７（
１）

２２（
３）

２（
３）

６３（
１２）
２（
２）
（
１）

１（
２）

２（
３）
（
２）

１（
２）

２２（
３）

４（
１）

４（
２）

２（
１）

３（
３）

３５（
１０）

１０４（
４０）

備
考

第
一
線
ハ
各
分
隊
ヲ
巡
査
部
長
一
名
巡
査
七
名
ト
シ
、
安
別
、
半
田
、
浅
瀬
ニ
各
三
分
隊
、
武
意
加
ニ
一
分
隊
ヲ
駐
在
セ
シ
メ
、

第
二
線
中
最
モ
重
要
地
点
タ
ル
気
屯
ニ
一
分
隊
、
其
ノ
他
ノ
第
二
線
及
第
三
線
ニ
ハ
連
絡
協
調
並
取
締
上
必
要
ナ
ル
最
少
限
度
ノ
人
員
ヲ
配
置
ス
。

現
在
員
中
ニ
ハ
十
二
年
度
追
加
予
算
ニ
計
上
セ
ラ
レ
タ
ル
防
空
警
備
員
四
〇
名
ヲ
含
ム
。〔
上
表
（
）
内
の
人
員
で
あ
る
〕

出
典
：
樺
太
庁
「
予
算
資
料
昭
和
十
三
年
度
」（
北
海
道
立
文
書
館
：
A９／３１―０）

巡
査（
３）
（
１）
（
１）
（
１）

１８（
３）

６（
１）

３（
１）

６（
１）

１８（
３）

１（
３）

５２（
１２）
１（
２）
（
１）

１（
２）

１（
３）
（
２）

１（
２）

１８（
３）

３（
１）

３（
２）

２（
１）

１（
３）

２７（
１０）

８３（
４０）

合
計

巡
査
部
長３１１３１９１１３１１１６１７

警
部
補１１２１２１３

警
部

１１１

計

１１５２４１６３８１０１１１１１４５２

巡
査

９５２４１３３３８１１１１１４４

増
員

巡
査
部
長２２４２２６

警
部
補１１１

警
部

１１１

計（
３）
（
１）
（
１）
（
１）

１１（
３）

２（
１）

１（
１）

３（
１）

６（
３）

２（
３）

２５（
１２）
２（
２）
（
１）

１（
２）

２（
３）
（
２）

１（
２）

１２（
３）

３（
１）

３（
２）

１（
１）

２（
３）

２１（
１０）

５２（
４０）

現
在
員巡
査（
３）
（
１）
（
１）
（
１）

９（
３）

１（
１）

１（
１）

２（
１）

５（
３）

１（
３）

１９（
１２）
１（
２）
（
１）

１（
２）

１（
３）
（
２）

１（
２）

１０（
３）

２（
１）

２（
２）

１（
１）

１（
３）

１６（
１０）

３９（
４０）

巡
査
部
長１１１１１５１１１１１１４１１

警
部
補１１１１２

豊
原
警
察
署

落
合
警
察
署

元
泊
警
察
署

知
取
警
察
署

半
田
警
部
補
派
出
所

気
屯
巡
査
部
長
派
出
所

中
気
屯
巡
査
駐
在
所

武
意
加
巡
査
部
長
派
出
所

浅
瀬
警
部
補
派
出
所

署
所
在
地

計
大
泊
警
察
署

留
多
加
警
察
署

本
斗
警
察
署

真
岡
警
察
署

野
田
警
察
署

泊
居
警
察
署

安
別
警
部
補
派
出
所

西
柵
丹
巡
査
部
長
派
出
所

名
好
巡
査
部
長
派
出
所

沃
内
巡
査
部
長
派
出
所

署
所
在
地

計
合
計

敷
香

警
察
署

恵
須
取

警
察
署
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ノ
警
備
施
設
ト
ヲ
対
比
シ
テ
実
ニ
寒
心
ニ
堪
エ
サ
ル
状
態
ニ
付
、
之
カ
充
実
ヲ
期

ス
ヘ
ク
」、
第
七
十
二
回
帝
国
議
会
（
三
七
年
九
月
四
日‐

八
日
、
臨
時
会
）
に

「
警
備
員
」（
後
述
）
増
員
と
兵
器
弾
薬
購
入
の
追
加
予
算
を
要
求
し
、
全
額
承
認

さ
れ
た
（
９１
）。

続
い
て
樺
太
庁
は
、
同
年
編
成
の
翌
昭
和
十
三
年
度
予
算
と
翌
三
八
年
の
樺
太

庁
官
制
改
正
に
も
、「
国
境
警
備
充
実
ニ
要
ス
ル
警
察
官
増
員
」
予
算
（
９２
）と
、
そ
れ

に
伴
う
官
吏
の
定
員
増
を
反
映
さ
せ
た
（
９３
）。

〔
渉
〕

そ
の
具
体
的
内
容
は
、
�
「
国
際
上
ノ
交
捗
ヲ
要
ス
ル
事
件
」
の
適
切
・
迅
速

な
処
理
を
目
的
と
し
た
、
西
海
岸
・
恵
須
取
警
察
署
へ
の
ロ
シ
ア
語
通
訳
の
配
置
、

�
「
交
通
不
便
ナ
ル
為
、
一
旦
危
急
ニ
遭
遇
セ
ム
カ
連
絡
協
調
不
能
ト
ナ
ル
ヲ
以

テ
此
ノ
点
実
ニ
重
要
」
な
東
海
岸
・
浅
瀬
巡
査
部
長
派
出
所
の
警
部
補
派
出
所
へ

の
昇
格
、
そ
し
て
�
国
境
警
備
警
察
官
の
五
十
名
（
巡
査
部
長
六
名
、
巡
査
四
十

四
名
）
増
員
、
の
三
点
で
あ
っ
た
。
特
に
�
は
、
国
境
警
備
体
制
の
「
準
軍
事

化
」
と
い
う
抜
本
的
改
革
を
伴
っ
て
い
た
。

む

い

か

具
体
的
に
は
、「
第
一
線
」
派
出
所
（
安
別
、
半
田
、
浅
瀬
、
武
意
加
）
と
、

け
と
ん

「
第
二
線
」
の
国
境
中
央
・
気
屯
の
派
出
所
配
置
の
国
境
警
備
警
察
官
を
、
軍
隊

式
の
「
分
隊
」（
一
個
分
隊
は
分
隊
長
た
る
巡
査
部
長
一
名
と
巡
査
七
名
の
計
八

名
）
に
編
制
し
、
安
別
・
半
田
・
浅
瀬
に
各
三
個
分
隊
、
武
意
加
・
気
屯
に
各
一

個
分
隊
を
配
置
し
た
。
そ
し
て
「
地
勢
並
ニ
防
備
上
ノ
関
係
ヲ
考
慮
シ
」、
こ
れ

ら
分
隊
に
そ
れ
ぞ
れ
軽
機
関
銃
二
挺
も
し
く
は
重
機
関
銃
一
挺
を
配
備
し
た
。

こ
の
よ
う
な
、「
有
事
ノ
際
軍
隊
ノ
行
動
開
始
前
ニ
於
ケ
ル
本
島
守
備
ノ
万
全

ヲ
期
」
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
、
準
軍
事
化
さ
れ
た
国
境
警
備
体
制
の
実
現
に
向

け
、
樺
太
庁
は
三
七
年
九
月
、
陸
軍
省
か
ら
小
銃
二
五
〇
挺
、
軽
機
関
銃
十
挺
と

そ
れ
ら
に
使
用
す
る
弾
薬
の
払
下
を
受
け
て
い
る
（
９４
）。

「
国
民
防
空
」
体
制
整
備
と
住
民
動
員

三
八
年
の
昭
和
十
三
年
度
予
備
金
・
追
加
予
算
に
お
い
て
も
、
国
境
警
備
警
察

官
に
配
備
す
る
鉄
兜
や
戦
闘
帽
、
国
防
色
外
被
・
雪
上
外
被
や
ス
キ
ー
な
ど
、
各

種
個
人
装
備
の
調
達
が
確
認
で
き
る
（
９５
）。

し
か
し
、
こ
こ
で
よ
り
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
れ
ら
予
算
が
「
臨
時
防
空
及
警

備
費
」
と
し
て
「
防
空
」
に
関
す
る
予
算
、
例
え
ば
十
二
ヶ
所
の
「
防
空
監
視
哨

建
築
費
」、「
防
毒
面
及
防
毒
衣
設
備
費
」、「
防
空
訓
練
費
」
や
民
間
へ
の
「
防
空

施
設
費
補
助
」
と
同
一
項
目
に
置
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

同
予
算
要
求
書
に
は
、

本
島
ハ
…
…
何
等
ノ
兵
備
ナ
ク
、
一
朝
有
事
ニ
際
シ
テ
ハ
島
民
自
ラ
其
ノ
防

衛
ニ
任
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
状
態
ニ
在
ル
ヲ
以
テ
、
防
空
警
備
施
設
ニ
ハ
一

層
ノ
強
化
ヲ
要
ス
ル
次
第
ニ
付
、
本
年
度
予
備
費
ヲ
以
テ
防
備
ニ
必
要
ナ
ル

緊
急
施
設
ヲ
為
ス
ト
共
ニ
各
市
町
村
ノ
防
空
施
設
計
画
ヲ
拡
充
実
施
」〔
傍

線
引
用
者
（
９６
）〕

す
る
と
い
う
説
明
が
あ
る
。

ま
た
昭
和
十
三
年
度
予
算
資
料
に
お
い
て
も
、
前
年
昭
和
十
二
年
度
追
加
予
算

に
よ
っ
て
新
た
に
配
置
さ
れ
た
「
防
空
警
備
員
」
四
十
名
（
前
述
の
「
警
備
員
」

で
あ
ろ
う
）
が
、
既
存
の
国
境
警
備
警
察
官
・
赤
化
宣
伝
取
締
警
察
官
と
と
も
に

「
国
境
並
防
空
警
備
及
赤
化
宣
伝
取
締
警
察
官
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
（
９７
）。

日
中
戦
争
勃
発
後
、
内
地
に
お
い
て
は
「
防
空
法
」（
樺
太
に
は
三
七
年
十
一

月
四
日
「
防
空
法
樺
太
施
行
令
（
９８
）」
に
よ
り
施
行
）
に
基
づ
く
「
国
民
防
空
」
体
制

の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
（
９９
）。
こ
れ
に
対
し
、
樺
太
で
は
前
述
の
領
空
侵
犯
な
ど

「
国
境
事
件
」
が
続
発
し
、
対
ソ
有
事
へ
の
現
実
の
危
機
感
が
あ
っ
た
。
三
七
年

前
後
よ
り
樺
太
の
出
版
物
に
は
、
ソ
連
に
対
す
る
危
機
感
を
窺
わ
せ
る
、
あ
る
い

は
敵
愾
心
を
煽
る
記
事
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。

262



例
え
ば
『
樺
太
年
鑑
』
昭
和
十
四
年
版
で
は
、「
遂
に
北
樺
太
に
於
け
る
帝
国

マ
マ

の
重
大
利
権
も
開
発
不
可
能
に
陥
る
の
は
他
は
な
い
と
憂
慮
さ
れ
る
に
至
つ
て
ゐ

る
が
、
此
の
機
会
に
北
樺
太
事
情
の
概
略
を
把
握
し
て
置
く
こ
と
は
決
し
て
無
意

義
で
な
い
」
と
し
て
、「
北
樺
太
」
と
題
す
る
項
目
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
（
１００
）。
こ

こ
で
は
、

日
露
戦
争
の
結
果
、
樺
太
の
南
半
は
邦
領
と
な
つ
た
が
是
は
決
し
て
新
に
獲

得
し
た
も
の
で
は
な
く
し
て
明
治
七
年
〔
樺
太
千
島
交
換
条
約
、
八
年
の
誤

り
〕
に
万
斛
の
恨
を
呑
ん
で
譲
渡
し
た
本
島
の
一
半
を
多
大
の
犠
牲
を
払
っ

て
回
復
し
た
こ
と
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
日
本
国
民
は
忘
る
べ
き
で
は
な
い
の

だ
。

…
…
元
来
樺
太
は
其
の
歴
史
的
事
実
に
徴
し
て
も
昔
か
ら
我
等
大
和
民
族
の

勢
力
範
囲
で
あ
る
。
…
…
北
樺
太
が
日
本
に
帰
属
す
べ
き
こ
と
は
自
然
の
理

で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
不
幸
に
し
て
露
国
の
東
方
侵
略
政
策
に
禍
ひ
せ
ら
れ

て
其
の
北
半
は
今
日
尚
依
然
と
し
て
ソ
連
邦
の
領
有
に
属
し
〔
て
い
る
。〕

と
、「
本
来
は
」
サ
ハ
リ
ン
島
全
島
が
日
本
領
で
あ
っ
た
と
す
る
史
観
を
披
瀝
し

た
後
、此

の
〔
北
樺
太
石
油
〕
利
権
が
尼
港
事
件
に
於
け
る
我
が
同
胞
の
血
涙
代
償

で
あ
る
こ
と
に
想
到
し
た
場
合
、
ソ
連
側
の
如
何
な
る
不
当
圧
迫
が
今
後
如

何
に
加
重
さ
れ
や
う
と
も
、
断
固
と
し
て
確
保
擁
護
す
る
の
心
構
へ
は
国
民

と
し
て
我
等
が
常
に
固
め
て
不
断
の
用
意
と
注
意
を
忘
る
べ
き
で
は
な
い
の

で
あ
る
。

と
い
う
よ
う
に
、
読
者
の
ソ
連
に
対
す
る
敵
愾
心
を
、
北
樺
太
利
権
圧
迫
と
絡

め
て
煽
動
し
て
い
る
（
１０１
）。

ま
た
同
時
期
に
は
、
樺
太
庁
に
よ
る
官
製
運
動
機
関
で
あ
る
「
樺
太
文
化
振
興

会
」
や
、
三
九
年
に
設
置
さ
れ
た
樺
太
庁
師
範
学
校
、
ま
た
そ
の
教
諭
で
あ
っ
た

に
し
つ
る
さ
だ
よ
し

西
鶴
定
嘉
が
中
心
と
な
り
、「
愛
島
心
」
涵
養
と
対
ソ
防
衛
観
念
の
高
揚
、
住
民

の
精
神
的
統
合
を
目
的
と
し
た
「
樺
太
史
」
教
育
と
、
そ
の
関
連
施
策
（
日
露
戦

争
顕
彰
事
業
な
ど
）
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
（
１０２
）。

こ
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
高
揚
の
中
、「
近
代
戦
と
非
常
時
情
勢
と
に
対
応
し
て

島
民
の
自
覚
と
訓
練
の
為
め
に
」
樺
太
初
の
防
空
演
習
が
、
陸
軍
第
七
師
団
、
海

軍
大
湊
要
港
部
、
樺
太
庁
及
び
関
係
官
衙
、
諸
団
体
な
ど
「
一
般
官
民
相
協
力
し

て
」、
三
七
年
七
月
二
十
七
日
か
ら
二
夜
三
日
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
（
１０３
）。
ま
た
翌
三

八
年
九
月
十
九‐

二
十
一
日
に
も
、
今
度
は
全
島
規
模
の
防
空
演
習
が
行
わ
れ
て

い
る
（
１０４
）。

つ
ま
り
樺
太
庁
は
、
官
製
メ
デ
ィ
ア
や
教
育
を
通
し
た
「
愛
島
心
」
涵
養
と
住

民
の
精
神
的
統
合
、
そ
し
て
対
ソ
防
衛
意
識
の
高
揚
を
背
景
に
、
防
空
法
に
よ
る

住
民
動
員
や
警
防
団
（
１０５
）の
組
織
な
ど
樺
太
「
国
民
防
空
」
体
制
の
整
備
を
進
め
た
。

そ
し
て
そ
の
防
空
体
制
の
う
ち
、
樺
太
庁
警
察
部
の
事
務
に
係
る
部
分
に
お
い
て

は
、
既
存
の
国
境
警
備
体
制
の
充
実
・
準
軍
事
化
と
密
接
不
可
分
な
「
防
空
警

備
」
と
い
う
樺
太
独
特
の
形
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

「
警
防
課
」
の
設
置

つ
い
で
樺
太
庁
は
、
国
境
取
締
法
案
（
後
述
）
の
提
出
を
契
機
と
し
て
、
三
九

年
の
昭
和
十
四
年
度
追
加
予
算
と
同
年
十
月
の
樺
太
庁
官
制
改
正
に
、「
国
境
警

備
拡
充
ニ
要
ス
ル
経
費
（
１０６
）」
と
そ
れ
に
伴
う
官
吏
の
定
員
増
を
盛
り
込
ん
だ
（
１０７
）。

そ
の
具
体
的
内
容
は
、
�
「
国
境
取
締
法
ニ
ヨ
ル
国
境
及
制
限
区
域
出
入
ノ
取

締
ト
、
更
ニ
軍
隊
ニ
代
ル
ベ
キ
守
備
ノ
任
務
達
成
ヲ
期
シ
得
ザ
ル
ヲ
以
テ
、
…
…

取
締
並
守
備
ノ
完
璧
ヲ
期
」
す
た
め
の
国
境
警
備
警
察
官
の
増
員
（
一
四
一
名
か

ら
三
二
〇
名
へ
）、
�
警
備
派
出
所
の
増
設
（
亜
屯
川
口
、
チ
シ
ヨ
、
ワ
ン
パ
ク
、

ピ
レ
ン
ガ
イ
、
唐
松
澤
、
ピ
レ
ウ
オ
）、
�
道
路
、
交
通
機
関
（
貨
物
自
動
車
、

三
輪
自
動
自
転
車
、
馬
・
馴
鹿
、
ス
キ
ー
、
自
転
車
な
ど
）
と
通
信
機
関
（
有
線
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国
境
警
備
警
察
官
配
置
表
（
一
四
、
三
、
三
一
）

計３３４５９８４８２６１２１２１２

１９６５０３５３９１２

１０９１５

３２０

出
典
：「
警
防
課
設
置
並
ニ
国
境
警
備
ノ
拡
充
強
化
ニ
伴
フ
職
員
増
員
理
由
説
明
」

巡
査２８４４９７３９２５１０１０１０

１６４４１２４３３１０９０４

２５８

増
員
後
の
配
置
員巡査部長４７１７１２２２２６７１１５２１６５４７

通
訳１１１１

技
手０１１

警
部
補１２１４１１２２８

警
部１１２３

警
視０１１

計

８５１２３２６１２１２１２

１２６２５３３１２７０５

２０１

巡
査７４２１８２５１０１０１０

１０４２０２８１０５８

１６２

十
四
年
度
増
加
人
員

巡査部長１６４１２２２１８４４２１０２３０

通
訳１１１１

警
部
補２２１１３

警
部１１１２

警
視０１１

計２５４８８２５７０２５３５６３９１０

１１９

現
在
定
員巡
査２１４７７２１６０２１２４５３２４９６

巡査部長３１１３８３１１１６３１７

警
部
補１１２１１

警
部
１

警
部
補１

技
手
１６

半
田
警
部
補
派
出
所

古
屯
巡
査
駐
在
所

気
屯
警
部
派
出
所

ム
イ
カ
巡
査
部
長
派
出
所

浅
瀬
警
部
補
派
出
所

亜
屯
川
口
巡
査
駐
在
所

チ
シ
ヨ
巡
査
部
長
派
出
所

ワ
ン
パ
ク
巡
査
部
長
派
出
所

ピ
レ
ン
ガ
イ
巡
査
部
長
派
出
所

唐
松
澤
巡
査
部
長
派
出
所

計

安
別
警
部
補
派
出
所

沃
内
巡
査
部
長
派
出
所

西
柵
丹
巡
査
部
長
派
出
所

名
好
警
部
補
派
出
所

ピ
レ
ウ
オ
巡
査
部
長
派
出
所

計

警
防
課

合
計

敷
香

警
察
署

恵
須
取

警
察
署
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電
話
・
短
波
無
線
）
の
整
備
、
�
銃
器
の
充
実
、
�
警
備
船
の
新
造
、

そ
し
て
�
「
防
護
課
」
の
新
設
で
あ
る
。

こ
の
「
防
護
課
」（
後
の
「
警
防
課
（
１０８
）」）
の
新
設
に
つ
い
て
樺
太
庁
は
、

国
境
警
備
警
察
事
務
ハ
、
国
境
取
締
法
施
行
ニ
伴
ヒ
急
激
ニ
増
加

ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
其
ノ
制
度
ハ
軍
隊
化
セ
ル
モ
ノ
ニ

シ
テ
純
然
タ
ル
特
殊
警
察
事
務
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
現
在
ノ
防
空
事
務

並
樺
太
特
有
ノ
義
勇
団
事
務
ト
共
ニ
樺
太
国
土
防
衛
事
務
ナ
レ
バ
、

同
一
目
的
ノ
之
等
三
者
一
括
統
一
シ
テ
防
衛
事
務
ノ
円
滑
完
璧
ヲ

期
ス
ル
ノ
要
ア
リ
（
１０９
）。

と
説
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
前
述
の
「
愛
島
心
」
と
対
ソ
防
衛
意
識

の
高
揚
を
背
景
に
、
準
軍
事
化
し
た
国
境
警
備
体
制
と
、
防
空
法
に

よ
っ
て
住
民
を
動
員
し
た
国
民
防
空
体
制
、
そ
し
て
在
郷
軍
人
を
主
体

に
組
織
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
「
樺
太
義
勇
団
（
１１０
）」
に
よ
る
樺
太
防
衛
体
制

の
三
者
を
、
樺
太
庁
は
「
樺
太
国
土
防
衛
」
体
制
と
し
て
一
元
的
に
統

合
し
、「
防
護
課
」
の
監
督
下
で
整
備
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

以
上
の
「
樺
太
国
土
防
衛
」
体
制
整
備
へ
の
要
請
を
満
た
す
た
め
、

樺
太
庁
は
三
九
年
十
二
月
、
陸
軍
省
よ
り
再
び
兵
器
弾
薬
の
払
下
を
受

け
て
い
る
。
こ
こ
で
は
国
境
警
備
警
察
官
と
、
新
造
す
る
警
備
船
に
配

備
す
る
重
機
関
銃
、
軽
機
関
銃
と
小
銃
の
他
、
機
関
銃
で
飛
行
機
を
射

撃
す
る
際
に
用
い
る
機
関
銃
用
高
射
用
具
が
調
達
さ
れ
て
い
る
（
１１１
）。

樺太国境警備配置図（１９３９年樺太庁官制改正時）

出典：地図は前掲『北東方面陸軍作戦〈１〉』付図第二「樺太南部図」、これに「日蘇国境警備表」等を参
考に加筆修正した。
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1 .　課員ノ身分ニ関スル事項
2 .　国境警備警察官ノ恩給其ノ他待遇ニ関スル事項
3 .　課予算物品会計ニ関スル事項
4 .　文書収発保管ニ関スル事項
5 .　他係ニ属セザル事項

1 .　国境警備計画ニ関スル事項
2 .　〃　　　施設ニ関スル事項
3 .　〃　　　交通施設ニ関スル事項
4 .　〃　　　通信施設ニ関スル事項
5 .　〃　　　員教養ニ関スル事項
6 .　〃　　　教練ニ関スル事項
7 .　軍トノ協調連絡ニ関スル事項
8 .　密出入者ノ措置ニ関スル事項
9 .　其ノ他国境警備ニ関スル事項
10.　特殊義勇団編成ニ関スル事項
11.　〃　　　訓練ニ関スル事項　　　
12.　〃　　　装備ニ関スル事項　　　
13.　国土防衛ニ関スル事項

1 .　防空計画ニ関スル事項
2 .　防空ノ実施ニ関スル事項
3 .　防空訓練ニ関スル事項
4 .　防空委員会ニ関スル事項
5 .　其ノ他防空ニ関スル事項
6 .　義勇団編成ニ関スル事項
7 .　〃　　訓練ニ関スル事項
8 .　〃　　装備ニ関スル事項

○警部補　一

○巡査部長　二

巡査　二

警部補　一
技手　一

国境警備　○主任警部

防空　主任属兼警部

課長　○警視 主席警部  （国境警備主任兼）

警部  （兼）

巡査　一
庶務　国境警備主任兼

巡査部長　三

巡査　一
雇員　三

第
三
節

樺
太
駐
兵
の
実
現

「
樺
太
混
成
旅
団
」
編
成
と
そ
の
性
格

戦
史
叢
書
に
よ
れ
ば
、
三
三
年
以
降
の
陸
軍
の
年
度
「
対
露
作
戦
計
画
」
を
概

観
す
る
と
、
�
戦
略
的
に
も
戦
術
的
に
も
攻
勢
に
対
し
十
分
の
確
信
を
持
ち
え
た

三
三
―

三
四
年
前
半
期
頃
の
時
期
、
�
そ
の
自
主
的
攻
勢
の
実
行
に
懸
念
が
濃
化

す
る
よ
う
に
な
っ
た
三
五
―

三
六
年
度
の
時
期
、
そ
し
て
�
日
ソ
の
戦
力
格
差
が

顕
著
と
な
り
、
そ
の
た
め
対
露
作
戦
計
画
の
実
行
が
極
め
て
困
難
視
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
三
七
年
度
以
降
の
時
期
の
三
段
階
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
（
１１２
）。

三
三
年
度
対
露
作
戦
計
画
に
は
、
北
樺
太
オ
ハ
に
上
陸
さ
せ
た
約
一
個
師
団
に

よ
り
北
樺
太
石
油
利
権
を
確
保
し
た
後
、
黒
竜
江
・
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
方
面
作
戦
及

び
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
方
面
作
戦
を
指
導
す
る
、
と
あ
る
（
１１３
）。
し
か
し
三
六
年
度
対
露
作

戦
計
画
で
は
、
開
戦
劈
頭
に
満
州
へ
兵
力
を
集
中
さ
せ
る
た
め
、
前
述
の
北
樺
太

上
陸
作
戦
が
断
念
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
陸
軍
で
は
、
南
樺
太
か
ら
陸
路
で
の
北

樺
太
攻
略
作
戦
の
検
討
（
１１４
）と
樺
太
駐
兵
の
研
究
が
始
め
ら
れ
た
（
１１５
）。

三
八
年
三
月
、
酒
井
鎬
次
（
１１６
）第
七
師
団
留
守
司
令
官
（
１１７
）は
、「
該
地
〔
樺
太
〕
ノ
防

衛
情
報
ノ
蒐
集
等
ニ
任
セ
シ
ム
ル
ト
共
ニ
、
北
樺
太
攻
略
ノ
為
ノ
前
衛
タ
ラ
シ
ム

ル
」
た
め
、
樺
太
駐
兵
実
現
の
必
要
性
を
陸
軍
中
央
に
具
申
し
た
（
１１８
）。

そ
し
て
翌
三
九
年
五
月
の
陸
軍
平
時
編
制
中
改
定
（
１１９
）に
よ
り
、
旅
団
司
令
部
・
樺

太
歩
兵
第
一
大
隊
（
第
七
師
団
帰
還
後
、
札
幌
か
ら
歩
兵
第
二
十
五
連
隊
が
移

駐
）・
樺
太
山
砲
兵
連
隊
・
樺
太
工
兵
隊
及
上
敷
香
陸
軍
病
院
か
ら
な
る
「
樺
太

混
成
旅
団
」
が
第
七
師
団
隷
下
に
新
設
さ
れ
、
樺
太
駐
兵
が
つ
い
に
実
現
し
た

（
駐
屯
地
は
敷
香
西
方
の
上
敷
香
）。

こ
の
よ
う
に
樺
太
混
成
旅
団
は
、
�
南
樺
太
防
衛
部
隊
、
�
北
樺
太
攻
略
部
隊
、

そ
し
て
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
�
北
樺
太
・
沿
海
州
・
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
方
面
の
情

防護課事務分掌表（○ハ新規増員トス）

出典：樺太庁「追加予算 増税、国境警備、賃金統制 昭和十四年度（十四年二月）」（北海道立文書館：A
９／５６）
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報
収
集
担
当
部
隊
と
い
う
三
つ
の
性
格
を
も
っ
て
新
設
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
こ

れ
ら
地
方
を
将
来
の
戦
場
と
し
て
想
定
し
た
、
寒
冷
地
及
び
森
林
・
ツ
ン
ド
ラ
地

帯
作
戦
研
究
と
演
習
が
、
当
旅
団
を
中
心
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
１２０
）。

そ
れ
ゆ
え
旅
団
に
は
、
寒
冷
地
用
天
幕
（
テ
ン
ト
（
１２１
））
や
、
劣
悪
な
道
路
で
も
行

動
可
能
で
、
か
つ
冬
季
の
零
下
四
五
・
五
度
と
い
う
気
温
下
で
も
始
動
容
易
な
米

国
製
乗
用
車
・
自
動
貨
車
（
１２２
）、
森
林
・
ツ
ン
ド
ラ
地
帯
を
行
動
す
る
た
め
の
森
林
伐

採
機
材
（
１２３
）や
湿
地
通
過
機
材
（
１２４
）と
い
っ
た
、
旅
団
の
想
定
さ
れ
る
作
戦
行
動
に
対
応
し

た
各
種
機
材
が
配
備
さ
れ
た
。
ま
た
馴
鹿
を
軍
馬
の
代
わ
り
と
し
て
利
用
す
る
研

究
も
行
わ
れ
た
（
１２５
）。

加
え
て
樺
太
防
衛
の
任
を
全
う
す
る
た
め
、
樺
太
混
成
旅
団
（
及
び
第
七
師

団
）
は
、
樺
太
庁
の
国
境
警
備
・
防
空
・
防
衛
体
制
整
備
に
対
す
る
指
導
・
協
力

に
も
積
極
的
で
あ
っ
た
（
１２６
）。
師
団
は
、
樺
太
庁
の
兵
器
弾
薬
払
下
申
請
の
た
び
に
、

そ
の
実
現
を
東
京
の
陸
軍
省
に
副
申
し
て
い
る
（
１２７
）だ
け
で
な
く
、
前
述
の
樺
太
の
防

空
演
習
に
お
い
て
、「
樺
太
義
勇
団
」
に
高
射
用
具
付
重
機
関
銃
を
使
用
さ
せ
た

り
（
１２８
）、
樺
太
混
成
旅
団
に
特
別
支
給
さ
れ
た
野
戦
高
射
砲
と
高
射
用
具
付
重
機
関
銃
、

高
射
観
測
具
（
１２９
）の
一
部
を
国
境
警
備
警
察
に
貸
与
し
た
り
（
１３０
）な
ど
、
特
に
防
空
体
制
整

備
へ
の
関
与
が
目
立
つ
。

そ
し
て
先
に
少
し
触
れ
た
が
、
樺
太
混
成
旅
団
は
、
北
樺
太
・
沿
海
州
・
カ
ム

チ
ャ
ッ
カ
方
面
の
兵
要
地
理
資
源
の
収
集
を
行
う
、
対
ソ
諜
報
機
関
と
し
て
の
一

面
も
有
し
て
い
た
。
実
は
旅
団
新
設
前
の
三
七
年
、
既
に
第
七
師
団
に
は
対
ソ
諜

報
業
務
が
付
与
さ
れ
、
樺
太
に
お
い
て
、

一
、
我
領
内
ニ
於
ケ
ル
間
諜
ヲ
使
用
シ
テ
行
フ
対
蘇
諜
報

二
、
特
別
ノ
場
合
ニ
於
テ
第
七
師
団
長
ノ
企
図
ス
ル
蘇
領
内
間
諜
ニ
ヨ
ル
諜

報三
、
蘇
領
ヨ
リ
遁
入
、
漂
流
若
ハ
不
法
入
国
ス
ル
者
又
ハ
不
法
入
港
船
舶
ノ

取
調
ニ
際
シ
テ
行
フ
対
蘇
情
報
ノ
蒐
集

四
、
蘇
領
ヨ
リ
ノ
皈
還
者
、
旅
行
者
若
ハ
往
復
船
員
等
ヲ
利
用
シ
テ
行
フ
対

蘇
情
報
ノ
蒐
集
（
１３１
）

を
行
う
た
め
、
旭
川
連
隊
区
司
令
部
部
員
一
名
（
太
田
軍
蔵
陸
軍
歩
兵
少
佐
）
が

豊
原
に
赴
任
し
て
い
た
（
１３２
）。
し
か
し
、
こ
の
豊
原
太
田
機
関
は
「
余
リ
ニ
モ
貧
弱
（
１３３
）」

で
あ
っ
た
た
め
に
、
樺
太
混
成
旅
団
が
新
設
さ
れ
る
と
、
太
田
機
関
の
人
員
（
少

佐
他
通
訳
生
二
名
・
傭
人
一
名
）
と
そ
の
業
務
は
旅
団
司
令
部
に
移
管
さ
れ
た
（
１３４
）。

樺
太
混
成
旅
団
が
行
う
対
ソ
諜
報
業
務
に
関
連
し
て
、「
旅
団
ノ
蘇
状
偵
察
ニ

協
力
セ
シ
ム
ル
為
、
国
境
附
近
ニ
勤
務
シ
ア
ル
警
察
隊
用
ト
シ
テ
」
樺
太
庁
警
察

部
に
砲
隊
鏡
を
貸
与
し
て
お
り
（
１３５
）、
こ
の
点
に
お
い
て
、
両
者
の
間
に
協
力
関
係
が

あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
結
果
的
に
こ
の
対
ソ
諜
報
業
務
は
、
ソ

連
側
の
防
諜
強
化
に
よ
り
極
め
て
不
十
分
な
成
果
に
終
わ
っ
た
と
い
う
（
１３６
）。

最
後
に
、
ソ
連
が
こ
れ
ら
旅
団
の
活
動
を
探
知
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
樺
太

混
成
旅
団
と
（
留
守
）
第
七
師
団
は
「
防
諜
」
に
対
し
て
も
注
意
を
払
っ
た
。
師

団
は
旅
団
の
新
設
に
際
し
、「
酒
井
留
守
第
七
師
団
長
の
指
導
で
編
成
も
移
駐
は

秘
密
裡
に
行
な
い
、
外
部
に
発
表
し
な
い
よ
う
に
し
た
（
１３７
）」
と
い
う
関
係
者
の
証
言

が
残
っ
て
い
る
。

ま
た
三
九
年
十
一
月
、
旅
団
は
陸
軍
省
に
対
し
、「
樺
太
混
成
旅
団
山
砲
兵
隊

ノ
襟
部
徽
章
ハ
防
諜
上
帝
国
以
外
ノ
地
ニ
駐
屯
ス
ル
部
隊
ニ
準
シ
除
去
致
シ
度
（
１３８
）」

と
申
請
し
て
い
る
。
翌
四
〇
年
一
月
に
は
、
旅
団
司
令
部
宛
郵
便
物
の
宛
名
に
は

秘
匿
名
を
使
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
（
１３９
）、
翌
月
に
は
、
有
事
に
樺
太
の
軍
事
鉄
道
輸
送

を
担
う
樺
太
鉄
道
株
式
会
社
線
（
落
合
―
敷
香
間
二
四
五
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

の
輸
送
能
力
が
、
軍
用
資
源
秘
密
保
護
法
（
後
述
）
に
よ
り
軍
用
資
源
秘
密
に
指

定
さ
れ
て
い
る
（
１４０
）。
そ
し
て
十
二
月
に
は
旅
団
に
対
す
る
糧
秣
補
給
規
定
も
、「
防

諜
上
」、
陸
密
の
形
式
に
て
指
定
さ
れ
て
い
る
（
１４１
）。
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樺
太
庁
警
察
部
と
樺
太
混
成
旅
団
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務

樺
太
混
成
旅
団
の
新
設
に
よ
っ
て
樺
太
官
民
念
願
の
樺
太
駐
兵
が
実
現
し
た
わ

け
で
あ
る
が
、
樺
太
国
境
に
お
け
る
旅
団
と
樺
太
庁
警
察
部
と
の
間
の
任
務
分
担

に
つ
い
て
は
、

気
屯
（
含
ま
ず
）
以
北
の
国
境
地
帯
で
の
居
住
、
出
入
、
地
形
の
変
更
等
は

軍
部
の
許
諾
無
し
に
は
行
な
わ
れ
ぬ
事
に
な
っ
て
い
た
。
国
境
警
備
に
関
し
、

警
察
と
国
境
部
隊
と
の
任
務
分
担
も
定
め
ら
れ
て
い
た
と
思
う
が
記
憶
が
な

い
。
警
戒
特
に
監
視
（
特
に
ソ
側
視
察
）
に
関
し
、
多
少
の
意
見
の
相
違
を

生
じ
て
い
た
の
を
円
滑
に
す
る
よ
う
指
導
し
た
こ
と
が
あ
る
（
１４２
）。

と
い
う
旅
団
参
謀
の
回
想
が
残
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

ま
た
三
九
年
二
月
の
樺
太
庁
追
加
予
算
要
求
に
お
け
る
、
国
境
警
備
施
設
充
実

の
理
由
説
明
に
は
、「
軍
事
施
設
ニ
依
ラ
ズ
シ
テ
警
察
ノ
守
備
ヲ
以
テ
之
ニ
代
ヘ

シ
メ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
事
情
」「
万
一
ソ
側
ヨ
リ
不
法
侵
害
ヲ
加
ヘ
来
リ
タ
ル
場

合
、
或
程
度
迄
之
ヲ
防
御
シ
テ
国
土
ノ
防
衛
ト
島
民
ノ
保
護
ニ
当
ラ
ザ
ル
ベ
カ
ラ

サ
ル
樺
太
ニ
於
ケ
ル
特
殊
事
情
」「
軍
隊
ニ
代
ル
ベ
キ
守
備
ノ
任
務
達
成
（
１４３
）」
と
い

う
表
現
が
あ
り
、
準
軍
事
化
し
た
樺
太
国
境
警
備
に
樺
太
混
成
旅
団
、
そ
し
て
陸

軍
が
主
体
と
し
て
関
与
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
何
か
し
ら
の
配
慮
や
取
極

が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
記
述
は
、
旅
団
の
新
設
発
令
（
三
九
年
五
月
）
前
の
も
の
で
あ
る
た

め
、
樺
太
庁
が
同
旅
団
新
設
を
知
ら
な
か
っ
た
が
故
に
こ
の
よ
う
な
婉
曲
的
表
現

に
な
っ
た
と
も
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
前
年
三
八
年
の
予
算
資
料
の
よ
う
に
、

「
何
等
ノ
兵
備
ナ
ク
（
１４４
）」
と
い
う
直
接
的
表
現
で
は
な
い
の
に
も
違
和
感
が
あ
る
。

よ
っ
て
こ
こ
で
は
、
樺
太
国
境
警
備
と
樺
太
防
衛
に
お
い
て
、
樺
太
庁
警
察
部

と
樺
太
混
成
旅
団
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
た
か
を
、
前
述
の
樺
太

混
成
旅
団
の
性
格
を
踏
ま
え
つ
つ
、
史
料
か
ら
考
察
で
き
る
範
囲
で
論
じ
た
い
。

樺
太
混
成
旅
団
の
新
設
後
、
旅
団
は

旅
団
の
防
衛
措
置
と
し
て
、
旅
団
長
自
ら
国
境
付
近
の
偵
察
並
び
に
警
察
隊

の
軍
事
的
指
導
を
行
な
い
、
中
央
の
古
屯
〔
国
境
線
か
ら
約
十
六
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
〕
に
歩
兵
一
中
隊
を
出
し
、
そ
の
北
側
幌
見
峠
に
昭
和
十
五
年
夏
、
旅

団
主
力
を
も
っ
て
約
一
ヵ
月
に
渡
り
陣
地
を
構
築
し
た
（
１４５
）

と
い
う
が
、
こ
こ
か
ら
樺
太
有
事
に
お
け
る
旅
団
の
防
衛
構
想
を
窺
う
こ
と
が
で

き
る
。

つ
ま
り
、
上
敷
香
の
駐
屯
地
と
古
屯
の
分
屯
地
に
隷
下
部
隊
を
分
散
さ
せ
る
こ

と
で
、
国
境
中
央
・
半
田
（
国
境
警
備
警
察
派
出
所
所
在
地
）
か
ら
幌
見
峠
陣
地
、

古
屯
（
旅
団
分
屯
地
）
を
経
由
し
、
上
敷
香
（
旅
団
駐
屯
地
）
に
至
る
線
で
の
縦

深
防
御
を
旅
団
は
志
向
し
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
サ
ハ
リ
ン
島
の
中
央
を
縦
断
す
る
線
は
、
帝
政
ロ
シ
ア
時
代
に
軍
用
道
路

と
し
て
建
設
さ
れ
た
、
南
北
樺
太
を
縦
断
（
亜
港‐

大
泊
）
す
る
幹
線
（
全
長
四

五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
ル
ー
ト
（
１４６
）で
あ
っ
た
。
南
北
に
二
本
の
山
脈
が
縦
断
し
、

森
林
・
ツ
ン
ド
ラ
地
帯
が
多
く
を
占
め
、
さ
ら
に
道
路
イ
ン
フ
ラ
が
脆
弱
な
（
１４７
）サ
ハ

リ
ン
島
に
お
い
て
、
有
事
の
際
に
は
こ
の
軍
用
道
路
が
、
日
ソ
両
軍
の
主
戦
場
に

な
る
と
旅
団
は
想
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
お
よ
そ
五
年
後
の
四
五
年
八
月
、
樺
太

有
事
が
実
際
の
も
の
と
な
っ
た
「
樺
太
の
戦
い
」
の
戦
況
が
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う

に
推
移
し
た
こ
と
は
そ
の
証
左
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
た
め
旅
団
は
、
上
敷
香
と
古
屯
、
そ
し
て
樺
太
北
部
の
中
心
的
都
市
で
、

敷
香
支
庁
所
在
地
で
も
あ
っ
た
敷
香
間
の
「
国
境
巡
視
等
ニ
於
ケ
ル
警
戒
兵
ノ
運

搬
用
」
と
し
て
、
自
動
貨
車
計
十
台
の
支
給
を
受
け
（
１４８
）、
ま
た
旅
団
司
令
部
と
隷
下

部
隊
と
の
連
絡
用
と
し
て
、
上
敷
香‐

古
屯
間
に
軍
用
無
線
網
を
整
備
し
た
の
で

あ
る
（
１４９
）。

し
た
が
っ
て
、
右
の
よ
う
な
樺
太
混
成
旅
団
に
と
っ
て
の
軍
事
上
の
合
理
性
と
、
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準
軍
事
化
し
た
と
は
い
え
、
あ
く
ま
で
も
国
境
出
入
者
の
管
理
取
締
と
住
民
保
護

を
元
来
の
任
務
と
す
る
国
境
警
備
警
察
に
と
っ
て
の
国
境
警
備
上
の
合
理
性
は
同

一
で
は
な
く
（
も
ち
ろ
ん
、
前
述
の
防
空
や
対
ソ
諜
報
と
い
っ
た
重
な
る
領
域
も

あ
る
が
）、
そ
の
不
一
致
が
両
者
の
配
置
の
違
い
、
つ
ま
り
国
境
中
央
の
軍
用
道

路
に
沿
っ
た
旅
団
の
縦
深
防
御
に
対
し
、
国
境
と
海
岸
に
並
行
し
た
国
境
警
備
警

察
の
派
出
所
配
置
、
と
い
う
違
い
に
も
現
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

第
三
章

国
境
取
締
法
の
成
立

第
一
節

国
境
取
締
法
規
制
定
の
必
要
性

昭
和
十
四
年
法
律
第
五
十
二
号

国
境
取
締
法

第
一
条

政
府
ハ
勅
令
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
リ
陸
接
国
境
（
之
ニ
接
続
ス
ル
領

海
ノ
境
界
ヲ
含
ム
）
ヨ
リ
ス
ル
人
ノ
出
入
ヲ
禁
止
シ
又
ハ
制
限
ス
ル
コ
ト

ヲ
得

第
二
条

政
府
ハ
勅
令
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
リ
前
条
ニ
規
定
ス
ル
国
境
ニ
接
ス

ル
土
地
又
ハ
水
面
ニ
付
区
域
ヲ
定
メ
其
ノ
区
域
ニ
付
人
ノ
出
入
ヲ
制
限
ス

ル
コ
ト
ヲ
得

第
三
条

第
一
条
ノ
規
定
ニ
依
ル
禁
止
又
ハ
制
限
ニ
違
反
シ
タ
ル
者
ハ
三
年

以
下
ノ
懲
役
又
ハ
三
千
円
以
下
ノ
罰
金
ニ
処
ス

帝
国
ノ
利
益
ヲ
害
ス
ル
目
的
ヲ
以
テ
前
項
ノ
罪
ヲ
犯
シ
タ
ル
者
ハ
十
年
以

下
ノ
懲
役
ニ
処
ス
此
ノ
場
合
ニ
於
テ
其
ノ
犯
罪
ノ
用
ニ
供
シ
タ
ル
物
ハ
何

人
ノ
所
有
タ
ル
ヲ
問
ハ
ズ
之
ヲ
没
収
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
四
条

第
二
条
ノ
規
定
ニ
依
ル
制
限
ニ
違
反
シ
タ
ル
者
ハ
六
月
以
下
ノ
懲

役
又
ハ
五
百
円
以
下
ノ
罰
金
若
ハ
科
料
ニ
処
ス

外
国
ニ
潜
入
ス
ル
目
的
ヲ
以
テ
前
項
ノ
罪
ヲ
犯
シ
タ
ル
者
ハ
二
年
以
下
ノ

懲
役
又
ハ
二
千
円
以
下
ノ
罰
金
ニ
処
ス

附

則

本
法
施
行
ノ
期
日
ハ
勅
令
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

「
国
境
取
締
法
」
は
、
第
七
十
四
回
帝
国
議
会
（
三
八
年
十
二
月
二
十
六
日‐

三
九
年
三
月
二
十
五
日
）
の
協
賛
を
受
け
て
四
月
一
日
に
公
布
さ
れ
（
１５０
）、
勅
令
「
国

境
取
締
法
施
行
期
日
ノ
件
」
に
よ
っ
て
同
年
十
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
（
１５１
）。

こ
の
法
律
に
つ
い
て
は
施
行
直
後
に
、
内
閣
情
報
部
編
『
週
報
』
が
「
国
境
取

締
法
の
話
（
１５２
）」
と
い
う
記
事
で
解
説
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
国
境
取
締
法
規
整
備

の
必
要
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

近
来
…
…
樺
太
に
於
け
る
北
緯
五
十
度
の
国
境
を
越
え
て
、
帝
国
領
域
に

不
法
に
出
入
す
る
者
が
少
く
な
く
、
…
…
帝
国
の
利
益
に
背
反
し
た
行
動
を

と
ら
ん
と
し
て
、
越
境
侵
入
し
て
く
る
者
も
で
て
き
た
。

さ
ら
に
日
本
側
住
民
で
外
国
か
ら
の
誘
惑
等
に
か
ゝ
り
、
国
境
を
出
入
し

帝
国
に
不
利
益
な
行
為
を
す
る
者
も
絶
無
で
な
く
、
他
面
こ
れ
等
の
国
境
を

現
地
に
つ
い
て
視
れ
ば
、
…
…
樺
太
の
森
林
地
帯
も
、
国
境
線
の
位
置
が
必

ず
し
も
明
瞭
で
な
い
。
こ
の
た
め
若
し
附
近
在
住
者
が
誤
つ
て
越
境
し
た
場

合
に
は
、
単
に
国
境
侵
犯
だ
け
の
理
由
で
、
ソ
連
の
苛
酷
な
処
罰
を
受
け
た

事
例
も
少
く
な
い
。

右
の
よ
う
な
実
情
に
対
し
、
わ
が
国
の
国
境
に
関
す
る
従
来
の
取
締
方
法

と
し
て
は
、
越
境
し
た
事
実
だ
け
を
捉
へ
て
こ
れ
を
処
罰
す
る
途
が
甚
だ
不

十
分
な
の
で
あ
っ
て
、
…
…
そ
の
上
本
邦
か
ら
の
越
境
出
国
に
対
す
る
取
締
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は
全
く
行
は
れ
て
ゐ
な
い
。

こ
の
や
う
に
現
在
の
国
境
取
締
は
甚
だ
不
備
で
あ
る
の
で
、
こ
の
不
備
に

乗
じ
帝
国
の
国
情
探
知
の
密
令
を
帯
び
て
邦
領
に
潜
入
し
よ
う
と
す
る
悪
質

な
者
も
あ
る
が
、
こ
れ
等
の
越
境
者
は
確
証
の
な
い
限
り
、
従
来
の
法
規
だ

け
で
は
こ
れ
を
的
確
に
処
罰
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

従
つ
て
従
来
の
不
備
な
取
締
状
態
を
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
こ
と
は
、
防
諜

上
或
ひ
は
公
安
上
帝
国
の
利
益
を
著
る
し
く
害
す
も
の
と
認
め
ら
れ
現
下
の

国
際
情
勢
の
緊
迫
化
か
ら
考
へ
る
と
き
は
、
速
か
に
外
国
か
ら
の
越
境
、
ま

た
は
本
邦
か
ら
の
国
外
脱
出
を
処
罰
し
、
或
ひ
は
こ
れ
を
未
然
に
防
遏
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
（
１５３
）。

こ
の
よ
う
な
必
要
性
か
ら
国
境
取
締
法
は
、「
人
」
の
領
土
、
領
海
と
領
空
、

全
て
の
「
国
境
」
の
出
入
行
為
を
禁
止
・
制
限
し
た
（
第
一
条
）。「
人
」
に
は
、

船
舶
・
航
空
機
の
乗
客
、
邦
人
、
未
成
年
者
、「
土
人
」
を
含
み
、
ま
た
「
国

境
」
は
、「
一

朝
鮮
ニ
於
ケ
ル
慶
興
橋
ヨ
リ
東
南
方
ノ
国
境
但
シ
慶
興
橋
ヲ
含

マ
ズ

二

樺
太
ニ
於
ケ
ル
北
緯
五
十
度
ノ
国
境
」
が
勅
令
（
１５４
）に
よ
っ
て
指
定
さ

れ
た
。

加
え
て
同
法
は
、
国
境
に
接
す
る
土
地
及
び
水
面
に
一
定
の
区
域
を
設
定
、
こ

の
制
限
区
域
の
出
入
も
国
境
の
出
入
と
同
様
に
制
限
し
た
（
第
二
条
）。
樺
太
国

境
に
お
け
る
こ
の
制
限
区
域
は
、
国
境
か
ら
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
（
１５５
）と
さ
れ
、

安
別
河
口
・
古
屯
・
浅
瀬
河
口
を
結
ぶ
線
以
北
の
土
地
及
び
水
面
が
、
樺
太
庁
令

に
よ
っ
て
当
該
区
域
に
指
定
さ
れ
た
（
１５６
）。

以
上
の
よ
う
な
国
境
取
締
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
政
府
は
「
一
般
防
諜
及
び
公

安
の
万
全
を
期
（
１５７
）」
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
法
が
制
定
さ
れ
た
背
景
に

は
、
ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
樺
太
国
境
で
は
日
ソ
両
国
人
に
よ
る
越
境
な
ど

「
国
境
事
件
」
が
相
次
い
で
い
た
。
例
え
ば
三
八
年
に
は
、
ゲ
ペ
ウ
に
買
収
さ
れ

た
ウ
ィ
ノ
ク
ロ
フ
（
前
述
）
ら
「
土
人
」
約
十
名
が
、「
相
当
長
期
間
」
国
境
を

密
出
入
し
間
諜
行
為
を
行
っ
て
い
た
と
し
て
、
軍
機
保
護
法
違
反
容
疑
で
取
り
調

べ
を
受
け
て
い
る
（
１５８
）。

ま
た
同
年
、
日
本
人
と
結
婚
し
た
姉
が
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
ゲ
ペ
ウ
に
ス
パ

イ
と
し
て
投
獄
さ
れ
た
ソ
連
人
の
男
が
、

�

日
本
領
気
屯
在
住
ノ
姉
「
マ
リ
ヤ
」
ノ
下
ニ
密
出
国
シ
同
人
ニ
逢
ヒ
、
日

本
領
国
境
附
近
ノ
軍
事
施
設
ヲ
詳
細
聴
取
セ
ヨ

�

気
屯
附
近
一
帯
ノ
軍
事
施
設
及
軍
隊
ノ
勢
力
等
ヲ
偵
察
セ
ヨ

と
い
う
ゲ
ペ
ウ
の
指
示
を
受
け
、
国
境
を
密
か
に
越
境
し
た
後
、
日
本
側
に
自
首

し
軍
機
保
護
法
違
反
で
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
事
件
も
発
生
し
て
い
る
（
１５９
）。

そ
し
て
海
上
で
は
、
三
七
年
十
一
月
、
ゲ
ペ
ウ
将
兵
と
そ
の
家
族
が
乗
組
ん
だ

発
動
機
船
「
ウ
ィ
ン
ペ
ル
号
」
が
西
海
岸
・
安
別
に
漂
着
し
た
。
乗
組
員
と
ソ
連

側
は
海
難
に
よ
る
漂
着
と
主
張
し
た
が
、
当
時
の
良
好
な
天
候
と
手
荷
物
（
拳
銃
、

軍
刀
や
多
数
の
弾
薬
類
）、
乗
組
員
の
不
自
然
な
供
述
内
容
か
ら
、
日
本
側
は
軍

機
保
護
法
違
反
と
し
て
取
調
を
行
っ
た
（
１６０
）。
こ
れ
に
対
し
ソ
連
側
は
反
発
、
被
抑
留

邦
人
の
釈
放
を
中
止
し
た
だ
け
で
な
く
、
当
時
南
北
樺
太
国
境
線
上
で
行
わ
れ
て

い
た
日
ソ
郵
便
物
交
換
を
も
停
止
し
た
（
１６１
）。

こ
の
よ
う
な
日
本
領
へ
の
越
境
侵
入
事
件
に
つ
い
て
、
そ
の
件
数
は
三
三
年
か

ら
三
八
年
の
間
に
計
二
十
八
件
を
数
え
た
が
、
そ
の
関
係
者
一
〇
八
四
名
の
内
、

軍
機
保
護
法
違
反
と
し
て
処
罰
し
た
者
二
名
、
取
調
中
の
者
九
名
、
計
十
一
名
に

過
ぎ
ず
、
そ
の
他
は
同
法
違
反
と
し
て
の
「
的
確
ナ
ル
証
拠
ナ
キ
為
止
ム
ヲ
得
ズ

其
ノ
儘
帰
国
セ
シ
メ
」
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
（
１６２
）。

な
ぜ
、
大
部
分
の
越
境
侵
入
者
を
そ
の
ま
ま
釈
放
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
軍
機
保
護
法
（
１６３
）、

船
舶
法
（
１６４
）、

航
空
法
（
１６５
）、

そ
の
他
外
国
人
入
国
に
関
す
る
庁
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令
な
ど
既
存
の
法
規
に
は
、
国
境
を
「
越
境
し
た
事
実
だ
け
を
捉
え
て
こ
れ
を
処

罰
す
る
」
規
定
を
欠
い
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
唯
一
、
軍
機
保
護
法
第
二
条
（
１６６
）違
反
、

つ
ま
り
越
境
侵
入
者
に
よ
る
「
軍
事
上
ノ
秘
密
」
の
探
知
・
収
集
を
立
証
で
き
た

場
合
に
限
り
、
当
該
条
文
を
根
拠
に
処
罰
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
処
罰
範
囲

の
狭
さ
を
日
本
側
は
「
防
諜
上
或
ひ
は
公
安
上
」
問
題
視
し
、
国
境
越
境
の
処
罰
、

そ
れ
自
体
を
目
的
と
し
た
国
境
取
締
法
規
制
定
へ
の
最
大
の
動
機
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

逆
に
、
国
境
の
越
境
脱
出
の
例
と
し
て
は
、
女
優
・
岡
田
嘉
子
（
１６７
）と
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
演
劇
演
出
家
・
杉
本
良
吉
（
１６８
）の
ソ
連
へ
の
亡
命
事
件
が
あ
ま
り
に
有
名
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
故
意
越
境
だ
け
で
な
く
、
国
境
付
近
住
民
の
過
失
越
境
に

係
る
「
住
民
保
護
」
も
問
題
で
あ
っ
た
。

第
二
章
で
触
れ
た
よ
う
な
拉
致
・
射
殺
と
い
っ
た
重
大
事
件
で
は
な
く
と
も
、

過
失
越
境
し
て
し
ま
っ
た
住
民
が
、
ゲ
ペ
ウ
に
発
見
・
逮
捕
さ
れ
る
事
件
は
多
数

発
生
し
て
い
る
。
彼
ら
は
亜
港
に
連
行
さ
れ
取
調
を
受
け
た
後
、「
国
境
地
帯
ニ

於
ケ
ル
入
国
及
居
住
ニ
関
ス
ル
件
」
第
三
条
（
１６９
）に
よ
り
、
一
年
以
上
三
年
以
下
の
労

働
収
容
所
（
ラ
ー
ゲ
リ
）
監
禁
に
処
せ
ら
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
（
１７０
）。
こ
の
間
、
日

本
側
の
国
情
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
ゲ
ペ
ウ
に
よ
る
尋
問
が
長
期
間
に
渡
る
こ
と

も
ま
ま
あ
っ
た
と
い
う
（
１７１
）。

ま
た
「
住
民
保
護
」
の
み
な
ら
ず
、
ソ
連
の
厳
罰
主
義
へ
の
対
抗
と
い
う
目
的

も
期
待
さ
れ
て
い
た
。
各
省
担
当
者
は
法
案
起
草
中
、
前
述
の
「
国
境
地
帯
ニ
於

ケ
ル
入
国
及
居
住
ニ
関
ス
ル
件
」
に
頻
繁
に
言
及
し
、
ま
た
国
境
出
入
者
に
対
す

る
刑
罰
を
「
三
年
以
下
ノ
懲
役
」
と
す
る
こ
と
で
、「
陸
軍
第
一
案
（
１７２
）」
か
ら
最
終

案
ま
で
一
貫
し
て
ソ
連
側
国
境
取
締
法
規
と
の
均
衡
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
「
国

境
取
締
法
の
話
」
に
お
い
て
も
、「
外
国
の
国
境
取
締
の
状
況
」
と
し
て
ソ
連
側

法
規
を
詳
細
に
解
説
し
て
い
る
（
１７３
）。
よ
っ
て
国
境
取
締
法
は
、
ソ
連
側
国
境
取
締
体

制
を
踏
ま
え
、「
之
ニ
対
抗
上
（
１７４
）」
制
定
さ
れ
た
法
律
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
も
で

き
る
。

第
二
節

国
境
取
締
法
案
の
作
成

三
九
年
一
月
九
日
、
陸
軍
省
兵
務
局
防
備
課
は
外
務
省
に
対
し
、「
国
境
領
海

等
取
締
ニ
関
ス
ル
法
律
案
」
の
第
七
十
四
帝
国
議
会
へ
の
提
出
に
関
し
て
協
力
を

求
め
た
（
１７５
）。
し
か
し
こ
の
と
き
、
外
務
省
に
送
付
さ
れ
た
「
国
境
、
領
海
等
取
締
ニ

関
ス
ル
件
法
律
案
（
１７６
）」
は
、
最
終
的
に
成
立
し
た
国
境
取
締
法
と
は
様
相
が
少
し
異

な
っ
て
い
た
。

と
い
う
の
も
、
国
境
及
び
国
境
地
帯
の
立
入
禁
止
・
制
限
と
そ
の
罰
則
だ
け
で

な
く
、
�
国
境
出
入
者
の
留
置
規
定
や
、
そ
の
者
が
国
境
出
入
の
用
に
供
し
た
車

馬
・
船
舶
・
航
空
機
な
ど
の
抑
留
規
定
（
こ
れ
ら
は
一
月
十
六
日
の
「
陸
軍
第
二

案
」
で
削
除
さ
れ
て
い
る
（
１７７
））、
そ
し
て
、
�
国
境
・
国
境
地
帯
以
外
の
「
勅
令
ヲ

以
テ
定
ム
ル
日
本
国
内
」
に
侵
入
し
た
外
国
船
舶
・
航
空
機
と
、
そ
の
乗
員
乗
客

の
抑
留
・
留
置
の
規
定
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
「
勅
令
ヲ
以
テ
定
ム
ル
区
域
」

に
は
、「
要
塞
地
帯
、
鎮
守
府
、
要
港
部
ノ
区
域
、
宇
品
港
域
及
朝
鮮
東
海
岸
、

樺
太
、
北
海
道
ノ
地
先
二
十
海
里
ノ
水
域
及
空
域
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
１７８
）。

�
の
規
定
の
目
的
に
つ
い
て
、
陸
軍
省
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
１７９
）。
既
存
法

規
に
よ
っ
て
は
、
外
国
船
舶
・
航
空
機
の
船
長
な
ど
の
責
任
者
以
外
の
乗
員
乗
客

に
対
し
、
留
置
な
ど
の
「
何
等
ノ
強
制
措
置
ヲ
為
シ
得
ズ
」、
ま
た
、
行
政
手
続

を
も
っ
て
そ
の
船
舶
・
航
空
機
な
ど
を
、「
乗
員
ヲ
シ
テ
一
定
ノ
場
所
、
港
湾
ニ

強
制
移
動
運
行
セ
シ
ム
ル
」
こ
と
も
法
律
上
不
可
能
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

乗
員
、
乗
客
ヲ
其
ノ
儘
航
空
機
、
船
舶
内
ニ
放
置
ス
ル
ハ
捜
査
上
又
ハ
防
諜

上
適
当
ナ
ラ
ズ
。
又
着
陸
、
着
水
又
ハ
停
泊
ノ
場
所
如
何
ニ
依
リ
テ
ハ
、
原

位
置
ニ
航
空
機
、
船
舶
ヲ
放
置
ス
ル
ハ
取
締
上
適
当
ナ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ア
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ル
…
…

軍
機
秘
匿
上
、
例
へ
バ
軍
機
保
護
法
第
十
四
条
ノ
規
定
ニ
依
ル
区
域
、
要
塞

地
帯
、
宇
品
港
域
、
軍
港
要
港
境
域
ニ
不
法
ニ
侵
入
シ
タ
ル
外
国
航
空
機
、

外
国
船
舶
ニ
付
其
ノ
留
置
、
抑
留
ヲ
為
シ
得
ル
規
定
ヲ
要
ス
ル
ハ
、
現
時
ノ

国
際
情
勢
上
極
メ
テ
緊
要
…
…
（
１８０
）

で
あ
る
と
、
こ
れ
ら
規
定
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

こ
の
陸
軍
省
の
立
場
に
対
し
外
務
省
は
、
列
国
と
の
間
に
締
結
し
た
通
商
航
海

条
約
や
、
日
本
の
過
去
の
国
家
実
行
な
ど
国
際
法
を
踏
ま
え
、
ま
た
、
独
仏
ソ
伊

米
な
ど
各
国
の
国
境
取
締
法
規
を
調
査
し
た
（
１８１
）上
で
、
以
下
の
二
点
の
疑
義
を
呈
し

て
い
る
。

ま
ず
、
あ
る
一
定
の
海
域
・
空
域
に
対
し
留
置
・
抑
留
な
ど
を
行
う
こ
と
は
、

当
該
領
域
に
対
し
て
国
家
管
轄
権
を
及
ぼ
す
こ
と
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
外
務
省
の
担
当
者
は
、「「
二
十
海
里
」
ノ
水
域
ハ
、
領
海
三
海
里

説
ヲ
放
棄
シ
テ
ソ
連
〔
判
読
不
能
〕
ス
ル
必
要
ア
ル
旨
注
意
シ
タ
リ
（
１８２
）」「
二
十
海

里
ハ
不
可
（
１８３
）」「
領
海
三
〔
海
〕
里
主
義
ヲ
越
脱
セ
シ
メ
ズ
又
前
記
地
方
〔
勅
令
指

定
の
海
域
〕
ノ
全
海
面
ニ
行
フ
ガ
如
キ
コ
ト
ハ
避
ケ
シ
ム
ル
ヲ
要
ス
」
（
１８４
）と
繰
り
返

し
懸
念
を
示
し
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、
当
時
の
日
本
は
領
海
の
幅
に
つ
い
て
、
英
米
を
は
じ
め
海
洋
先
進

国
が
支
持
す
る
有
力
説
で
あ
っ
た
領
海
三
海
里
説
を
採
っ
て
い
た
が
、
ロ
シ
ア

（
ソ
連
）
は
十
二
海
里
説
を
主
張
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
１８５
）。
加
え
て
当
時
、
い
わ

ゆ
る
「
北
洋
漁
業
」
を
根
拠
付
け
る
日
ソ
漁
業
条
約
（
二
八
年
締
結
）
の
長
期
漁

業
条
約
化
を
め
ぐ
り
、
日
ソ
は
激
し
く
衝
突
し
て
い
た
。
こ
の
条
約
改
定
交
渉
は

三
六
年
十
一
月
に
条
文
案
の
合
意
を
み
た
が
、
調
印
間
際
に
至
り
ソ
連
側
が
調
印

を
拒
否
し
た
。
こ
の
た
め
日
本
は
、
有
効
期
間
満
了
後
の
無
条
約
状
態
を
避
け
る

べ
く
、
有
効
期
間
一
年
の
暫
定
協
定
締
結
を
繰
り
返
す
こ
と
で
対
応
し
て
い
た
の

で
あ
る
（
１８６
）。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
日
本
が
、
自
ら
領
海
三
海
里
説
と
矛
盾
す
る
国
家
実
行

を
取
る
こ
と
は
、
漁
業
条
約
問
題
に
お
い
て
ソ
連
に
格
好
の
口
実
を
与
え
て
し
ま

う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

〔
領
海
三
海
里
説
〕
ノ
必
要
ハ
近
時
「
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
」
及
「
ア
ラ
ス
カ
」

ノ
漁
業
問
題
ト
関
連
シ
益
々
増
大
セ
ル
モ
ノ
ト
認
メ
ラ
ル
。
従
ツ
テ
領
海
外

ニ
於
ケ
ル
主
権
ノ
行
使
ハ
国
際
法
ノ
認
ム
ル
追
跡
権
又
ハ
各
国
ト
ノ
特
別
ノ

約
定
ニ
基
ク
ノ
外
之
ヲ
ナ
サ
サ
ル
様
注
意
ス
ル
ヲ
要
ス
（
１８７
）。

と
外
務
省
は
非
常
に
神
経
質
に
な
っ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
陸
軍
省
側
は
、「
必
ズ
シ
モ
二
十
海
里
ニ
固
執
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ズ
。

三
海
里
ニ
テ
モ
差
支
ヘ
ナ
シ
（
１８８
）」
と
答
弁
し
て
お
り
、
こ
の
勅
令
指
定
海
域
内
で
の

取
締
規
定
は
「
陸
軍
第
三
案
」
で
姿
を
消
し
た
。
ま
た
同
時
に
法
案
の
名
称
も
、

「
国
境
領
海
等
取
締
ニ
関
ス
ル
法
律
案
」
か
ら
「
国
境
取
締
法
案
」
へ
改
称
さ
れ

た
（
１８９
）。
こ
こ
か
ら
、
当
初
、
陸
軍
は
防
諜
の
万
全
を
期
す
べ
く
、
陸
海
空
の
広
範
な

範
囲
に
お
け
る
取
締
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
が
、
こ
の
議
論
に
よ
り
取
締
範
囲
が

国
境
と
国
境
地
帯
に
局
限
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
え
る
。

次
に
、
外
国
船
舶
・
航
空
機
の
抑
留
と
、
そ
の
乗
員
乗
客
の
留
置
の
規
定
に
つ

い
て
で
あ
る
。
外
務
省
は
、
日
本
は
各
国
と
の
通
商
航
海
条
約
な
ど
に
お
い
て
、

人
と
船
舶
の
移
動
に
つ
き
内
国
民
待
遇
と
最
恵
国
待
遇
を
約
束
し
て
い
る
た
め
、

外
国
船
舶
、
外
国
航
空
機
ニ
付
テ
ノ
ミ
之
ヲ
為
シ
、
日
本
船
舶
、
日
本
航
空

機
ニ
付
テ
ハ
之
ヲ
為
サ
サ
ル
ト
コ
ロ
、
右
国
籍
ノ
内
外
ニ
因
リ
テ
差
別
的
待

遇
ヲ
為
ス
コ
ト
ハ
妥
当
ナ
ラ
ス
。

防
諜
其
ノ
他
ノ
公
安
上
船
舶
、
航
空
機
ノ
国
籍
如
何
ヲ
区
別
ス
ル
理
由
ナ
カ

ル
ヘ
シ
（
１９０
）。

と
指
摘
し
、
法
案
が
条
約
に
抵
触
す
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
加
え
て
、
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「
平
時
ニ
於
テ
斯
カ
ル
身
体
ノ
自
由
ヲ
拘
束
シ
、
又
ハ
財
産
権
ヲ
制
限
ス
ル
重
大

事
件
ヲ
行
政
庁
ノ
簡
易
ナ
ル
手
続
ヲ
以
テ
為
ス
コ
ト
妥
当
ナ
ラ
ス
（
１９１
）」
と
、
平
時
に

留
置
・
抑
留
と
い
っ
た
簡
易
な
行
政
手
続
に
よ
っ
て
、
身
体
の
自
由
や
財
産
権
を

制
限
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

結
果
、
こ
の
外
国
籍
に
対
す
る
差
別
的
待
遇
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
外
務
省
の

主
張
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
全
て
「
陸
軍
第
三
案
」
ま
で
に
削
除
さ
れ
た
。
し
か
し
、

こ
の
陸
軍
と
外
務
省
と
の
間
の
議
論
は
あ
く
ま
で
も
、
外
務
省
が
法
案
と
国
際
法

と
の
矛
盾
点
や
問
題
点
を
指
摘
し
た
に
過
ぎ
ず
、
北
樺
太
石
油
・
石
炭
利
権
問
題
、

漁
業
条
約
問
題
、
領
事
館
閉
鎖
問
題
、
そ
し
て
大
陸
に
お
け
る
日
ソ
国
境
紛
争
を

め
ぐ
り
、
ソ
連
の
「
対
日
圧
迫
」
の
矢
面
に
立
た
さ
れ
て
い
た
外
務
省
に
と
っ
て

は
、「
本
案
﹇
陸
軍
第
二
案
﹈
ノ
趣
旨
ニ
ハ
大
体
異
議
ナ
キ
モ
（
１９２
）」
と
い
う
表
現
に

窺
え
る
よ
う
に
、
こ
の
国
境
取
締
法
案
制
定
に
異
議
を
唱
え
る
理
由
な
ど
な
か
っ

た
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
ソ
連
を
は
じ
め
各
国
の
国
境
取
締
関

連
法
規
を
調
査
・
参
照
（
１９３
）す
る
な
ど
、
積
極
的
に
法
案
作
成
に
参
加
し
て
い
る
。

第
三
節

国
境
取
締
法
の
位
置

こ
の
よ
う
に
国
境
取
締
法
は
、
国
境
取
締
に
お
け
る
立
法
上
の
不
備
を
補
わ
ん

と
す
る
立
法
で
あ
っ
た
が
、
同
法
の
意
義
は
そ
れ
だ
け
に
留
ま
る
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
政
府
は
同
法
の
目
的
と
し
て
、「
一
般
防
諜
及
び
公
安
の
万
全
を
期
す
こ

と
」
を
挙
げ
た
が
、
そ
の
「
防
諜
」
の
語
は
ど
の
よ
う
に
定
義
付
け
ら
れ
、
用
い

ら
れ
て
い
た
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
と
「
軍
機
保
護
」
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ

た
の
か
。

同
法
案
の
議
会
想
定
問
答
集
は
、「
防
諜
」
を
「
敵
国
又
ハ
外
国
ノ
行
フ
諜
報

又
ハ
悪
宣
伝
、
謀
略
ニ
対
シ
国
家
及
国
軍
ヲ
防
護
ス
ル
コ
ト
」
と
定
義
し
て
い
る
。

ま
た
、「
諜
報
」
を
「
国
情
ノ
一
部
ニ
関
ス
ル
情
報
ヲ
蒐
集
ス
ル
コ
ト
」
と
し
、

「
国
情
ニ
関
ス
ル
情
報
」
に
は
「
軍
機
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
ハ
勿
論
、
政
治
経
済
等
凡

有
部
門
ニ
於
テ
外
国
ニ
対
シ
秘
匿
ス
ル
ヲ
要
ス
ル
情
報
ヲ
包
含
ス
ル
」
と
説
明
し

て
い
る
（
１９４
）。

す
な
わ
ち
「
防
諜
」
と
は
、「
単
ニ
軍
機
ヲ
探
知
収
集
ス
ル
ヲ
防
止
ス
ル
ノ
ミ

ナ
ラ
ズ
、
広
ク
国
情
一
般
ノ
情
報
蒐
集
ノ
防
止
及
悪
宣
伝
謀
略
ニ
対
抗
ス
ル
コ
ト

ヲ
目
的
ト
ス
ル
モ
ノ
（
１９５
）」
と
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
点
で
「
防
諜
」
概
念
は

「
軍
機
保
護
」
概
念
を
包
含
す
る
関
係
に
あ
る
。

三
〇
年
代
の
日
本
、
特
に
陸
軍
は
、「
欧
州
大
戦
」
で
出
現
し
た
国
家
総
力
戦

と
、
科
学
技
術
の
進
歩
と
新
兵
器
の
開
発
、
諸
外
国
に
よ
る
諜
報
活
動
の
活
発
化

と
い
っ
た
新
た
な
戦
争
の
形
態
や
、
国
際
情
勢
の
複
雑
化
・
緊
迫
化
に
対
応
し
た

防
諜
法
制
を
拡
大
・
強
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。

一
八
九
九
年
制
定
の
軍
機
保
護
法
も
、「
時
勢
ノ
進
運
ニ
伴
ッ
テ
居
リ
マ
セ
ヌ

コ
ト
ハ
勿
論
、
内
容
亦
不
備
ノ
点
ガ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
ル
、
到
底
現
在
ノ
要
求
ニ
適
シ

テ
居
ラ
ヌ
」（
杉
山
元
陸
相
（
１９６
））
た
め
に
、
三
七
年
に
全
面
改
正
さ
れ
た
（
１９７
）。
こ
こ
で

は
、
先
行
研
究
（
１９８
）を
参
照
し
つ
つ
、
こ
の
よ
う
な
防
諜
法
制
の
拡
大
・
強
化
の
流
れ

に
お
け
る
国
境
取
締
法
の
位
置
を
考
え
た
い
。

改
正
軍
機
保
護
法
で
は
、
そ
の
保
護
の
対
象
た
る
「
軍
事
上
ノ
秘
密
」
の
種
類

範
囲
を
「
作
戦
、
用
兵
、
動
員
、
出
師
其
ノ
他
軍
事
上
秘
密
ヲ
要
ス
ル
事
項
又
ハ

図
書
物
件
」
と
明
確
に
定
義
し
（
第
一
条
第
一
項
）、
陸
海
軍
大
臣
の
委
任
命
令

た
る
軍
機
保
護
法
施
行
規
則
に
よ
り
、
そ
の
種
類
範
囲
を
具
体
的
に
明
示
し
た

（
同
第
二
項
）。

し
か
し
、
政
府
は
改
正
実
現
後
も
、

軍
機
以
外
ノ
国
情
ニ
関
ス
ル
秘
密
ヲ
保
護
ス
ベ
キ
法
令
ノ
整
備
ハ
、
未
ダ
十

分
ト
ハ
申
シ
得
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
此
ノ
点
列
国
ニ
比
シ
テ
尚
遜
色
ガ

ア
リ
マ
ス
コ
ト
ハ
、
所
謂
総
力
戦
時
代
ノ
要
求
ニ
即
応
シ
テ
居
ナ
イ
…
…
此
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ノ
際
之
ガ
整
備
ノ
必
要
ヲ
痛
感
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
（
板
垣
征
四
郎
陸

相
（
１９９
））

と
、
国
家
総
力
戦
を
戦
う
に
あ
た
り
必
要
な
、「
軍
事
上
ノ
秘
密
」
以
外
の
広
く

国
防
力
の
判
定
に
資
す
る
資
料
の
秘
密
を
保
護
す
る
防
諜
法
制
の
不
備
を
問
題
視

し
て
い
た
（
２００
）。
そ
の
た
め
、

成
ル
ベ
ク
速
カ
ニ
国
家
総
動
員
上
必
要
ナ
ル
諸
般
ノ
秘
密
ヲ
保
護
シ
マ
ス
法

律
ヲ
制
定
シ
テ
、
其
ノ
取
締
ノ
完
璧
ヲ
期
シ
マ
ス
ル
コ
ト
ヲ
理
想
ト
考
ヘ
ル

ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
斯
ク
テ
ハ
其
ノ
関
係
シ
マ
ス
所
誠
ニ
広
範
囲
ト
ナ
リ
マ

ス
ノ
デ
、
之
ガ
法
制
ノ
為
ニ
尚
慎
重
ナ
ル
研
究
審
議
ヲ
遂
グ
ル
必
要
ガ
ア
リ

マ
ス
ル
カ
ラ
、
其
ノ
制
定
迄
ニ
ハ
尚
相
当
ノ
時
日
ヲ
要
ス
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、

取
敢
ズ
軍
事
上
最
モ
密
接
ナ
ル
関
係
ヲ
有
シ
テ
居
リ
マ
ス
ル
軍
用
ニ
供
ス
ル

重
要
資
源
ノ
秘
密
保
護
ニ
付
キ
マ
シ
テ
、
防
諜
上
必
要
ナ
ル
法
令
ヲ
整
備
シ

マ
ス
コ
ト
ハ
、
適
切
ナ
ル
処
置
ト
信
ズ
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
（
板
垣
陸
相
（
２０１
））

と
し
て
、
軍
機
保
護
法
に
よ
る
取
締
が
及
ば
な
い
軍
用
資
源
に
関
す
る
情
報
の
、

外
国
へ
の
漏
洩
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
軍
用
資
源
秘
密
保
護
法
（
２０２
）」
を
成
立

さ
せ
た
（
２０３
）。
こ
の
法
律
は
、
国
境
取
締
法
（
案
）
と
同
時
に
第
七
十
四
回
帝
国
議
会

に
提
出
さ
れ
、
貴
衆
両
院
で
同
じ
委
員
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
可
決
さ
れ
て
い
る
。

軍
用
資
源
秘
密
保
護
法
の
目
的
は
、「
国
防
目
的
達
成
ノ
為
軍
用
ニ
供
ス
ル

…
…
人
的
及
物
的
資
源
ニ
関
シ
外
国
ニ
秘
匿
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
ル
事
項
ノ
漏
泄
ヲ

防
止
ス
ル
」（
第
一
条
）
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
秘
匿
事
項
を
陸
海
軍
大
臣
な
ど
が

「
軍
用
資
源
秘
密
」
に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
第
二
条
）。
軍
機
保
護
法
の

「
軍
事
上
ノ
秘
密
」
は
、
統
帥
及
統
帥
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
事
項
で
あ
る
一
方
、

「
軍
用
資
源
秘
密
」
は
軍
用
に
供
す
る
人
的
・
物
的
資
源
に
関
す
る
事
項
で
あ
る

こ
と
か
ら
（
２０４
）、
秘
密
保
護
の
対
象
が
、
平
戦
時
問
わ
ず
、
民
間
人
や
民
間
企
業
の
事

項
に
も
及
び
う
る
点
が
、
軍
の
統
帥
事
項
に
限
定
さ
れ
る
軍
機
保
護
法
と
の
最
大

の
相
違
点
で
あ
っ
た
（
２０５
）。

そ
し
て
、「
一
般
防
諜
及
び
公
安
の
万
全
を
期
す
こ
と
」
を
そ
の
法
目
的
と
す

る
国
境
取
締
法
も
、
単
な
る
国
境
取
締
法
規
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
軍
機
保
護
法

や
軍
用
資
源
秘
密
保
護
法
（
そ
し
て
四
一
年
施
行
の
国
防
保
安
法
）
と
同
様
、
防

諜
法
制
の
一
部
を
な
す
法
律
と
し
て
の
性
質
を
有
し
て
い
た
。
司
法
省
刑
事
局
編

『
防
諜
関
係
法
令
集
（
２０６
）』
が
、
こ
れ
ら
三
法
と
と
も
に
同
法
を
収
録
し
て
い
る
こ
と

か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
国
境
取
締
法
は
、「
軍
事
上
ノ
秘
密
」「
軍
用
資
源
秘
密
」
の
よ
う
な
、

他
国
の
諜
報
活
動
か
ら
秘
密
を
保
護
す
べ
き
「
国
情
ニ
関
ス
ル
情
報
」
を
、
法
令

に
よ
っ
て
「
取
敢
ズ
」（
板
垣
陸
相
）、
逐
次
定
義
し
て
い
く
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ

で
は
な
く
、
そ
の
秘
密
を
知
得
・
漏
泄
し
よ
う
と
す
る
人
間
の
行
為
類
型
の
う
ち
、

陸
接
国
境
の
「
踰
越
侵
入
」「
脱
出
」
と
い
っ
た
行
為
を
禁
止
・
制
限
し
、
そ
の

違
反
者
を
取
締
・
処
罰
す
る
と
い
う
、
他
三
法
と
は
異
な
る
視
点
に
立
っ
た
法
律

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

一
九
二
五
年
、
日
ソ
基
本
条
約
に
よ
る
北
樺
太
の
「
保
障
占
領
」
解
除
と
、
同

地
の
ソ
連
に
よ
る
「
赤
化
」
は
、
ソ
連
と
「
陸
接
国
境
」
に
よ
っ
て
「
接
壌
」
す

る
樺
太
の
治
安
問
題
を
惹
起
し
た
。

樺
太
庁
警
察
部
は
、
ソ
連
の
「
赤
化
宣
伝
」
の
影
響
が
北
樺
太
在
住
邦
人
や
朝

鮮
人
な
ど
に
も
広
が
っ
て
い
る
一
方
で
、
北
樺
太
や
沿
海
州
か
ら
の
人
口
流
入

（
朝
鮮
人
移
民
を
主
と
す
る
）
を
把
握
し
き
れ
て
い
な
い
現
状
と
、
樺
太
在
住
外

国
人
や
社
会
主
義
・
共
産
主
義
者
、
そ
し
て
樺
太
の
主
要
産
業
で
あ
る
、
製
紙
・

パ
ル
プ
工
業
に
多
く
従
事
す
る
朝
鮮
人
住
民
の
存
在
に
治
安
上
懸
念
を
抱
い
て
い
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た
。
と
も
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
朝
鮮
人
住
民
・
移
民
が
ソ
連
の
対
日
赤
化
宣
伝
に
関

与
し
、
樺
太
や
内
地
に
浸
透
す
る
こ
と
さ
え
、
警
察
部
は
想
定
し
警
戒
し
て
い
た
。

よ
っ
て
警
察
部
は
一
九
二
六
年
、
�
陸
海
路
で
樺
太
に
流
入
す
る
人
間
の
動
静

を
把
握
し
、
そ
の
出
入
境
管
理
と
取
締
の
徹
底
、
�
「
赤
化
思
想
」
の
樺
太
、
そ

し
て
内
地
へ
の
伝
播
阻
止
・
排
除
、
�
国
境
付
近
居
住
日
本
側
住
民
の
保
護
、
こ

れ
ら
を
目
的
と
し
て
、
七
ヶ
所
の
警
備
派
出
所
と
五
十
二
名
の
国
境
警
備
警
察
官

に
よ
る
樺
太
国
境
警
備
を
開
始
し
た
。

ま
た
同
時
期
に
は
、
樺
太
の
治
安
へ
の
懸
念
と
不
安
感
の
解
消
を
望
む
樺
太
官

民
の
側
か
ら
、
帝
国
議
会
に
樺
太
駐
兵
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。
し
か
し
陸
軍
は
、

そ
の
軍
事
的
合
理
性
の
欠
如
と
部
隊
管
理
上
の
問
題
な
ど
か
ら
駐
兵
を
見
送
っ
た
。

や
が
て
三
〇
年
代
に
入
る
と
、
ソ
連
の
国
力
増
強
と
日
ソ
関
係
の
複
雑
化
・
険

悪
化
に
よ
り
、
外
交
上
の
諸
問
題
や
赤
軍
の
増
強
な
ど
と
い
っ
た
形
で
の
「
対
日

圧
迫
」
を
日
本
側
が
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
ま
た
時
を
同
じ
く
し
て
樺
太

国
境
に
お
い
て
は
、
ゲ
ペ
ウ
に
よ
る
不
法
射
撃
・
国
境
侵
犯
・
邦
人
拉
致
事
件
、

日
ソ
両
国
人
の
密
出
入
国
事
件
、
ソ
連
飛
行
機
の
越
境
飛
来
事
件
な
ど
、
様
々
な

「
国
境
事
件
」
が
相
次
ぎ
、
樺
太
官
民
は
対
ソ
有
事
に
現
実
の
危
機
感
を
募
ら
せ

て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
樺
太
庁
警
察
部
は
、
国
境
警
備
警
察
官
を
増
員
す
る
だ
け
で
な
く
、

国
境
警
備
体
制
に
軍
隊
式
編
制
を
導
入
し
、
払
下
小
銃
や
機
関
銃
な
ど
で
武
装
す

る
こ
と
で
、
国
境
警
備
の
強
化
、
そ
し
て
有
事
に
即
応
す
る
最
低
限
の
準
軍
事
組

織
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
企
図
し
始
め
た
。

そ
し
て
樺
太
庁
は
、
官
製
運
動
に
よ
る
「
愛
島
心
」
と
対
ソ
防
衛
意
識
の
高
揚

を
背
景
に
、
こ
の
準
軍
事
化
し
た
国
境
警
備
体
制
と
、
防
空
法
に
よ
る
国
民
防
空

体
制
、
そ
し
て
「
樺
太
義
勇
団
」
に
よ
る
樺
太
防
衛
体
制
の
三
者
を
統
合
し
た

「
樺
太
国
土
防
衛
」
体
制
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
樺
太
に

と
っ
て
喫
緊
か
つ
現
実
の
課
題
で
あ
る
対
ソ
有
事
に
、
樺
太
庁
単
独
で
対
処
す
る

た
め
の
「
実
力
」
の
整
備
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
で
陸
軍
は
、
南
樺
太
の
対
北
樺
太
侵
攻
作
戦
根
拠
地
と
し
て
の
軍
事
的
重

要
性
を
見
直
し
、
ま
た
北
樺
太
・
沿
海
州
・
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
方
面
の
情
報
収
集
機

関
充
実
の
必
要
性
か
ら
、
三
九
年
に
「
樺
太
混
成
旅
団
」
を
新
設
し
た
。

こ
れ
ら
目
的
を
達
す
る
た
め
、
旅
団
で
は
寒
冷
地
や
森
林
・
ツ
ン
ド
ラ
地
帯
に

お
け
る
作
戦
研
究
・
訓
練
が
進
め
ら
れ
、
ま
た
そ
れ
に
対
応
す
る
諸
機
材
の
特
別

支
給
も
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
樺
太
庁
警
察
部
の
国
境
警
備
警
察
と
協
力
し
つ
つ
対

ソ
諜
報
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
ソ
連
に
こ
れ
ら
旅
団
の
活
動
を
探
知
さ
れ
る
こ

と
を
防
ぐ
「
防
諜
」
努
力
も
な
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
樺
太
国
境
警
備
体
制
の
改
革
と
樺
太
混
成
旅
団
の
新
設
が
な
さ
れ
た

時
期
は
、「
内
地
」
に
お
い
て
は
総
力
戦
体
制
の
構
築
が
進
ん
だ
時
期
で
も
あ
っ

た
。
こ
の
総
力
戦
体
制
に
対
応
す
る
防
諜
法
制
整
備
を
急
い
で
い
た
陸
軍
中
央
と

政
府
は
、
軍
機
保
護
法
全
面
改
正
（
三
七
年
）
を
は
じ
め
、
他
国
の
諜
報
活
動
か

ら
秘
密
を
保
護
す
べ
き
「
国
情
ニ
関
ス
ル
情
報
」
を
、
法
令
に
よ
っ
て
逐
次
定

義
・
法
制
化
し
て
い
く
作
業
を
進
め
て
い
た
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
樺
太
・
朝
鮮
陸
接
国
境
の
「
踰
越
侵
入
」「
脱
出
」
と

い
っ
た
、
保
護
す
べ
き
秘
密
を
知
得
・
漏
泄
せ
ん
と
す
る
人
間
の
行
動
類
型
に
着

目
し
た
取
締
の
必
要
を
認
め
、
政
府
は
初
の
国
境
取
締
法
規
で
あ
る
「
国
境
取
締

法
」
を
成
立
さ
せ
た
。
ま
た
こ
の
法
律
に
は
、「
国
境
事
件
」
に
関
係
し
た
日
本

側
住
民
が
、
ソ
連
に
よ
る
厳
し
い
国
境
取
締
を
受
け
て
い
る
こ
と
へ
の
対
抗
措
置

と
、
そ
の
厳
罰
主
義
か
ら
の
住
民
の
保
護
と
い
う
目
的
も
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
樺
太
国
境
の
存
在
と
そ
れ
を
跨
ぐ
ヒ
ト
の
移
動
は
、
決
し
て
、
樺

太
・
北
海
道
の
よ
う
な
「
周
縁
」
に
そ
の
影
響
が
局
限
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
治
安
維
持
法
制
定
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
日
ソ
国
交
正
常
化
に
伴
う
日
本
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へ
の
「
赤
化
思
想
」
の
伝
播
・
蔓
延
阻
止
と
い
う
治
安
問
題
や
、
三
〇
年
代
の
日

ソ
関
係
の
険
悪
化
・
複
雑
化
と
日
ソ
国
境
紛
争
、
そ
し
て
総
力
戦
体
制
の
構
築
と

防
諜
法
制
の
整
備
と
い
っ
た
、
中
央
「
東
京
」
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
政
策
課

題
と
決
定
の
一
舞
台
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
「
日
本
近
代
史
」
の
一
側
面
で
も
あ
っ

た
。最

後
に
今
後
の
課
題
と
し
て
三
点
を
挙
げ
た
い
。
一
点
目
は
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
条

約
の
サ
ハ
リ
ン
島
に
お
け
る
堡
塁
築
造
禁
止
条
項
が
、
な
ぜ
日
ソ
両
国
に
よ
っ
て

有
名
無
実
化
さ
れ
た
か
。
二
点
目
は
、
樺
太
混
成
旅
団
と
警
察
部
を
は
じ
め
樺
太

庁
の
諸
機
関
が
、
樺
太
と
そ
の
国
境
地
帯
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
具
体
的
に
協
力

し
、
活
動
し
て
い
た
か
。
そ
し
て
三
点
目
は
、
樺
太
国
境
と
同
じ
「
陸
接
国
境
」

で
あ
り
、
国
境
取
締
法
に
お
い
て
も
一
緒
に
取
り
扱
わ
れ
た
朝
鮮
国
境
と
の
比
較

検
討
で
あ
る
。

二
点
目
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
・
旭
川
の
陸
上
自
衛
隊
第
二
師
団
が
運
営
す
る

「
北
鎮
記
念
館
」
所
蔵
史
料
や
、
ロ
シ
ア
連
邦
・
サ
ハ
リ
ン
州
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン

ス
ク
の
国
立
サ
ハ
リ
ン
州
公
文
書
館
所
蔵
の
樺
太
庁
史
料
を
参
照
す
る
こ
と
で
、

樺
太
庁
警
察
部
と
樺
太
混
成
旅
団
関
係
史
料
の
薄
さ
を
補
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
よ

り
充
実
し
た
議
論
が
期
待
で
き
た
が
、
筆
者
の
時
間
と
資
金
の
限
界
に
よ
り
叶
わ

な
か
っ
た
。

こ
の
樺
太
国
境
警
備
と
い
う
問
題
、
日
本
が
「
陸
接
国
境
」
を
持
た
な
く
な
っ

て
か
ら
久
し
く
、
戦
後
日
本
人
に
は
ほ
と
ん
ど
馴
染
み
の
な
い
問
題
で
は
あ
る
。

し
か
し
世
界
で
は
未
だ
に
、
人
口
流
入
と
そ
れ
に
対
応
す
る
国
境
警
備
が
、
国
内

の
治
安
維
持
と
い
う
文
脈
で
問
題
に
な
り
続
け
て
い
る
。

例
え
ば
二
〇
一
五
年
頃
か
ら
、
中
東
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
で
百
万
人
単
位
の
移
民

が
発
生
、
地
中
海
や
バ
ル
カ
ン
半
島
を
経
由
し
て
欧
州
・
E
U
諸
国
へ
向
か
う
大

規
模
な
人
口
移
動
が
発
生
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
混
じ
り
欧
州
に
流
入

し
た
「
過
激
派
」
に
よ
る
テ
ロ
事
件
の
続
発
と
、
極
右
排
外
主
義
の
台
頭
の
対
応

に
、
今
ま
さ
に
各
国
政
府
と
国
際
社
会
は
苦
慮
し
て
い
る
最
中
で
あ
る
。

こ
う
し
た
現
代
国
際
社
会
の
状
況
は
、
日
ソ
国
交
正
常
化
当
時
、
樺
太
へ
の
人

口
流
入
と
そ
れ
に
伴
う
、「
赤
化
宣
伝
員
」「
赤
化
思
想
」
の
流
入
に
苦
慮
す
る
当

時
の
日
本
と
重
な
る
よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
み
る
と
、
こ
の
樺

太
国
境
警
備
と
い
う
テ
ー
マ
は
決
し
て
過
去
の
個
別
的
問
題
で
は
な
く
、
現
代
的

課
題
に
も
通
底
す
る
問
題
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

註（
１
）
日
本
植
民
地
研
究
会
編
『
日
本
植
民
地
研
究
の
現
状
と
課
題
』
ア
テ
ネ
社
、

二
〇
〇
八
年
、
一
五
六
頁
。

（
２
）
三
木
理
史
『
移
住
型
植
民
地
樺
太
の
形
成
』
塙
書
房
、
二
〇
一
二
年
。
中

山
大
将
『
亜
寒
帯
植
民
地
樺
太
の
移
民
社
会
形
成

周
縁
的
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
植
民
地
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、

二
〇
一
四
年
。
な
ど
。

（
３
）
前
掲
『
日
本
植
民
地
研
究
の
現
状
と
課
題
』
一
五
九
―

一
六
七
頁
。

（
４
）
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室
編
『
北
東
方
面
陸
軍
作
戦
〈
１
〉
ア
ッ
ツ
の

玉
砕
』
朝
雲
新
聞
社
、
一
九
六
八
年
、
十
―

三
十
頁
。

（
５
）
樺
太
終
戦
史
刊
行
会
編
『
樺
太
終
戦
史
』
全
国
樺
太
連
盟
、
一
九
七
三
年
、

一
―

二
、
一
七
三
―

一
七
四
、
一
八
七
頁
。

（
６
）
北
海
道
民
族
学
会
『
北
海
道
民
族
学
』
第
六
号
、
北
海
道
民
族
学
会
、
二

〇
一
〇
年
、
四
十
一
―

四
十
九
頁
。

（
７
）
坂
本
悠
一
編
『
地
域
の
な
か
の
軍
隊
７

帝
国
支
配
の
最
前
線
』
吉
川
弘

文
館
、
二
〇
一
五
年
、
八
六
―

一
〇
五
頁
。

（
８
）
「
北
の
国
境
を
た
ど
っ
て
」『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
五
年
十
月
十
九
日
―

二
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十
三
日
夕
刊
連
載
。

（
９
）
荻
野
富
士
夫
『
北
の
特
高
警
察
』
新
日
本
出
版
社
、
一
九
九
一
年
。

（
１０
）
樺
太
庁
（
一
九
〇
七
年
設
置
）
東
京
出
張
所
の
主
に
予
算
・
決
算
関
係
の

文
書
で
、
一
九
六
六
年
に
外
務
省
か
ら
北
海
道
へ
引
き
継
が
れ
た
も
の
。

（
北
海
道
立
文
書
館
「
北
海
道
立
文
書
館
所
蔵
資
料
紹
介
〜
公
文
書

樺
太

庁
」〈http

://w
w
w
.pref.hokkaido.lg.jp/sm

/m
nj/d/guide/a/a09.

htm

〉（
二
〇
一
六
年
十
二
月
九
日
閲
覧
））

（
１１
）
「
外
務
省
茗
荷
谷
研
修
所
旧
蔵
記
録
」
は
、
か
つ
て
東
京
都
文
京
区
茗
荷

谷
に
あ
っ
た
外
務
省
研
修
所
に
未
整
理
状
態
で
保
管
さ
れ
て
い
た
文
書
群
で
、

主
と
し
て
対
中
国
、
満
州
経
済
活
動
に
関
す
る
記
録
や
対
台
湾
、
朝
鮮
と

い
っ
た
植
民
地
行
政
に
関
す
る
記
録
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。（
外
務
省
「「
外

務
省
記
録
」
以
外
の
外
交
史
料
（
戦
前
期
）」

〈http
://w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/annai/honsho/shiryo/shozo/
senzen_2.htm

l

〉（
二
〇
一
六
年
十
二
月
九
日
閲
覧
））

（
１２
）JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.B

05014010900

、「
本

邦
国
境
取
締
法
制
定
一
件
」
第
一
巻
（A

19

）（
外
務
省
外
交
史
料
館
）。

JA
CA
R
:B
05014011100

、「
本
邦
国
境
取
締
法
制
定
一
件
」
第
二
巻
（A

20

）（
同
）。JA

CA
R
:B
05014011400

、「
本
邦
国
境
取
締
法
制
定
一

件
」
第
三
巻
（A
21

）（
同
）。JA

CA
R
:B
05014011800

、「
本
邦
国
境

取
締
法
制
定
一
件
」
第
四
巻
（A

22

）（
同
）。

（
１３
）
明
治
―

大
正
時
代
の
軍
人
。
安
政
五
年
五
月
九
日
生
ま
れ
。
大
島
浩
の
父
。

明
治
十
四
年
陸
軍
砲
兵
少
尉
。
三
十
三
年
山
県
有
朋
元
帥
の
副
官
を
つ
と
め
、

日
露
戦
争
で
は
兵
站
総
監
部
参
謀
長
。
大
正
二
年
中
将
と
な
り
、
陸
軍
次
官

を
へ
て
五
年
第
二
次
大
隈
・
寺
内
両
内
閣
の
陸
相
に
就
任
。
の
ち
貴
族
院
議

員
、
枢
密
顧
問
官
。
昭
和
二
十
二
年
三
月
二
十
四
日
死
去
。
九
十
歳
。
美
濃

（
岐
阜
県
）
出
身
。
陸
軍
士
官
学
校
卒
。（
上
田
正
昭
他
編
『
日
本
人
名
大
辞

典
』
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
（「
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
」
収
録
版
）。）

以
下
、『
日
本
人
名
大
辞
典
』
に
つ
い
て
は
全
て
「
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
」

収
録
版
を
参
照
し
た
。

（
１４
）
明
治
―

昭
和
時
代
前
期
の
天
文
学
者
。
明
治
七
年
十
月
十
三
日
生
ま
れ
。

大
正
八
年
東
京
帝
大
教
授
、
十
年
か
ら
東
京
天
文
台
技
師
を
兼
任
。
小
惑
星

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
族
）
の
発
見
お
よ
び
そ
の
起
源
の
研
究
で
知
ら
れ
る
。
日

本
・
中
国
の
古
暦
法
に
も
精
通
し
た
。
昭
和
十
八
年
四
月
八
日
死
去
。
七
十

歳
。
宮
城
県
出
身
。
帝
国
大
学
卒
。（
前
掲
『
日
本
人
名
大
辞
典
』）

（
１５
）
樺
太
境
界
画
定
委
員
編
『
樺
太
境
界
画
定
事
蹟
』
陸
軍
省
、
一
九
一
〇
年
、

一
―

九
頁
。

（
１６
）
同
前
、
三
十
六
―

三
十
七
頁
。

（
１７
）
「
国
境
警
備
臨
時
特
別
手
当
給
与
ニ
関
ス
ル
説
明
書
」
四
十
―

四
十
二
頁

（JA
CA
R
:A
01200582400

、
公
文
類
聚
・
第
五
十
二
編
・
昭
和
三
年
・

第
九
巻
・
官
職
七
・
官
制
七
（
庁
府
県
）・
官
等
俸
給
及
給
与
（
外
務
省
〜

庁
府
県
）（
国
立
公
文
書
館
））。

（
１８
）
同
前
、
十
二
―

十
五
頁
。

（
１９
）
「
第
七
十
四
回
帝
国
議
会
衆
議
院
国
境
取
締
法
案
委
員
会
議
録
（
速
記
）

第
六
回
」
十
三
―

十
四
頁
。（
国
立
国
会
図
書
館
「
帝
国
議
会
会
議
録
検
索
シ

ス
テ
ム
」）。

以
下
、
帝
国
議
会
会
議
録
に
つ
い
て
は
全
て
当
シ
ス
テ
ム
を
参
照
し
た
。

（
２０
）
大
正
十
四
年
二
月
二
十
七
日
参
謀
総
長
河
合
操
作
命
第
七
十
三
号
「
薩
哈

嗹
州
派
遣
軍
司
令
官
、
近
衛
、
第
一
、
第
七
、
第
八
師
団
長
ニ
与
フ
ル
命

令
」（JA

CA
R
:C
06032011700

、
大
正
７
年
８
月
至
大
正
１４
年
２
月
西

伯
利
出
兵
作
戦
に
関
す
る
命
令
訓
令
西
動
綴
共
４
其
１
（
防
衛
省
防
衛
研
究
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所
））。

命
令

一
、
薩
哈
嗹
州
ノ
占
領
ヲ
解
除
シ
、
同
州
及
南
樺
太
派
遣
陸
軍
部
隊

ノ
内
地
ニ
帰
還
セ
シ
ム
。

（
２１
）
〔
樺
太
庁
〕
警
察
部
警
務
課
『
樺
太
庁
警
務
要
覧
』
一
九
二
六
年
六
月

（
長
澤
秀
編
『
戦
前
朝
鮮
人
関
係
警
察
資
料
集：

樺
太
庁
警
察
部
文
書
』
第

一
巻
、
緑
蔭
書
房
、
二
〇
〇
六
年
、
三
―

九
頁
）。

右
資
料
集
に
所
収
さ
れ
て
い
る
の
は
一
〇
二
―

一
一
二
頁
部
分
の
み
で
あ
り
、

『
樺
太
庁
警
務
要
覧
』
全
体
は
現
在
、
ロ
シ
ア
連
邦
極
東
連
邦
管
区
サ
ハ
リ

ン
州
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
（
豊
原
）
の
国
立
サ
ハ
リ
ン
州
公
文
書
館
が
所

蔵
し
て
い
る
日
本
語
文
書
群
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
ち
ら
の
史
料
全
体

を
参
照
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

（
２２
）
樺
太
庁
編
『
樺
太
庁
施
政
三
十
年
史
』
樺
太
庁
、
一
九
三
六
年
、
八
十
九

頁
。

（
２３
）
大
沼
保
昭
「
出
入
国
管
理
法
制
の
成
立
過
程
―
一
九
五
二
年
体
制
の
前

史
―
」（
大
沼
『
新
版

単
一
民
族
社
会
の
神
話
を
超
え
て
―

在
日
韓
国
・
朝

鮮
人
と
出
入
国
管
理
体
制
』
東
信
堂
、
一
九
九
三
年
）
二
十
一
頁
。

（
２４
）
三
木
理
史
「
戦
間
期
に
お
け
る
朝
鮮
人
社
会
の
形
成
」（
前
掲
『
移
住
型

植
民
地
樺
太
の
形
成
』）
二
六
五
―

三
〇
三
頁
。

（
２５
）
樺
太
に
居
住
す
る
北
方
少
数
民
族
に
対
し
、
日
本
政
府
は
戸
籍
を
与
え
な

か
っ
た
が
、「
樺
太
土
人
」
と
法
的
に
総
称
（「
土
人
戸
口
規
則
」（
明
治
四

十
一
年
樺
太
庁
令
第
十
七
号
）、「
土
人
戸
口
届
出
規
則
」（
大
正
十
年
樺
太

庁
令
第
三
十
五
号
））
し
、
ま
た
こ
の
い
わ
ば
「
戸
口
調
査
簿
」
を
彼
ら

「
土
人
」
の
戸
籍
と
し
て
み
な
し
運
用
し
た
。

し
か
し
樺
太
は
元
来
、「
日
本
人
」
住
民
の
占
め
る
割
合
が
他
の
外
地
に
比

較
し
て
圧
倒
的
に
大
き
く
、
二
四
年
に
は
樺
太
に
も
内
地
の
戸
籍
法
が
施
行

さ
れ
た
。
北
海
道
か
ら
樺
太
に
復
帰
し
た
ア
イ
ヌ
は
既
に
内
地
戸
籍
を
有
し

て
い
た
一
方
で
、
当
初
戸
籍
法
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
た
樺
太
在
来
ア

イ
ヌ
も
、
三
三
年
か
ら
「
樺
太
施
行
法
律
特
例
中
改
正
ノ
件
」（
昭
和
七
年

勅
令
第
七
三
七
号
）
に
よ
っ
て
戸
籍
を
得
た
。
し
か
し
ア
イ
ヌ
以
外
の
ウ
ィ

ル
タ
や
ニ
ヴ
フ
な
ど
の
人
々
は
、
そ
れ
以
降
も
戸
籍
法
の
適
用
を
受
け
ず
、

依
然
「
樺
太
土
人
」
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
参
照
、
吉
見
義
明
『
草
の
根
の
フ

ァ
シ
ズ
ム
―
日
本
民
衆
の
戦
争
体
験
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
七
年
、

一
二
四
―

一
二
五
頁
。

（
２６
）
前
掲
『
樺
太
庁
警
務
要
覧
』。

（
２７
）
「
ウ
ィ
ノ
ク
ロ
フ
」（
本
名
、
ド
ミ
ー
ト
リ
ー
・
プ
ロ
コ
ー
ビ
エ
ヴ
ィ
ッ

チ
・
ヴ
ィ
ノ
ク
ロ
ー
フ
）
は
、
シ
ベ
リ
ア
出
身
の
サ
ハ
（
ヤ
ク
ー
ト
）
人
で

あ
る
。
一
九
一
二
年
、
石
油
で
一
旗
を
上
げ
る
た
め
に
北
樺
太
に
渡
航
し
、

同
地
「
保
障
占
領
」
終
了
と
同
時
に
日
本
に
亡
命
、「
オ
タ
ス
」（
樺
太
庁
の

「
土
人
」
集
住
政
策
に
基
づ
き
、
敷
香
郊
外
に
建
設
さ
れ
た
居
留
地
）
に
移

住
し
た
。
そ
し
て
彼
を
中
心
に
「
土
人
」
に
よ
る
ト
ナ
カ
イ
や
毛
皮
の
交
易

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
超
国
家
的
に
形
成
さ
れ
、「
ト
ナ
カ
イ
王
」
と
渾
名
さ
れ

た
。
彼
は
ま
た
故
郷
「
ヤ
ク
ー
チ
ア
」（
サ
ハ
共
和
国
）
の
独
立
を
目
指
し
、

日
本
の
政
治
家
と
も
交
流
を
持
っ
た
。
参
照
、
ニ
コ
ラ
イ
・
ヴ
ィ
シ
ネ
フ
ス

キ
ー
（
小
山
内
道
子
訳
）『
オ
タ
ス：

サ
ハ
リ
ン
北
方
少
数
民
族
の
近
代

史
』
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
所
、
二
〇
〇
五
年
。

（
２８
）
大
正
十
五
年
十
二
月
九
日
樺
太
庁
長
官
豊
田
勝
蔵
発
内
閣
総
理
大
臣
若
槻

礼
次
郎
他
宛
特
高
秘
第
六
〇
一
号
「
北
樺
太
土
人
入
国
ニ
関
ス
ル
件
」

（JA
CA
R
:C
01003725200

、
昭
和
０２
年
「
密
大
日
記
」
６
冊
ノ
内
第
２

冊
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
））。

昭
和
三
年
二
月
十
六
日
樺
太
庁
長
官
喜
多
孝
治
発
内
閣
総
理
大
臣
田
中
義
一
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他
宛
特
高
秘
第
五
八
九
号
「
北
樺
太
土
人
入
国
ニ
関
ス
ル
件
」（JA

CA
R
:

C
01007467700

、
昭
和
０３
年
「
密
大
日
記
」
第
５
冊
（
防
衛
省
防
衛
研
究

所
））。

（
２９
）
前
掲
「
警
察
部
増
員
理
由
」。

（
３０
）
前
掲
「
国
境
警
備
臨
時
特
別
手
当
給
与
ニ
関
ス
ル
説
明
書
」
七
―

八
、
十

一
―

十
二
頁
。

こ
の
資
料
と
前
掲
『
樺
太
庁
警
務
要
覧
』
の
間
に
は
、
情
勢
の
変
化
に
伴
う

加
筆
修
正
を
除
け
ば
、
共
通
す
る
記
述
が
多
く
見
ら
れ
る
。

（
３１
）
前
掲
「
警
察
部
増
員
理
由
」。

（
３２
）
前
掲
『
樺
太
庁
警
務
要
覧
』。

（
３３
）
「
警
察
部
増
員
理
由
」（JA

CA
R
:A
01200552400

、
公
文
類
聚
・
第
五

十
編
・
大
正
十
五
年
〜
昭
和
元
年
・
第
十
二
巻
・
官
職
八
・
官
制
八
（
関
東

庁
・
樺
太
庁
・
南
洋
庁
）（
国
立
公
文
書
館
））。

（
３４
）
前
掲
『
樺
太
庁
警
務
要
覧
』。

（
３５
）
拓
務
省
「
国
境
取
締
法
関
係
資
料
」（
前
掲
「
本
邦
国
境
取
締
法
制
定
一

件
」
第
一
巻
）
一
三
五
頁
。

（
３６
）
前
掲
「
国
境
警
備
臨
時
特
別
手
当
給
与
ニ
関
ス
ル
説
明
書
」
九
頁
。

（
３７
）
前
掲
「
警
察
部
増
員
理
由
」。

（
３８
）
前
掲
「
警
察
部
増
員
理
由
」。
前
掲
「
国
境
警
備
臨
時
特
別
手
当
給
与
ニ

関
ス
ル
説
明
書
」
九
―

十
一
頁
。

（
３９
）
「
国
境
警
備
計
画
」
の
初
出
は
前
掲
「
警
察
部
増
員
理
由
」
で
あ
る
が
、

二
八
年
に
「
密
貿
易
取
締
」
の
代
わ
り
に
「
其
ノ
他
過
激
思
想
抱
持
者
ノ
侵

入
防
止
」
と
そ
の
具
体
例
と
し
て
「
ソ
ヴ
イ
エ
ト
連
邦
保
安
部
赤
化
宣
伝

員
」
と
そ
れ
に
属
す
る
「
朝
鮮
人
・
支
那
人
」
を
明
記
す
る
改
訂
が
な
さ
れ

た
よ
う
で
あ
る
。
参
考
、
前
掲
「
国
境
警
備
臨
時
特
別
手
当
給
与
ニ
関
ス
ル

説
明
書
」
三
十
二
―

三
十
三
頁
。

（
４０
）
樺
太
庁
警
察
部
へ
の
高
等
警
察
課
の
設
置
は
二
六
年
五
月
、
特
別
高
等
警

察
課
の
設
置
は
三
〇
年
一
月
で
あ
る
。
参
考
、
前
掲
『
樺
太
庁
施
政
三
十
年

史
』
一
六
一
―

一
六
二
頁
。

（
４１
）
前
掲
『
樺
太
庁
警
務
要
覧
』。

（
４２
）
請
願
文
書
表
第
七
七
五
号
「
樺
太
常
備
軍
配
置
ノ
請
願
」（JA

CA
R
:A

14081000200

、
議
院
回
付
請
願
書
類
原
議
（
十
二
）（
国
立
公
文
書
館
））。

「
樺
太
常
備
軍
配
置
ニ
付
請
願
書
」（JA

CA
R
:C
01001014100

、
大
日
記

甲
輯
昭
和
０２
年
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
））。

（
４３
）
「
樺
太
ニ
常
備
兵
設
置
ニ
関
ス
ル
建
議
」（JA

CA
R
:A
14080276200

、

議
院
回
付
建
議
書
類
原
議
（
六
）（
国
立
公
文
書
館
））。

「
樺
太
ニ
常
備
兵
設
置
ニ
関
ス
ル
建
議
」（JA

CA
R
:C
01001013200

、
大

日
記
甲
輯
昭
和
０２
年
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
））。

な
お
「
建
議
」
と
は
、
三
十
人
以
上
の
議
員
の
賛
成
者
の
も
と
に
議
員
が
所

属
議
院
に
提
出
す
る
も
の
で
、
可
決
時
に
政
府
に
対
し
て
意
見
を
伝
達
し
、

そ
の
採
用
を
求
め
る
制
度
で
あ
っ
た
。
参
考
、
葦
名
ふ
み
「
帝
国
議
会
衆
議

院
に
お
け
る
建
議
と
請
願
―
政
府
へ
の
意
見
伝
達
手
段
と
し
て
―
」（
国
立

国
会
図
書
館
調
査
及
び
立
法
考
査
局
編
『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
』
第
六
十
巻
第
十

一
号
、
国
立
国
会
図
書
館
調
査
及
び
立
法
考
査
局
、
二
〇
一
〇
年
）
九
十
三

―

一
一
五
頁
。

（
４４
）
「
第
五
十
回
帝
国
議
会
衆
議
院

樺
太
ニ
常
備
兵
設
置
ニ
関
ス
ル
建
議
案

（
森
田
茂
君
外
九
名
提
出
）
委
員
会
議
録
（
筆
記
速
記
）
第
一
回
」

（
４５
）
明
治
―

昭
和
時
代
前
期
の
実
業
家
、
政
治
家
。
元
治
元
年
九
月
三
日
生
ま

れ
。
佐
賀
県
農
工
銀
行
頭
取
、
肥
前
電
気
鉄
道
取
締
役
、
佐
賀
毎
日
新
聞
社

長
な
ど
を
つ
と
め
た
。
大
正
三
年
衆
議
院
議
員
（
当
選
六
回
、
民
政
党
）。
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（
前
掲
『
日
本
人
名
大
辞
典
』）

（
４６
）
陸
軍
少
将
。
歩
兵
第
十
五
旅
団
長
、
歩
兵
第
八
旅
団
長
を
歴
任
。
一
九
一

九
年
一
月
予
備
役
編
入
。
参
考
、
外
山
操
編
『
陸
海
軍
将
官
人
事
総
覧

陸

軍
篇
』
芙
蓉
書
房
出
版
、
一
九
八
一
年
、
九
十
九
頁
。

（
４７
）
大
正
―

昭
和
時
代
前
期
の
政
治
家
。
明
治
八
年
十
二
月
生
ま
れ
。
函
館
で

弁
護
士
を
開
業
。
大
正
九
年
衆
議
院
議
員
（
当
選
三
回
、
政
友
会
）。
司
法

省
参
与
官
な
ど
を
つ
と
め
た
。（
前
掲
『
日
本
人
名
大
辞
典
』）

（
４８
）
明
治
―

昭
和
時
代
前
期
の
軍
人
、
政
治
家
。
明
治
元
年
十
一
月
二
十
三
日

生
ま
れ
。
第
十
一
師
団
参
謀
、
近
衛
師
団
参
謀
長
、
第
七
師
団
長
な
ど
を
つ

と
め
る
。
大
正
八
年
陸
軍
中
将
。
十
三
年
衆
議
院
議
員
（
当
選
四
回
、
政
友

会
）。（
前
掲
『
日
本
人
名
大
辞
典
』）

第
七
師
団
長
当
時
、
同
師
団
隷
下
の
歩
兵
第
二
十
五
・
二
十
六
連
隊
が
北
樺

太
保
障
占
領
に
参
加
し
て
い
る
。
参
照
、
前
掲
『
陸
海
軍
将
官
人
事
総
覧

陸
軍
篇
』
九
十
三
頁
。

（
４９
）
大
正
―

昭
和
時
代
の
政
治
家
。
明
治
七
年
五
月
三
日
生
ま
れ
。
同
志
社
で

ま
な
ぶ
。
富
山
県
婦
負
郡
長
、
樺
太
庁
事
務
官
な
ど
を
へ
て
、
大
正
十
三
年

衆
議
院
議
員
（
当
選
五
回
、
政
友
会
）。（
前
掲
『
日
本
人
名
大
辞
典
』）

（
５０
）
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
に
短
期
間
活
動
し
た
経
済
政
策
の
諮
問
機
関
。

（
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
（「
ジ
ャ
パ
ン

ナ
レ
ッ
ジ
」
収
録
版
）。

（
５１
）
前
掲
『
陸
海
軍
将
官
人
事
総
覧

陸
軍
篇
』
二
一
七
頁
。
秦
郁
彦
編
『
日

本
陸
海
軍
総
合
事
典
』
第
二
版
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
、
八
十

六
頁
。

（
５２
）
「
南
樺
太
視
察
報
告
」（JA

CA
R
:C
13071282900

、
鈴
木
重
康
関
係
資

料
綴

１
／
２

大
正
１４
年
２
月
１９
日
〜
１４
年
１２
月
１０
日
（
防
衛
省
防
衛
研

究
所
））
緒
言
。

（
５３
）
前
掲
「
南
樺
太
視
察
報
告
」
第
五
章

警
察
。

（
５４
）
前
掲
「
南
樺
太
視
察
報
告
」
第
七
章

国
境
ノ
警
備
。

（
５５
）
前
掲
「
南
樺
太
視
察
報
告
」
第
八
章

軍
事
、
第
二
節

作
戦
計
画
ニ
基

ク
駐
兵
。

（
５６
）
前
掲
「
南
樺
太
視
察
報
告
」
第
九
章

樺
太
ニ
於
テ
軍
部
ニ
関
係
ス
ル
諸

問
題
、
第
四
節

樺
太
駐
兵
ニ
関
ス
ル
件
。

（
５７
）
同
右
。

（
５８
）
同
右
。

（
５９
）
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室
編
『
関
東
軍
〈
１
〉
対
ソ
戦
備
・
ノ
モ
ン
ハ

ン
事
件
』
朝
雲
新
聞
社
、
一
九
六
九
年
、
四
十
二
―

四
十
三
頁
。

（
６０
）
河
原
地
英
武
「
一
九
三
七
年
の
極
東
情
勢
と
ソ
連
―
中
ソ
不
可
侵
条
約
の

成
立
過
程
」（
麻
田
雅
文
編
『
ソ
連
と
東
ア
ジ
ア
の
国
際
政
治

１
９
１
９
―

１
９
４
１
（
東
北
ア
ジ
ア
研
究
専
書
）』
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
七
年
、
二

四
三
頁
。

（
６１
）
吉
井
文
美
「
北
樺
太
石
油
・
石
炭
利
権
を
め
ぐ
る
日
本
と
ソ
連
―

１
９
３
９
年
の
交
渉
を
中
心
に
」（
前
掲
『
ソ
連
と
東
ア
ジ
ア
の
国
際
政

治
』）
三
一
八
―

三
二
三
頁
。
村
上
隆
『
北
樺
太
石
油
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

１
９
２
５
―

１
９
４
４
』
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
四
年
。

（
６２
）
外
務
省
編
『
日
本
外
交
文
書

昭
和
期
�

第
一
巻
（
昭
和
十
二
―

十
六

年

外
交
政
策
・
外
交
関
係
）』
外
務
省
、
二
〇
一
四
年
、
一
六
三
―

三
三
七

頁
。

外
務
省
「『
日
本
外
交
文
書

昭
和
期
�
第
一
巻
・
第
二
巻
』
概
要
」（『
外

交
史
料
館
報
』
第
二
八
号
、
二
〇
一
四
年
）
一
二
一
―

一
二
三
頁
。

（
６３
）
「
満
洲
事
変
勃
発
前
後
以
来
帝
国
陸
軍
参
謀
本
部
ニ
於
ケ
ル
対
「
ソ
」
情
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勢
判
断
ノ
推
移
ニ
就
テ
」（JA

CA
R
:C
14060827200

、
満
洲
事
変
勃
発

前
以
来
帝
国
陸
軍
参
謀
本
部
に
於
け
る
対
「
ソ
」
情
勢
判
断
の
推
移
に
就
て

２
／
２
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
））。

（
６４
）
戸
部
良
一
「
日
本
の
対
ソ
政
策
―
日
ソ
不
侵
略
条
約
問
題
を
中
心
と
し

て
」（
五
百
旗
頭
真
、
下
斗
米
伸
夫
、A

・V

・
ト
ル
ク
ノ
フ
、D

・V

・
ス

ト
レ
リ
ツ
ォ
フ
編
『
日
ロ
関
係
史：

パ
ラ
レ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
挑
戦
』
東

京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
）
二
五
七
頁
。

（
６５
）
管
見
の
限
り
当
該
名
称
の
機
種
は
存
在
せ
ず
、
お
そ
ら
く
ツ
ポ
レ
フT
B

―

3

型
四
発
重
爆
撃
機
を
指
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
６６
）
「
満
洲
事
変
勃
発
前
後
以
来
帝
国
陸
軍
参
謀
本
部
ニ
於
ケ
ル
対
「
ソ
」
情

勢
判
断
ノ
推
移
ニ
就
テ
」（JA

CA
R
:C
14060827200

、
満
洲
事
変
勃
発

前
以
来
帝
国
陸
軍
参
謀
本
部
に
於
け
る
対
「
ソ
」
情
勢
判
断
の
推
移
に
就
て

２
／
２
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
））。

（
６７
）
前
掲
「
満
洲
事
変
勃
発
前
後
以
来
帝
国
陸
軍
参
謀
本
部
ニ
於
ケ
ル
対

「
ソ
」
情
勢
判
断
ノ
推
移
ニ
就
テ
」。

（
６８
）
前
掲
『
関
東
軍
〈
１
〉』
三
一
〇
―

三
一
一
頁
。

（
６９
）A

・S

・
ロ
ー
シ
キ
ナ
、K

・E

・
チ
ェ
レ
フ
コ
、Ia

・A

・
シ
ュ
ラ
ー
ト

フ
（
花
田
智
之
訳
）「
ス
タ
ー
リ
ン
の
日
本
像
と
対
日
政
策
」（
前
掲
『
日
ロ

関
係
史
』）
二
六
九
―

二
九
五
頁
。

（
７０
）
〔
昭
和
六
年
〕
八
月
十
日
在
亜
港
新
居
事
務
代
理
発
幣
原
外
務
大
臣
宛
電

報
（JA
CA
R
:C
01006511500

、
大
日
記
乙
輯
昭
和
６
年
（
防
衛
省
防
衛

研
究
所
））。

「
ソ
ヴ
エ
ー
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
ニ
於
ケ
ル
国
境
警
備
ノ
状
態
」

（JA
CA
R
:C
01003982500

、
昭
和
０８
年
「
密
大
日
記
」
第
４
冊
（
防
衛

省
防
衛
研
究
所
））。

（
７１
）
「
蘇
国
ニ
於
ケ
ル
警
備
ノ
状
況
」（
樺
太
庁
「
予
算
資
料

昭
和
十
三
年

度
」（
北
海
道
立
文
書
館：

A
9/31

―0

））。

（
７２
）
第
七
師
団
「
樺
太
ニ
軍
隊
常
駐
ニ
関
ス
ル
意
見
」（JA

CA
R
:C

01004432700

、
昭
和
１３
年
「
密
大
日
記
」
第
３
冊
（
防
衛
省
防
衛
研
究

所
））。

（
７３
）
前
掲
「
国
境
取
締
法
関
係
資
料
」
一
三
二
頁
。

（
７４
）
樺
太
庁
「
昭
和
十
三
年
度
歳
出
予
算
資
料
」（
前
掲
「
予
算
資
料

昭
和

十
三
年
度
」）。

（
７５
）
前
掲
「
国
境
取
締
法
関
係
資
料
」
一
〇
八
―

一
二
九
頁
。

（
７６
）
大
正
―

昭
和
時
代
の
政
治
家
。
明
治
十
七
年
一
月
一
日
生
ま
れ
。
小
学
校

校
長
を
へ
て
弁
護
士
。
大
正
十
三
年
衆
議
院
議
員
（
当
選
六
回
、
日
本
進
歩

党
）
と
な
り
、
昭
和
九
年
岡
田
内
閣
の
拓
務
参
与
官
、
戦
後
幣
原
内
閣
の
司

法
政
務
次
官
な
ど
を
つ
と
め
た
。
日
本
生
活
資
材
、
松
前
タ
ル
ク
陶
石
の
社

長
。
昭
和
四
十
二
年
三
月
三
十
一
日
死
去
。
八
十
三
歳
。
北
海
道
出
身
。
中

央
大
卒
。（
前
掲
『
日
本
人
名
大
辞
典
』）

（
７７
）
「
手
代
木
代
議
士
一
行

半
田
国
境
に
て
狙
撃
さ
る

高
橋
始
巡
査
外
一

名
重
軽
傷
」（『
東
京
日
日
新
聞
』
一
九
三
八
年
八
月
十
三
日
号
外
）。

（
７８
）
前
掲
「
国
境
取
締
法
関
係
資
料
」
一
三
二
―

一
三
三
頁
。

（
７９
）
前
掲
「
国
境
取
締
法
関
係
資
料
」
一
〇
八
―

一
二
九
頁
。

（
８０
）
前
掲
「
国
境
取
締
法
関
係
資
料
」
一
二
七
頁
。

（
８１
）
「
猟
人
二
名
を
射
殺

飛
行
機
も
越
境

ソ
連
の
不
法
相
つ
ぐ
」（『
東
京

朝
日
新
聞
』
一
九
三
九
年
一
月
二
日
朝
刊
十
一
面
）。

（
８２
）
同
右
。

（
８３
）
前
掲
『
北
東
方
面
陸
軍
作
戦
〈
１
〉』
十
七
頁
は
、『
東
京
朝
日
新
聞
』
一

九
三
九
年
一
月
二
日
朝
刊
十
一
面
を
引
用
し
、
三
八
年
十
二
月
三
十
日
に
航
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空
機
の
越
境
が
あ
っ
た
と
す
る
が
、「
樺
太
国
境
及
領
海
侵
犯
事
件
調
」「
樺

太
国
境
警
備
概
況
」（
前
掲
「
国
境
取
締
法
関
係
資
料
」
一
〇
八
―

一
四
一

頁
）
の
記
述
と
総
合
す
れ
ば
、
こ
の
越
境
日
時
は
十
一
月
三
十
日
の
誤
植
だ

と
思
わ
れ
る
。

（
８４
）
前
掲
「
国
境
取
締
法
関
係
資
料
」
一
三
二
頁
。「
ソ
連
機
・
樺
太
邦
領

へ
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
九
年
一
月
八
日
朝
刊
三
面
）。

（
８５
）
昭
和
十
四
年
三
月
十
六
日
旭
川
憲
兵
隊
長
発
憲
兵
司
令
官
宛
密
受
第
三
八

七
号
電
（JA

CA
R
:C
01004631000

、
昭
和
１４
年
「
密
大
日
記
」
第
６
冊

（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
））。

（
８６
）
前
掲
「
国
境
取
締
法
関
係
資
料
」
一
三
二
頁
。

（
８７
）
大
正
十
四
年
五
月
二
十
六
日
樺
太
庁
長
官
昌
谷
彰
発
陸
軍
次
官
津
野
一
輔

宛
第
七
一
号
電
報
（JA

CA
R
:C
03012090000

、
大
日
記
乙
輯
大
正
１４
年

（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
））。

（
８８
）
昭
和
八
年
六
月
五
日
樺
太
庁
長
官
今
村
武
志
発
陸
軍
大
臣
宛
警
秘
第
五
五

五
号
「
兵
器
払
下
ニ
関
ス
ル
件
」（JA
CA
R
:C
01003982500

、
昭
和
０８

年
「
密
大
日
記
」
第
４
冊
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
））。

（
８９
）
同
右
。

（
９０
）
昭
和
九
年
勅
令
第
二
百
二
十
号
巡
査
服
制
中
改
正
（JA

CA
R
:A

03021949800

、
御
署
名
原
本
・
昭
和
九
年
・
勅
令
第
二
二
〇
号
・
巡
査
服

制
中
改
正
（
国
立
公
文
書
館
））。

備
考
第
六
号

一

土
地
ノ
状
況
又
ハ
勤
務
ノ
性
質
ニ
依
リ
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
主
務
大
臣
ノ

認
可
ヲ
受
ケ
樺
太
廰
長
官
ハ
銃
ヲ
、
廰
府
県
長
官
ハ
拳
銃
ヲ
帯
用
セ
シ
ム
ル

コ
ト
ヲ
得

（
９１
）
昭
和
十
二
年
九
月
十
七
日
樺
太
庁
長
官
今
村
武
志
発
陸
軍
省
兵
器
局
長
宛

警
秘
第
六
五
八
号
「
兵
器
弾
薬
払
下
ノ
件
稟
申
」（JA

CA
R
:C
010069101

00

、
大
日
記
乙
輯
昭
和
１２
年
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
））。

右
電
は
、
昭
和
十
二
年
八
月
七
日
樺
太
庁
長
官
今
村
武
志
発
陸
軍
大
臣
杉
山

元
宛
警
秘
第
五
〇
九
号
「
国
境
警
備
充
実
ノ
為
兵
器
弾
薬
貸
付
方
ノ
件
稟

申
」（JA

CA
R
:C
01004352800

、
昭
和
１２
年
「
密
大
日
記
」
第
８
冊

（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
））
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
が
、
帝
国
議
会
で
兵
器
弾

薬
購
入
の
追
加
予
算
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
貸
付
か
ら
払
下
に
取
得

方
法
を
変
更
し
、
追
加
で
小
銃
二
五
〇
挺
の
払
下
を
受
け
る
た
め
に
再
度
要

請
し
て
い
る
。

（
９２
）
「
国
境
警
備
充
実
ニ
要
ス
ル
警
察
官
増
員
要
求
理
由
」（
前
掲
「
予
算
資
料

昭
和
十
三
年
度
」）。

（
９３
）
「
国
境
警
備
ノ
為
警
部
及
警
部
補
警
察
部
増
員
理
由
説
明
」（JA

CA
R
:A

02030048900

、
公
文
類
聚
・
第
六
十
二
編
・
昭
和
十
三
年
・
第
四
十
三

巻
・
官
職
四
十
一
・
官
制
四
十
一
（
樺
太
庁
）（
国
立
公
文
書
館
））。

（
９４
）
前
掲
「
兵
器
弾
薬
払
下
ノ
件
稟
申
」。

（
９５
）
「
臨
時
防
空
及
警
備
費
内
訳
」
中
「
備
品
及
資
材
費
内
訳
」（「
拓
務
省
所

管
樺
太
庁
特
別
会
計

昭
和
十
三
年
度
第
二
予
備
金
及
剰
余
金
支
出
要
求

書
」（
樺
太
庁
「
第
二
予
備
金
・
剰
余
金
支
出
関
係

昭
和
十
三
年
八
月
」

（
北
海
道
立
文
書
館：

A
9/40

）））。

（
９６
）
「
防
空
警
備
施
設
ニ
要
ス
ル
経
費
」（
警
察
部
「
昭
和
十
三
年
度
予
備
金
支

出
及
追
加
予
算
要
求
書
」（
前
掲
「
第
二
予
備
金
・
剰
余
金
支
出
関
係

昭

和
十
三
年
八
月
」））。

（
９７
）
前
掲
「
国
境
警
備
充
実
ニ
要
ス
ル
警
察
官
増
員
要
求
理
由
」。

（
９８
）
昭
和
十
二
年
勅
令
第
六
百
四
十
五
号
防
空
法
樺
太
施
行
令
（JA

CA
R
:A

03022143700
、
御
署
名
原
本
・
昭
和
十
二
年
・
勅
令
第
六
四
五
号
・
防
空

282



法
樺
太
施
行
令
（
国
立
公
文
書
館
））。

（
９９
）
土
田
宏
成
『
近
代
日
本
の
「
国
民
防
空
」
体
制
』
神
田
外
語
大
学
出
版
局
、

二
〇
一
〇
年
、
二
一
三
―

二
五
一
頁
。

（
１００
）
樺
太
敷
香
時
報
社
『
樺
太
年
鑑
』
昭
和
十
四
年
版
、
一
九
三
九
年
、
一
六

四
―

一
七
〇
頁
。

（
１０１
）
同
右
。

他
、
新
見
泰
三
（
樺
太
庁
警
察
部
高
等
警
察
課
長
）「
防
諜
と
は
何
か
」（
樺

太
庁
『
樺
太
庁
報
』
第
七
号
、
一
九
三
七
年
十
一
月
、
七
十
二
―

七
十
九
頁
）。

木
原
秀
雄
（
同
警
務
課
長
）「
防
空
の
意
義
と
島
民
の
覚
悟
」（
同
第
十
号
、

三
八
年
二
月
、
六
十
一
―

六
十
七
頁
）。
太
宰
俊
夫
（
同
高
等
警
察
課
通
訳
）

「
反
日
思
想
を
そ
ゝ
る

ソ
連
教
育
の
一
断
面
」（
同
第
十
二
号
、
三
八
年
四

月
、
一
一
八
―

一
二
三
頁
）。
松
田
博
光
（
同
警
務
課
警
部
）「
防
空
訓
練
と

島
民
の
心
構
え
」（
同
第
十
六
号
、
三
八
年
八
月
、
三
十
三
―

三
十
七
頁
）。

「
長
官
出
題

北
緯
五
十
度
を
護
る
」（
同
第
二
十
号
、
三
八
年
十
二
月
、
三

十
六
―

三
十
七
頁
）。「
血
に
狂
ふ
ゲ
ペ
ウ

監
獄
内
の
日
本
人
は
大
工
仕
事

残
虐
な
ソ
連
を
語
る
」（『
樺
太
日
日
新
聞
』
三
九
年
二
月
一
日
）。「
五
十

度
線
を
守
れ

敷
香
防
衛
陣
を
強
化
」（『
樺
太
日
日
新
聞
』
三
九
年
二
月
十

八
日
）。
な
ど
多
数
。

（
１０２
）
池
田
裕
子
「
樺
太
庁
師
範
学
校
に
お
け
る
樺
太
史
教
育
」（『
日
本
の
教
育

史
学：

教
育
史
学
会
紀
要
』
第
五
十
二
号
、
二
〇
〇
九
年
）
四
十
三
―

五
十

五
頁
。

（
１０３
）
樺
太
庁
長
官
官
房
文
書
課
「
画
報

カ
メ
ラ
に
映
る
事
変
下
の
樺
太
」

（
樺
太
庁
『
樺
太
庁
報
』
第
十
一
号
（
皇
軍
慰
問
特
集
号
）、
一
九
三
八
年
三

月
）。

樺
太
敷
香
時
報
社
『
樺
太
年
鑑
』
昭
和
十
三
年
版
、
一
九
三
八
年
、
八
頁
。

（
１０４
）
樺
太
庁
『
樺
太
庁
報
』
第
十
八
号
、
一
九
三
八
年
十
月
、
冒
頭
グ
ラ
ビ
ア
。

（
１０５
）
昭
和
十
四
年
樺
太
庁
令
第
四
十
一
号
樺
太
警
防
団
令
が
五
月
二
十
五
日
に

定
め
ら
れ
て
い
る
（「
官
報
」
昭
和
十
四
年
八
月
十
四
日
（
第
三
千
七
百
八

十
二
号
）
五
四
六
―

五
四
八
頁
）。

（
１０６
）
「
追
加
予
算
提
出
説
明
書
」（
樺
太
庁
「
追
加
予
算

増
税
、
国
境
警
備
、

賃
金
統
制

昭
和
十
四
年
度
（
十
四
年
二
月
）」（
北
海
道
立
文
書
館：

A
9

/56

））。

（
１０７
）
「
警
防
課
設
置
並
ニ
国
境
警
備
ノ
拡
充
強
化
ニ
伴
フ
職
員
警
察
部
増
員
理

由
説
明
」（JA

CA
R
:A
02030118100

、
公
文
類
聚
・
第
六
十
三
編
・
昭

和
十
四
年
・
第
五
十
一
巻
・
官
職
四
十
八
・
官
制
四
十
八
（
樺
太
庁
二
）

（
国
立
公
文
書
館
））。

同
時
に
警
察
部
高
等
警
察
課
の
増
員
も
な
さ
れ
て
い
る
。

（
１０８
）
最
終
的
に
は
三
九
年
六
月
一
日
、「
警
防
課
」
と
い
う
名
称
で
新
設
さ
れ

る
が
、
経
費
要
求
の
時
点
で
は
「
防
護
課
」
と
い
う
名
称
で
あ
っ
た
。
参
照
、

前
掲
「
警
防
課
設
置
並
ニ
国
境
警
備
ノ
拡
充
強
化
ニ
伴
フ
職
員
警
察
部
増
員

理
由
説
明
」。

（
１０９
）
前
掲
「
追
加
予
算
提
出
説
明
書
」。

（
１１０
）
詳
細
不
明
で
あ
る
が
、
三
八
年
の
防
空
演
習
時
に
陸
軍
の
高
射
用
具
付
重

機
関
銃
を
高
射
兵
器
と
し
て
使
用
し
て
い
る
（
弾
薬
の
使
用
は
認
可
さ
れ
な

か
っ
た
）。
ま
た
樺
太
庁
か
ら
、
重
機
関
銃
八
挺
と
小
銃
三
百
挺
を
貸
与
さ

れ
て
い
る
。
参
照
、
昭
和
十
三
年
九
月
十
四
日
留
守
第
七
師
団
長
酒
井
鎬
次

発
陸
軍
大
臣
板
垣
征
四
郎
宛
兵
申
第
七
号
「
樺
太
義
勇
団
ニ
兵
器
使
用
方
認

可
セ
ラ
レ
度
件
申
請
」（JA

CA
R
:C
01007036400

、
大
日
記
乙
輯
昭
和

１３
年
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
））。
同
月
二
十
七
日
副
官
発
留
守
第
七
師
団
参

謀
長
宛
陸
支
密
第
三
七
四
四
号
通
牒
（
同
）。「
警
備
用
弾
薬
配
備
表
（
昭
和
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十
三
年
十
二
月
現
在

警
務
課
）」（
昭
和
十
四
年
四
月
十
日
樺
太
庁
長
官
棟

居
俊
一
発
陸
軍
大
臣
板
垣
征
四
郎
宛
警
秘
第
九
一
四
号
「
国
境
警
備
用
兵
器

弾
薬
払
下
願
ノ
件
」（JA

CA
R
:C
01004703000

、
昭
和
１４
年
「
密
大
日

記
」
第
１３
冊
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）））。

（
１１１
）
前
掲
「
国
境
警
備
用
兵
器
弾
薬
払
下
願
ノ
件
」。

な
お
、
払
下
申
請
自
体
は
国
境
取
締
法
公
布
直
後
に
な
さ
れ
て
い
る
が
、

「
時
局
ノ
関
係
上
一
時
保
留
」
さ
れ
た
後
、
十
二
月
一
日
に
認
可
さ
れ
て
い

る
。
お
そ
ら
く
は
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
（
同
年
五
月
―

九
月
）
の
影
響
だ
ろ
う

か
。
参
照
、
同
年
十
二
月
一
日
副
官
発
樺
太
庁
長
官
宛
陸
密
第
二
一
四
五
号

通
牒
（JA

CA
R
:C
01004703000

、
昭
和
14
年
「
密
大
日
記
」
第
13
冊(

防

衛
省
防
衛
研
究
所))

。

（
１１２
）
前
掲
『
関
東
軍
〈
１
〉』
二
四
一
頁
。

（
１１３
）
前
掲
『
関
東
軍
〈
１
〉』
二
四
八
頁
。
前
掲
『
北
東
方
面
陸
軍
作
戦

〈
１
〉』
十
一
頁
。

（
１１４
）
前
掲
『
関
東
軍
〈
１
〉』
二
五
六
頁
。
前
掲
『
北
東
方
面
陸
軍
作
戦

〈
１
〉』
十
一
頁
。

（
１１５
）
前
掲
『
北
東
方
面
陸
軍
作
戦
〈
１
〉』
十
三
頁
。

（
１１６
）
三
八
年
三
月
―

翌
三
九
年
九
月
、
留
守
第
七
師
団
長
。
参
照
、
前
掲
『
日

本
陸
海
軍
総
合
事
典
』
七
十
四
頁
。

（
１１７
）
当
時
、
第
七
師
団
は
満
州
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
（
四
〇
年
帰
還
）。

（
１１８
）
前
掲
「
樺
太
ニ
軍
隊
常
駐
ニ
関
ス
ル
意
見
」。

（
１１９
）
「
陸
軍
平
時
編
制
中
改
定
ノ
件
」（JA

CA
R
:C
01004570500

、
昭
和
１４

年
「
密
大
日
記
」
第
１
冊
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
））。

（
１２０
）
昭
和
十
三
年
五
月
二
十
六
日
第
七
師
団
留
守
司
令
官
酒
井
鎬
次
発
陸
軍
大

臣
杉
山
元
宛
七
師
参
甲
第
四
九
号
「
諸
兵
連
合
演
習
計
画
ノ
件
報
告
」

（JA
CA
R
:C
01004482400

、
昭
和
１３
年
「
密
大
日
記
」
第
８
冊
（
防
衛

省
防
衛
研
究
所
））。

留
守
第
七
師
団
「
連
合
演
習
ノ
経
験
ニ
基
ク
樺
太
ノ
地
形
ニ
応
ズ
ル
戦
闘
法

ニ
関
ス
ル
意
見
」（JA

CA
R
:C
01004488300

、
昭
和
１３
年
「
密
大
日

記
」
第
９
冊
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
））。

昭
和
十
五
年
二
月
二
十
八
日
留
守
第
七
師
団
長
酒
井
鎬
次
発
陸
軍
大
臣
畑
俊

六
宛
七
師
参
甲
第
二
七
号
「
馴
鹿
ヲ
以
テ
ス
ル
冬
季
演
習
実
施
ノ
件
報
告
」

（JA
CA
R
:C
01004834700

、
昭
和
１５
年
「
密
大
日
記
」
第
１０
冊
（
防
衛

省
防
衛
研
究
所
））。

（
１２１
）
昭
和
十
四
年
九
月
二
十
三
日
樺
太
混
成
旅
団
長
上
野
勘
一
郎
発
陸
軍
省
衣

糧
課
長
宛
「
九
五
式
携
行
天
幕
交
付
ニ
関
ス
ル
件
照
会
」（JA

CA
R
:C

01004613800

、
昭
和
１４
年
「
密
大
日
記
」
第
５
冊
（
防
衛
省
防
衛
研
究

所
））。

（
１２２
）
昭
和
十
四
年
九
月
十
三
日
留
守
第
七
師
団
長
酒
井
鎬
次
発
陸
軍
大
臣
畑
俊

六
宛
七
師
副
機
第
四
一
三
号
「
自
動
車
交
付
相
成
度
件
申
請
」（JA

CA
R
:

C
01007307000

、
昭
和
１４
年
「
乙
輯
第
２
類
第
４
冊
運
輸
交
通
器
材
」

（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
））。

昭
和
十
四
年
十
二
月
一
日
留
守
第
七
師
団
長
石
田
保
秀
発
陸
軍
大
臣
畑
俊
六

宛
七
師
兵
申
第
二
一
号
「
自
動
車
増
加
支
給
相
成
度
件
申
請
」（JA

CA
R
:

C
01002468000

、
昭
和
１５
年
「
乙
輯
第
２
類
第
６
冊
運
輸
交
通
器
材
」

（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
））。

（
１２３
）
昭
和
十
四
年
十
月
二
十
六
日
留
守
第
七
師
団
長
石
田
保
秀
発
陸
軍
大
臣
畑

俊
六
宛
七
師
兵
申
第
一
五
号
「
九
二
式
動
力
伐
採
機
特
別
支
給
相
成
度
件
申

請
」（JA

CA
R
:C
01007258000

、
昭
和
１４
年
「
乙
輯
第
２
類
第
３
冊

兵
器
（
其
２
）」（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
））。
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昭
和
十
五
年
八
月
十
四
日
旭
川
〔
留
守
第
七
〕
師
団
長
石
田
保
秀
発
陸
軍
大

臣
東
条
英
機
宛
旭
師
兵
申
第
三
五
号
「
兵
器
特
別
支
給
セ
ラ
レ
度
件
申
請
」

（JA
CA
R
:C
01002474500

、
昭
和
１５
年
「
乙
輯
第
２
類
第
６
冊
運
輸

交
通
器
材
」（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
））。

（
１２４
）
昭
和
十
五
年
三
月
二
十
五
日
留
守
第
七
師
団
長
石
田
保
秀
発
陸
軍
大
臣
畑

俊
六
宛
七
師
兵
申
第

一
〇
号
「
兵
器
特
別
支
給
相
成
度
件
申
請
」

（JA
CA
R
:C
01002399400

、
昭
和
１５
年
「
乙
輯
第
２
類
第
３
冊
兵
器

其
２
」（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
））。

（
１２５
）
「
軍
用
乗
、
輓
、
駄
獣
ト
シ
テ
馴
鹿
ノ
利
用
ニ
関
ス
ル
調
査
並
研
究
試
験

要
領
」（JA

CA
R
:C
01007717100

、
昭
和
１４
年
「
陸
機
密
大
日
記
第
１

冊
２
／
２
」（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
））。

「
軍
用
乗
、
輓
、
駄
獣
ト
シ
テ
馴
鹿
ノ
利
用
ニ
関
ス
ル
研
究
実
施
要
領
（
第

二
次
）」（JA

CA
R
:C
01007411000

、
昭
和
１５
年
「
乙
輯
第
３
類
第
２

冊
特
種
試
験
」（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
））。

（
１２６
）
昭
和
十
三
年
八
月
十
四
日
酒
井
部
隊
〔
留
守
第
七
師
団
〕
参
謀
長
石
田
栄

熊
発
陸
軍
樺
太
庁
長
官
宛
七
師
参
警
第
一
二
七
号
「
国
境
警
備
ニ
関
ス
ル
件

照
会
」（
前
掲
「
第
二
予
備
金
・
剰
余
金
支
出
関
係

昭
和
十
三
年
八
月
」）。

（
１２７
）
昭
和
八
年
六
月
十
二
日
第
七
師
団
参
謀
長
伊
田
常
三
郎
発
陸
軍
次
官
柳
川

平
助
宛
〔
電
報
番
号
不
明
〕「
樺
太
庁
兵
器
払
下
ニ
関
ス
ル
書
類
送
付
ノ

件
」（JA

CA
R
:C
01003982500

、
昭
和
０８
年
「
密
大
日
記
」
第
４
冊
（
防

衛
省
防
衛
研
究
所
））。

昭
和
十
二
年
九
月
一
日
第
七
師
団
長
園
部
和
一
発
陸
軍
大
臣
杉
山
元
宛
七
師

参
警
第
四
一
号
「
国
境
警
備
用
兵
器
弾
薬
貸
付
ニ
関
ス
ル
件
上
申
」

（JA
CA
R
:C
01004352800

、
昭
和
１２
年
「
密
大
日
記
」
第
８
冊
（
防
衛

省
防
衛
研
究
所
））。

昭
和
十
四
年
四
月
十
日
樺
太
庁
長
官
棟
居
俊
一
発
第
七
師
団
長
酒
井
鎬
次
宛

警
秘
第
九
一
四
号
「
国
境
警
備
用
兵
器
弾
薬
払
下
願
ニ
関
ス
ル
件
」

（JA
CA
R
:C
01004703000

、
昭
和
１４
年
「
密
大
日
記
」
第
１３
冊
（
防
衛

省
防
衛
研
究
所
））。
昭
和
十
四
年
四
月
十
八
日
留
守
第
七
師
団
長
酒
井
鎬
次

発
陸
軍
大
臣
板
垣
征
四
郎
宛
七
師
参
警
第
九
七
号
「
国
境
警
備
用
兵
器
弾
薬

払
下
ニ
関
ス
ル
件
副
申
」（
同
）。
昭
和
十
四
年
十
一
月
二
十
七
日
留
守
第
七

師
団
参
謀
長
鈴
木
繁
二
発
陸
軍
省
副
官
川
原
直
一
宛
七
師
参
警
第
二
八
五
号

「
国
境
警
備
用
兵
器
弾
薬
払
下
ニ
関
ス
ル
件
照
会
」（
同
）。

（
１２８
）
前
掲
「
樺
太
義
勇
団
ニ
兵
器
使
用
方
認
可
セ
ラ
レ
度
件
申
請
」。

（
１２９
）
昭
和
十
五
年
四
月
二
十
三
日
参
謀
次
長
沢
田
茂
発
陸
軍
次
官
阿
南
惟
幾
宛

参
密
第
二
四
七
号
第
一
「
献
納
兵
器
一
部
支
給
ノ
件
照
会
」（JA

CA
R
:C

01004887700

、
昭
和
１５
年
「
密
大
日
記
」
第
１５
冊
（
防
衛
省
防
衛
研
究

所
））。

（
１３０
）
昭
和
十
五
年
九
月
十
七
日
旭
川
〔
留
守
第
七
〕
師
団
長
石
田
保
秀
発
陸
軍

大
臣
東
条
英
機
宛
旭
師
兵
申
第
四
二
号
「
樺
太
混
成
旅
団
作
戦
用
兵
器
ヲ
警

官
隊
ニ
貸
与
ノ
件
申
請
」（JA

CA
R
:C
01002448100

、
昭
和
１５
年
「
乙

輯
第
２
類
第
４
冊
兵
器
其
３
」（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
））。

（
１３１
）
昭
和
十
二
年
五
月
三
日
参
謀
次
長
今
井
清
発
陸
軍
次
官
梅
津
美
治
郎
宛
参

密
第
二
二
〇
号
第
一
「「
ソ
」
領
北
辺
諜
報
業
務
上
旭
川
憲
兵
隊
長
ヲ
シ
テ

第
七
師
団
長
ニ
協
力
セ
シ
メ
ラ
レ
度
件
照
会
」（JA

CA
R
:C
01004391000

、

昭
和
１２
年
「
密
大
日
記
」
第
１２
冊
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
））。

（
１３２
）
昭
和
十
二
年
十
月
九
日
副
官
発
第
七
師
団
参
謀
長
宛
陸
密
第
一
一
六
九
号

通
牒
（JA

CA
R
:C
01007508200

、
昭
和
１２
年
「
密
大
日
記
」
第
１
冊

（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
））。

（
１３３
）
前
掲
「
樺
太
ニ
軍
隊
常
駐
ニ
関
ス
ル
意
見
」。
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（
１３４
）
昭
和
十
四
年
六
月
七
日
参
謀
総
長
〔
閑
院
宮
〕
戴
仁
親
王
発
留
守
第
七
師

団
長
酒
井
鎬
次
宛
大
陸
訓
第
一
〇
七
号
「
指
示
」（JA

CA
R
:C
010046035

00
、
昭
和
１４
年
「
密
大
日
記
」
第
５
冊
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
））。

昭
和
十
四
年
六
月
十
九
日
留
守
第
七
師
団
長
酒
井
鎬
次
発
陸
軍
大
臣
板
垣
征

四
郎
宛
七
師
参
動
第
四
七
一
号
「
樺
太
混
成
旅
団
司
令
部
新
設
概
況
ノ
件
報

告
」（JA

CA
R
:C
01004570800

、
昭
和
１４
年
「
密
大
日
記
」
第
１
冊

（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
））。

（
１３５
）
昭
和
十
四
年
十
一
月
十
日
留
守
第
七
師
団
長
石
田
保
秀
発
陸
軍
大
臣
畑
俊

六
宛
七
師
兵
申
第
一
八
号
「
三
七
式
砲
隊
鏡
特
別
支
給
相
成
度
申
請
」

（JA
CA
R
:C
01007262200

、
昭
和
１４
年
「
乙
輯
第
２
類
第
３
冊
兵
器

（
其
２
）」（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
））。

昭
和
十
五
年
五
月
二
日
留
守
第
七
師
団
長
石
田
保
秀
発
陸
軍
大
臣
畑
俊
六
宛

七
師
兵
申
第
一
三
号
「
兵
器
特
別
支
給
相
成
度
件
申
請
」（JA

CA
R
:C

01002402900

、
昭
和
１５
年
「
乙
輯
第
２
類
第
３
冊
兵
器
其
２
」（
防
衛

省
防
衛
研
究
所
））。

（
１３６
）
前
掲
『
北
東
方
面
陸
軍
作
戦
〈
１
〉』
二
十
六
―

二
十
七
頁
。

（
１３７
）
前
掲
『
北
東
方
面
陸
軍
作
戦
〈
１
〉』
十
四
頁
。

（
１３８
）
昭
和
十
四
年
十
一
月
二
十
四
日
留
守
第
七
師
団
長
石
田
保
秀
発
陸
軍
大
臣

畑
俊
六
宛
七
師
副
申
第
一
号
「
樺
太
混
成
旅
団
山
砲
兵
隊
襟
部
徽
章
ヲ
除
去

致
度
件
申
請
」（JA

CA
R
:C
01001681200

、
大
日
記
甲
輯
昭
和
１４
年

（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
））。

（
１３９
）
昭
和
十
五
年
一
月
九
日
留
守
第
七
師
団
司
令
部
発
陸
軍
省
宛
七
師
副
申
第

五
号
「
樺
太
混
成
旅
団
司
令
部
郵
便
物
等
ノ
宛
名
ニ
関
ス
ル
件
」

（JA
CA
R
:C
01004815600

、
昭
和
１５
年
「
密
大
日
記
」
第
９
冊
（
防
衛

省
防
衛
研
究
所
））。

（
１４０
）
昭
和
十
五
年
二
月
十
三
日
陸
軍
大
臣
畑
俊
六
発
樺
太
鉄
道
株
式
会
社
々
長

高
島
菊
次
郎
宛
陸
密
第
二
二
四
号
「
軍
用
資
源
秘
密
指
定
通
知
書
」

（JA
CA
R
:C
01004791700

、
昭
和
１５
年
「
密
大
日
記
」
第
７
冊
（
防
衛

省
防
衛
研
究
所
））。

（
１４１
）
昭
和
十
五
年
十
二
月
十
一
日
大
臣
発
北
部
軍
司
令
官
・
陸
軍
糧
秣
本
廠
長

宛
陸
密
第
二
七
三
五
号
達
（JA

CA
R
:C
01004828000

、
昭
和
１５
年
「
密

大
日
記
」
第
９
冊
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
））。

（
１４２
）
前
掲
『
北
東
方
面
陸
軍
作
戦
〈
１
〉』
十
八
頁
。

（
１４３
）
前
掲
「
追
加
予
算
提
出
説
明
書
」。

（
１４４
）
前
掲
「
防
空
警
備
施
設
ニ
要
ス
ル
経
費
」。

（
１４５
）
前
掲
『
北
東
方
面
陸
軍
作
戦
〈
１
〉』
十
四
頁
。

（
１４６
）
前
掲
『
樺
太
庁
施
政
三
十
年
史
』
一
三
五
〇
―

一
三
五
一
頁
。

（
１４７
）
拓
殖
の
業
進
み
人
口
増
加
し
て
各
種
の
事
業
勃
興
す
る
に
従
ひ
、
道
路
の

普
及
は
旧
に
倍
し
て
緊
要
と
な
り
、
年
々
新
道
の
開
鑿
と
旧
道
の
改
良
を
計

り
今
日
の
道
路
網
の
実
現
を
見
る
に
至
つ
た
が
、
猶
一
層
の
普
及
発
達
を
み

な
け
れ
ば
全
島
交
通
網
の
完
備
は
期
し
難
い
。（
前
掲
『
樺
太
庁
施
政
三
十

年
史
』
一
三
六
三
―

一
三
六
四
頁
。）

（
１４８
）
前
掲
「
自
動
車
交
付
相
成
度
件
申
請
」。

（
１４９
）
昭
和
十
四
年
九
月
二
十
九
日
留
守
第
七
師
団
長
石
田
保
秀
発
陸
軍
大
臣
畑

俊
六
宛
七
師
兵
申
第
一
二
号
「
無
線
機
特
別
支
給
相
成
度
件
申
請
」

（JA
CA
R
:C
01007310100

、
昭
和
１４
年
「
乙
輯
第
２
類
第
５
冊
通
信

器
材
」（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
））。

昭
和
十
五
年
一
月
二
十
六
日
留
守
第
七
師
団
長
石
田
保
秀
発
陸
軍
大
臣
畑
俊

六
宛
七
師
兵
申
第
三
号
「
兵
器
特
別
支
給
相
成
度
件
申
請
」（JA

CA
R
:C

01002386700
、
昭
和
１５
年
「
乙
輯
第
２
類
第
２
冊
兵
器
其
１
」（
防
衛
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省
防
衛
研
究
所
））。

（
１５０
）
昭
和
十
四
年
法
律
第
五
十
二
号
国
境
取
締
法
（JA

CA
R
:A

03022330900

、
御
署
名
原
本
・
昭
和
十
四
年
・
法
律
第
五
十
二
号
・
国
境

取
締
法
（
勅
令
第
六
百
六
十
九
号
参
看
）（
国
立
公
文
書
館
））。

（
１５１
）
昭
和
十
四
年
勅
令
第
六
百
六
十
九
号
国
境
取
締
法
施
行
期
日
ノ
件

（JA
CA
R
:A
03022401600

、
御
署
名
原
本
・
昭
和
十
四
年
・
勅
令
第
六

六
九
号
・
国
境
取
締
法
施
行
期
日
（
国
立
公
文
書
館
））。

（
１５２
）
拓
務
省
「
国
境
取
締
法
の
話
」（
内
閣
情
報
部
編
『
週
報
』
第
一
五
五
号

（
十
月
四
日
号
）、
一
九
三
九
年
）
三
十
―

三
十
四
頁
。

（
１５３
）
前
掲
「
国
境
取
締
法
の
話
」
三
十
―

三
十
一
頁
。

（
１５４
）
昭
和
十
四
年
勅
令
第
六
百
七
十
号
国
境
取
締
法
施
行
令
（JA

CA
R
:A

03022401700

、
御
署
名
原
本
・
昭
和
十
四
年
・
勅
令
第
六
七
〇
号
・
国
境

取
締
法
施
行
令
（
国
立
公
文
書
館
））
第
一
条
第
一
号
、
同
条
第
二
号
。

（
１５５
）
前
掲
、
国
境
取
締
法
施
行
令
第
二
条
。

（
１５６
）
昭
和
十
四
年
樺
太
庁
令
第
八
十
二
号
国
境
取
締
法
施
行
規
則
（「
官
報
」

昭
和
十
四
年
十
月
二
十
七
日
（
第
三
千
八
百
四
十
四
号
）
八
九
四
頁
）。

（
１５７
）
前
掲
「
国
境
取
締
法
の
話
」
三
十
二
頁
。

（
１５８
）
前
掲
「
国
境
取
締
法
関
係
資
料
」
十
九
―

二
十
、
一
〇
八
―

一
二
九
頁
。

（
１５９
）
昭
和
十
三
年
九
月
十
二
日
樺
太
庁
長
官
棟
居
俊
一
（
警
察
部
長
）
発
拓
務

大
臣
宇
垣
一
成
他
宛
高
外
秘
第
三
一
八
一
号
「
蘇
国
人
越
境
逮
捕
ニ
関
ス
ル

件
」（
陸
軍
省
兵
務
局
防
備
課
「
国
境
、
領
海
等
取
締
ニ
関
ス
ル
件
法
律
案

（
附
参
考
法
規
）」（
前
掲
「
本
邦
国
境
取
締
法
制
定
一
件
」
第
三
巻
））。

（
１６０
）
「
蘇
連
邦
船
「
ウ
イ
ン
ペ
ル
」
号
」（JA

CA
R
:B
09030249500

、
船
舶

法
違
反
関
係
雑
件

第
三
巻
（F

―1

―6

―0

―9_003

）（
外
務
省
外
交
史
料

館
））。

（
１６１
）
前
掲
『
日
本
外
交
文
書

昭
和
期
�

第
一
巻
』
一
六
三
―

三
三
七
頁
。

前
掲
「『
日
本
外
交
文
書

昭
和
期
�
第
一
巻
・
第
二
巻
』
概
要
」
一
二
一

頁
。

（
１６２
）
前
掲
「
国
境
取
締
法
関
係
資
料
」
十
九
―

二
十
頁
。

（
１６３
）
第
十
四
条

陸
軍
大
臣
又
ハ
海
軍
大
臣
ハ
軍
事
上
ノ
秘
密
保
護
ノ
為
必
要

ア
ル
ト
キ
ハ
命
令
ヲ
以
テ
開
港
場
以
外
ノ
水
面
ニ
付
区
域
ヲ
定
メ
外
国
船
舶

ノ
之
ニ
出
入
ス
ル
コ
ト
ヲ
禁
止
シ
又
ハ
制
限
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

二

前
項
ノ
規
定
ニ
依
ル
禁
止
又
ハ
制
限
ニ
違
反
シ
タ
ル
船
舶
ノ
長
又
ハ
其

ノ
職
務
ヲ
執
ル
者
ハ
五
年
以
下
ノ
懲
役
又
ハ
三
百
円
以
上
二
千
円
以
下
ノ
罰

金
ニ
処
ス

三

前
項
ノ
場
合
ニ
於
テ
情
状
重
キ
ト
キ
ハ
其
ノ
船
舶
ヲ
没
収
ス
（「
参
考

法
規
（
其
ノ
一
）」（
前
掲
「
国
境
、
領
海
等
取
締
ニ
関
ス
ル
件
法
律
案
（
附

参
考
法
規
）」）。
以
下
、
軍
機
保
護
法
、
船
舶
法
、
航
空
法
の
条
文
は
こ
れ

に
よ
る
。）

（
１６４
）
第
三
条

日
本
船
舶
ニ
非
サ
レ
ハ
不
開
港
場
ニ
寄
港
シ
又
ハ
日
本
各
港
ノ

間
ニ
於
テ
物
品
又
ハ
旅
客
ノ
運
送
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス

第
二
十
三
条

第
三
条
ノ
規
定
ニ
違
反
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
船
長
ヲ
二
百
円
以
上

二
千
円
以
下
ノ
罰
金
ニ
処
シ
情
状
重
キ
ト
キ
ハ
其
ノ
船
舶
ヲ
没
収
ス

（
１６５
）
第
三
十
三
条

日
本
国
外
ヨ
リ
発
航
シ
テ
日
本
国
内
ニ
至
リ
若
ハ
日
本
国

内
ヨ
リ
発
航
シ
テ
日
本
国
外
ニ
至
ル
航
空
機
又
ハ
日
本
国
外
ヨ
リ
発
航
シ
着

陸
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
シ
テ
日
本
国
ヲ
通
過
シ
日
本
国
外
ニ
至
ル
航
空
機
ハ
行
政

官
庁
ノ
指
定
ス
ル
航
空
路
ニ
由
リ
航
空
ス
ベ
シ

第
五
十
七
条

…
…
第
三
十
三
条
ノ
規
定
ニ
違
反
シ
タ
ル
者
ハ
三
年
以
下
ノ

懲
役
又
ハ
三
千
円
以
下
ノ
罰
金
ニ
処
ス

（
１６６
）
（
第
一
項
）
軍
事
上
ノ
秘
密
ヲ
探
知
シ
又
ハ
収
集
シ
タ
ル
者
ハ
六
月
以
上
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十
年
以
下
ノ
懲
役
ニ
処
ス
（
第
二
項
）
軍
事
上
ノ
秘
密
ヲ
公
ニ
ス
ル
目
的
ヲ

以
テ
又
ハ
之
ヲ
外
国
若
ハ
外
国
ノ
為
ニ
行
動
ス
ル
者
ニ
漏
泄
ス
ル
目
的
ヲ
以

テ
前
項
ニ
規
定
ス
ル
行
為
ヲ
為
シ
タ
ル
者
ハ
二
年
以
上
ノ
有
期
懲
役
ニ
処
ス

二

前
項
ノ
規
定
ニ
依
ル
禁
止
又
ハ
制
限
ニ
違
反
シ
タ
ル
船
舶
ノ
長
又
ハ
其

ノ
職
務
ヲ
執
ル
者
ハ
五
年
以
下
ノ
懲
役
又
ハ
三
百
円
以
上
二
千
円
以
下
ノ
罰

金
ニ
処
ス

三

前
項
ノ
場
合
ニ
於
テ
情
状
重
キ
ト
キ
ハ
其
ノ
船
舶
ヲ
没
収
ス
（「
参
考

法
規
（
其
ノ
一
）」（
前
掲
「
国
境
、
領
海
等
取
締
ニ
関
ス
ル
件
法
律
案
（
附

参
考
法
規
）」）。
以
下
、
軍
機
保
護
法
、
船
舶
法
、
航
空
法
の
条
文
は
こ
れ

に
よ
る
。）

（
１６７
）
大
正
―

昭
和
時
代
の
女
優
。
明
治
三
十
五
年
四
月
二
十
一
日
生
ま
れ
。
大

正
十
二
年
日
活
の
「
髑
髏
の
舞
」
で
映
画
初
出
演
。
舞
台
、
映
画
で
人
気
を

え
る
。
昭
和
十
三
年
演
出
家
杉
本
良
吉
と
樺
太
国
境
を
こ
え
ソ
連
に
は
い
る
。

ス
パ
イ
容
疑
で
拘
束
さ
れ
る
が
、
の
ち
ソ
連
市
民
権
を
獲
得
。
四
十
七
年
よ

り
た
び
た
び
里
帰
り
し
た
。
平
成
四
年
二
月
十
日
死
去
。
八
十
九
歳
。
広
島

県
出
身
。
女
子
美
術
学
校
卒
。
著
作
に
「
悔
い
な
き
命
を
」
な
ど
。（
前
掲

『
日
本
人
名
辞
典
』）

（
１６８
）
昭
和
時
代
前
期
の
演
出
家
、
社
会
運
動
家
。
明
治
四
十
年
二
月
九
日
生
ま

れ
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
演
劇
運
動
に
参
加
。
共
産
党
に
入
党
し
、
昭
和
十
三
年

女
優
岡
田
嘉
子
と
樺
太
か
ら
ソ
連
に
は
い
っ
た
が
逮
捕
さ
れ
、
ス
パ
イ
容
疑

で
十
四
年
十
月
二
十
日
銃
殺
さ
れ
た
。
三
十
三
歳
。
の
ち
無
実
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
東
京
出
身
。
早
大
中
退
。
本
名
は
吉
田
好
正
。（
前
掲
『
日
本

人
名
辞
典
』）

（
１６９
）
前
掲
「
国
境
取
締
法
関
係
資
料
」
六
四
頁
。

（
１７０
）
前
掲
「
国
境
取
締
法
関
係
資
料
」
一
〇
八
―

一
二
九
頁
。

（
１７１
）
前
掲
「
国
境
取
締
法
関
係
資
料
」
一
三
八
頁
。

（
１７２
）
昭
和
十
四
年
一
月
九
日
陸
軍
省
防
備
課
「
国
境
、
領
海
等
取
締
ニ
関
ス
ル

件
法
律
案
」（
前
掲
「
国
境
、
領
海
等
取
締
ニ
関
ス
ル
件
法
律
案
（
附
参
考

法
規
）」）。

（
１７３
）
前
掲
「
国
境
取
締
法
の
話
」
三
十
一
―

三
十
二
頁
。

ま
た
「
国
境
取
締
法
、
九
月
実
施

外
諜
の
蠢
動
封
殺

立
入
制
限
区
域
等

決
る
」（『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
三
九
年
七
月
二
十
四
日
）
も
ソ
連
国
境
取

締
法
規
の
内
容
を
掲
載
し
、
国
境
取
締
法
実
施
の
意
義
を
説
明
し
て
い
る
。

（
１７４
）
「
法
律
案
制
定
理
由
書
」（
昭
和
十
四
年
一
月
二
十
四
日
陸
軍
省
兵
務
局
防

備
課
長
山
田
国
太
郎
発
外
務
〔
省
〕
大
臣
官
房
文
書
課
長
蘆
野
弘
宛
防
発
第

六
号
「
国
境
領
海
等
取
締
ニ
関
ス
ル
法
律
案
（
陸
軍
第
二
案
）
送
付
ノ
件
照

会
」（
前
掲
「
本
邦
国
境
取
締
法
制
定
一
件
」
第
三
巻
））。

（
１７５
）
昭
和
十
四
年
一
月
九
日
陸
軍
省
兵
務
局
防
備
課
長
鎌
田
銓
一
発
外
務

〔
省
〕
大
臣
官
房
文
書
課

長
蘆
野
弘
宛
防
発
第
八
九
二
号
「
国
境
領
海
等

取
締
ニ
関
ス
ル
法
律
案
送
付
ノ
件
照
会
」（
前
掲
「
本
邦
国
境
取
締
法
制
定

一
件
」
第
三
巻
）。

（
１７６
）
前
掲
「
国
境
、
領
海
等
取
締
ニ
関
ス
ル
件
法
律
案
」。

（
１７７
）
昭
和
十
四
年
一
月
十
六
日
陸
軍
省
「
国
境
領
海
等
取
締
ニ
関
ス
ル
法
律
案

（
陸
軍
第
二
案
）」（
前
掲
「
国
境
領
海
等
取
締
ニ
関
ス
ル
法
律
案
（
陸
軍
第

二
案
）
送
付
ノ
件
照
会
」）。

（
１７８
）
「
国
境
、
領
海
等
取
締
ニ
関
ス
ル
法
律
案
別
紙
」（
前
掲
「
国
境
、
領
海
等

取
締
ニ
関
ス
ル
件
法
律
案
（
附
参
考
法
規
）」）。

（
１７９
）
前
掲
「
法
律
案
制
定
理
由
書
」。

（
１８０
）
前
掲
「
法
律
案
制
定
理
由
書
」。

（
１８１
）
昭
和
十
四
年
一
月
二
十
八
日
有
田
〔
八
郎
外
務
〕
大
臣
発
在
独
大
島
大
使
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宛
第
四
一
号
「
国
境
領
海
等
取
締
ニ
関
ス
ル
立
法
例
取
調
ノ
件
」（
前
掲

「
本
邦
国
境
取
締
法
制
定
一
件
」
第
三
巻
）。

（
１８２
）
前
掲
「
国
境
領
海
等
取
締
ニ
関
ス
ル
法
律
案
送
付
ノ
件
照
会
」
枠
外
書
き

込
み
。

（
１８３
）
前
掲
「
国
境
、
領
海
等
取
締
ニ
関
ス
ル
法
律
案
別
紙
」
枠
外
書
き
込
み
。

（
１８４
）
前
掲
「
国
境
領
海
等
取
締
ニ
関
ス
ル
法
律
案
（
陸
軍
第
二
案
）」
付
箋
メ

モ
。

（
１８５
）
高
林
秀
雄
他
編
『
国
際
法

�
』
東
信
堂
、
一
九
九
〇
年
、
二
五
七
―

二

五
八
頁
。

（
１８６
）
前
掲
『
日
本
外
交
文
書

昭
和
期
�

第
一
巻
』
外
務
省
、
二
〇
一
四
年
、

二
六
四
―

三
三
七
頁
。

前
掲
「『
日
本
外
交
文
書

昭
和
期
�
第
一
巻
・
第
二
巻
』
概
要
」
一
二
三

頁
。

（
１８７
）
外
務
省
「
国
境
領
海
等
取
締
ニ
関
ス
ル
法
律
案
ニ
関
ス
ル
条
約
上
ノ
意

見
」（
昭
和
十
四
年
二
月
二
日
外
務
省
亜
米
利
加
局
第
三
課
長
隈
部
種
樹
発

陸
軍
省
兵
務
局
防
備
課
長
山
田
国
太
郎
宛
米
三
機
密
第
六
九
号
「
国
境
領
海

等
取
締
ニ
関
ス
ル
法
律
案
ニ
対
ス
ル
意
見
回
答
ノ
件
」（
前
掲
「
本
邦
国
境

取
締
法
制
定
一
件
」
第
三
巻
））。

（
１８８
）
前
掲
「
国
境
、
領
海
等
取
締
ニ
関
ス
ル
法
律
案
別
紙
」
枠
外
書
き
込
み
。

（
１８９
）
昭
和
十
四
年
二
月
二
日
陸
軍
省
「
国
境
取
締
法
案
（
陸
軍
第
三
案
）」（
前

掲
「
本
邦
国
境
取
締
法
制
定
一
件
」
第
三
巻
）。

（
１９０
）
外
務
省
「
国
境
領
海
等
取
締
ニ
関
ス
ル
法
律
案
ニ
関
ス
ル
意
見
」（
前
掲

「
国
境
領
海
等
取
締
ニ
関
ス
ル
法
律
案
ニ
対
ス
ル
意
見
回
答
ノ
件
」）。

（
１９１
）
同
右
。

（
１９２
）
同
右
。

（
１９３
）
前
掲
「
国
境
領
海
等
取
締
ニ
関
ス
ル
立
法
例
取
調
ノ
件
」。

（
１９４
）
前
掲
「
国
境
取
締
法
関
係
資
料
」
五
十
一
頁
。

（
１９５
）
同
右
。

（
１９６
）
「
第
七
十
回
帝
国
議
会
貴
族
院
軍
機
保
護
法
改
正
法
律
案
特
別
委
員
会
議

事
速
記
録
第
一
号
」
一
頁
。

（
１９７
）
昭
和
十
二
年
法
律
第
七
十
二
号
軍
機
保
護
法
（JA

CA
R
:A

03022076900

、
御
署
名
原
本
・
昭
和
十
二
年
・
法
律
第
七
二
号
・
軍
機
保

護
法
改
正
刑
法
施
行
法
中
改
正
（
勅
令
第
五
百
七
十
八
号
参
看
）（
国
立
公

文
書
館
））。

（
１９８
）
林
武
、
和
田
朋
幸
、
大
八
木
敦
裕
「
研
究
ノ
ー
ト
軍
機
保
護
法
等
の
制
定

過
程
と
問
題
点
」（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
『
防
衛
研
究
所
紀
要
』
第
十
四
巻

第
一
号
、
二
〇
一
一
年
）
九
十
五
頁
。

（
１９９
）
「
官
報
号
外

昭
和
十
四
年
三
月
十
日

第
七
十
四
回
帝
国
議
会
貴
族
院

議
事
速
記
録
第
二
十
号
」
二
四
三
頁
。

（
２００
）
前
掲
、
林
論
文
九
十
九
頁
。

（
２０１
）
前
掲
「
第
七
十
四
回
帝
国
議
会
貴
族
院
議
事
速
記
録
第
二
十
号
」
二
四
三

頁
。

（
２０２
）
昭
和
十
四
年
法
律
第
二
十
五
号
軍
用
資
源
秘
密
保
護
法
（JA

CA
R
:A

03022328200

、
御
署
名
原
本
・
昭
和
十
四
年
・
法
律
第
二
五
号
・
軍
用
資

源
秘
密
保
護
法
（
勅
令
第
四
百
十
二
号
参
看
）（
国
立
公
文
書
館
））。

（
２０３
）
前
掲
、
林
論
文
九
十
九
頁
。

（
２０４
）
日
高
巳
雄
『
軍
用
資
源
秘
密
保
護
法
』
羽
田
書
店
、
一
九
四
〇
年
、
七
十

四
頁
。

（
２０５
）
前
掲
、
林
論
文
九
十
九
頁
。

（
２０６
）
司
法
省
刑
事
局
編
『
防
諜
関
係
法
令
集
』
清
水
書
店
、
一
九
四
一
年
。
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